
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 沖縄県立球陽高等学校 

 沖 縄 県 立 球 陽 中 学校 
 

〒904-0035 沖縄県沖縄市南桃原１丁目１０番地１号 

TEL (098)933-9301  FAX (098)933-6212 

HP アドレス http://www.kyuyo-h.open.ed.jp 

学校要覧 
平成 30 年度 



Ⅰ 学 校 概 要

１．校章・校訓・校歌
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周囲の円は球陽の球、
地球の球を表し、円
の上下の部分を開け
たのは世界に羽ばたく
門を開き、中央のペン
は大地に根をはり、
向学の志に燃えて、
すくすくと国際社会に
伸びる生徒の姿を象徴する。
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３．学校沿革

(1) 学校の名称:沖縄県立球陽高等学校
(2) 所 在 地:〒904-0035 沖縄県沖縄市南桃原1丁目10番1号
(3) 設 置 学 科:全日制課程 理数科(各学年4クラス) 国際英語科(各学年3クラス）
(4) 在 籍:理数科478名 国際英語科364名 合計842名（平成30年5月1日現在）

(5) 学校沿革
昭和63年 11月25日 沖縄県教育委員会規則(第4号議案)設立認可される｡
昭和63年 11月25日 沖縄県教育委員会規則(第6号議案)

昭和64年度沖縄県立高等学校入学定員を次のように定める｡
全日制 理数科(160名) 国際英語科(180名) 合計 340名

昭和64年 1月 1日 職員人事発令(開校準備室：沖配ビル10階)
校長 新屋太郎(県立北谷高等学校長)

平成元年 1月17日 敷地造成,普通教室棟及び特別教室中央棟の起工式
1月28日 校章図案決定(デザイン:教育庁高等学校教育課 喜友名朝紀指導主事)
1月30日 校旗図案決定
2月 1日 ワッペン決定(デザイン:高等学校教育課 喜友名朝紀指導主事)
4月 8日 第1回入学式(平成元年度)(於:山内中学校)

理数科160名,国際英語科170名,合計330名｡

平成２年 4月 9日 第2回入学式(平成2年度) 理数科160名 国際英語科180名 合計340名
6月16日 校歌決定(作詞:徳山潔 作曲:下地義雄)

平成３年 4月 8日 第3回入学式(平成3年度)理数科160名 国際英語科180名 合計340名

平成４年 3月 1日 第1回卒業式(理数科156名 国際英語科160名 合計316名)
4月 1日 第2代校長 山城清次郎 就任
4月 7日 第4回入学式(平成4年度)理数科160名 国際英語科180名 合計340名
9月19日 第1回球陽祭（～20日)

平成５年 3月 1日 第2回卒業式(理数科163名 国際英語科177名 計340名)
4月 7日 第5回入学式(平成5年度) 理数科160名 国際英語科172名 計332名
10月25日 セミナーハウス起工式

平成６年 3月 1日 第3回卒業式(理数科157名 国際英語科177名 計334名)
3月26日 創立5周年記念式典及びパソコンLAN設置,セミナーハウス落成祝賀会
4月 1日 第3代校長 前原正謙 就任
4月 7日 第6回入学式(平成6年度) 理数科160名 国際英語科168名 合計328名

平成７年 3月 1日 第4回卒業式(理数科156名 国際英語科178名 計334名)
4月 7日 第7回入学式(平成7年度) 理数科160名 国際英語科172名 合計332名

9月24･25日 第2回 球陽祭 統一テーマ｢Dream Train～球陽発未来へ～｣

平成８年 3月 1日 第5回卒業式(理数科159名 国際英語科172名 計331名)
4月 8日 第8回入学式(平成8年度) 理数科160名 国際英語科160名 合計320名

平成９年 3月 1日 第6回卒業式(理数科158名 国際英語科168名 計326名)
4月 1日 第4代校長 奥間朝春 就任
4月 7日 第9回入学式(平成9年度) 理数科160名 国際英語科160名 合計320名

平成10年 3月 1日 第7回卒業式(理数科159名 国際英語科170名 計329名)
4月 7日 第10回入学式(平成10年度) 理数科160名 国際英語科160名 計320名
8月20日 セミナーハウス 学習室空調設備竣工

9月12･13日 第3回･創立10周年記念球陽祭
統一テーマ｢ＥｎｄｌｅｓｓＪｏｕｒｎｅｙ～自分自身を探して～｣

10月 9日 創立10周年記念講演会 於:沖縄市民会館
テーマ:｢未見の我｣ 講師:東海大学教育学研究所副所長 秋山 仁先生



平成11年 3月 1日 第8回卒業式(理数科160名 国際英語科150名 計310名)
3月27日 十周年記念式典
4月 1日 第５代校長 上江洲公志 就任
4月 7日 第11回入学式(平成11年度) 理数科160名 国際英語科160名 計320名

平成12年 3月 1日 第9回卒業式(理数科157名 国際英語科159名 計316名)
3月11日 海外交流プログラム(オーストラリア研修)国際英語科22名出発
4月 7日 第12回入学式(平成12年度)理数科160名 国際英語科160名 計320名

平成13年 3月 1日 第10回卒業式 (理数科160名、国際英語科147名 合計307名)
4月 1日 第６代校長 上門清春 就任
4月 7日 第13回入学式(平成13年度)理数科160名 国際英語科160名 合計320名

9月 9･10日 第4回球陽祭 統一テーマ｢刻｣

平成14年 3月 1日 第11回卒業式(理数科159名 国際英語科157名 計316名)
4月 8日 第14回入学式(平成14年度) 理数科160名 国際英語科160名 合計320名

平成15年 3月 1日 第12回卒業式(理数科161名 国際英語科165名 計326名)
4月 7日 第15回入学式(平成15年度) 理数科160名 国際英語科160名 計320名
4月21日 平成15年度内閣総理大臣オーストラリア科学奨学生決定 菊池彩(3年)
9月14日 創立15周年記念第1回体育祭 統一テーマ「ＷＡ」
10月10日 球陽プロジェクト(総合学習)実施 東京243名、県内75名参加 13日まで

平成16年 3月 1日 第13回卒業式(理数科155名 国際英語科155名 計310名)
4月 7日 第16回入学式(平成16年度) 理数科160名 国際英語科160名 計320名
9月11日 第5回球陽祭 テーマ｢∞無限に広がる可能性､何よりも大きな愛･友情｣～12日
11月 8日 球陽プロジェクト実施 県内37名、県外279名参加 12日まで

平成17年 2月 1日 県教育委員会指定研究｢球陽プロジェクト｣中間報告会実施
3月 1日 第14回卒業式 (理数科161名 国際英語科157名 計318名)
4月 1日 第７代校長 金武正八郎 就任
4月 7日 第17回入学式(平成17年度)理数科161名 国際英語科158名 合計319名
12月21日 球陽プロジェクト全体発表会

平成16・17年「総合的な学習の時間」研究指定校本発表会

平成18年 2月11日 沖縄県青少年科学作品展
県知事賞 照屋清之介(2年)「干潟に於ける貝類の研究」

3月 1日 第15回 卒業式 (理数科158名 国際英語科161名 合計319名)
4月 7日 第18回入学式(平成18年度)理数科159名 国際英語科160名 合計319名
9月 9日 第６回球陽祭(～10日)テーマ｢『煌』～一瞬間、君に見せたい夏がある」
9月28日 １学年球陽プロジェクト 琉大訪問及び宿泊研修会実施
11月13日 2学年球陽プロジェクト東京実地研修(～17日)
12月21日 球陽プロジェクト全体発表会

平成19年 3月 1日 第16回卒業式 (理数科160名 国際英語科150名 合計310名)
4月 1日 第８代校長 兼島信雄 就任
4月 9日 第19回入学式(平成19年度)理数科160名 国際英語科160名 合計320名
9月12日 第３回体育祭 テーマ『炎』－「情熱系～太陽の下で熱く燃えろ」
11月12日 ２学年球陽プロジェクト 県外実地研修(東京：～11/16)
12月20日 ２学年球陽プロジェクト全体発表会

平成20年 3月 1日 第17回卒業式 (理数科161名 国際英語科159名 計320名)
4月 7日 第20回入学式(平成20年度)理数科147名 国際英語科158名 合計305名
6月21日 第7回球陽祭 (～6/22)テーマ ：「華」～Going Our Way～
11月15日 創立20周年記念式典・祝賀会
11月19日 ２学年球陽プロジェクト 県外実地研修(東京：～11/22)
12月16日 創立20周年記念講演会

講師 有馬 朗人 氏(元文部大臣 元東大総長)

平成21年 3月 1日 第18回卒業式 (理数科156名 国際英語科146名 合計302名)



4月 7日 第21回入学式(平成21年度)理数科160名 国際英語科152名 合計312名
6月20日 第８回球陽祭(～21日) テーマ：「 輝 ～We'll be Shining～ 」
11月17日 ２学年球陽プロジェクト県外実地研修(東京)(～20日)
12月28日 ２学年球陽プロジェクト全体発表会

平成22年 3月 1日 第19回卒業式(理数科163名 国際英語科169名 計332名)
4月 1日 第９代校長 新垣信雄 就任
4月 7日 第22回入学式(平成22年度)理数科160名 国際英語科160名 合計320名
6月26日 第９回球陽祭(～27日) テーマ：「 瞬 ～It's now or never～ 」
11月16日 ２学年球陽プロジェクト県外実地研修(東京)(～19日)

平成23年 3月 1日 第20回卒業式(理数科141名 国際英語科149名 計290名)
4月 1日 宮城薫教頭外20名転入
4月 7日 第23回入学式(平成23年度)理数科156名 国際英語科154名 合計310名
6月18日 第10回球陽祭(～19日) テーマ：「 笑 ～ It's show time ～ 」
12月16日 ２学年球陽プロジェクト全体発表会

平成24年 3月 1日 第21回卒業式(理数科157名 国際英語科148名 計305名)
3月 4日 イギリス研修出発(国際英語科希望者20名 ～19日)
4月 1日 第10代校長大城進他20名転入
4月 9日 第24回入学式(平成24年度)理数科160名 国際英語科161名 合計321名
11月13日 ２学年球陽プロジェクト県外実地研修(東京)(～16日)
12月18日 ２学年球陽プロジェクト全体発表会

平成25年 3月 1日 第22回卒業式(理数科158名 国際英語科156名 計314名)
3月12日 平成25年度スーパーサイエンスハイスクール指定校内定
4月 1日 上間均教頭他18名転入
4月 8日 第25回入学式(平成25年度)理数科160名 国際英語科160名 合計320名
6月15日 創立25周年記念 第11回球陽祭(～16日)

テーマ：「「 We」 ～ I が集まってもっと大きな愛がここに ～ 」
9月28日 第１回球陽高校同窓会 本校体育館
11月 5日 創立25周年・ＳＳＨ指定 記念講演会

講師 ＮＥＣ宇宙システム事業部 プロジェクト推進部
プロジェクトディレクター 萩野 慎二 氏

演題 「小惑星探査機『はやぶさ』未踏課題へ挑戦
～ 社会の一翼を担う球陽高校生へのメッセージ ～」

11月12日 ２学年球陽プロジェクト県外実地研修(東京)(～15日)
11月25日 創立25周年記念生徒の集い
12月24日 ２学年球陽プロジェクト全体発表会

平成26年 3月 1日 第23回卒業式(理数科155名 国際英語科144名 合計299名)
4月 1日 第11代校長川満健就任 他職員12名転入
4月 7日 第26回入学式(平成26年度)理数科160名 国際英語科160名 合計320名
6月29日 第５回体育祭

テーマ：「熱中、夢中、勉強中！！僕等は青春 真っ最中！！
～球陽生、年中無休で燃えてます！！～」 場所：沖縄市陸上競技場

11月17日 2年理数科：つくば研修 国際英語科 台湾研修 (～21日まで)
平成27年 2月 6日 2年国際英語科台湾研修発表会・理数科SSH校内生徒研究発表会

3月 1日 第24回卒業式(理数科157名 国際英語科164名 合計321名)
3月31日 進路決定状況 国公立 202名 (現役157名 卒45名)

私立大学186名 (現役123名 卒63名)
大学校 1名 (現役 0名 卒 1名)
短大部・専門学校等 25名 (現役24名 卒1名)

4月 1日 渡久平元一教頭他37名転入
4月 7日 第27回入学式(平成27年度) 理数科160名 国際英語科(160名) 計320名
10月1日 県立球陽中学校準備室開設

上原秀樹教頭他1名転任
11月 9日～13日 理数科(2年)：東京つくば研修 国際英語科(2年)：台湾研修

平成28年 3月 1日 第25回卒業式(理数科152名 国際英語科 156名 計 308名)
3月31日 進路決定状況 国公立 196名 (現役163名 卒33名)



私立大学160名 (現役116名 卒44名)
大学校 1名 (現役 1名 卒 0名)
短大部・専門学校等26名 (現役24名 卒2名)

4月 1日 第12代校長島仲利泰就任 他25名転入
4月 7日 第28回入学式 理数科160名 国際英語科121名

県立球陽中学校開校式・第１回入学式 40名
4月21日 １学年宿泊研修会(糸満青少年の家～22日)
4月22日 遠足(2年：県総合運動公園、3年：アラハビーチ)
4月25日 防災訓練
4月26日 体力テスト
4月28日 身体測定・歯科検診・内科検診
5月 2日 新入生歓迎球技大会
5月25日 スーパーサイエンスハイスクール平成28年度第１回運営指導委員会
5月28日～6月1日

平成28年度沖縄県高等学校総合体育大会
総合23位（男子30位、女子21位）
陸上競技 男子5000Ｍ競歩１位 浦崎耕右(3年)

女子5000Ｍ競歩１位 渡久地ジュリ亜(3年)
女子5000Ｍ競歩２位 眞榮田あかり(3年)
女子走り高跳び３位 渡慶次秋穂(3年)
女子1600Ｍリレー６位

卓球競技 女子団体４位
6月11日～12日

第４回沖縄県高校生郷土芸能ソロコンテスト
舞踊部門 県立芸大学長賞 田口琴乃(2年) 銅賞 米須夏美(3年)

6月16日 平成28年度全九州高等学校総合体育大会
秩父宮杯第69回全国高等学校陸上競技選手権大会南九州地区予選
男子5000Ｍ競歩２位 浦崎耕右(3年)
女子5000Ｍ競歩４位 渡久地ジュリ亜(3年)
女子5000Ｍ競歩７位 眞榮田あかり(3年)
女子走り高跳び出場 渡慶次秋穂(3年)
男子走り幅跳び出場 古謝佑汰(3年)
女子1600Ｍリレー出場

6月26日 第６回体育祭
テーマ：「戦え、球陽生たち！！愛と友情と青春のために！

この夏、史上最高の感動と興奮をお届けします。」
場所：沖縄市陸上競技場

7月23日 第56回沖縄県吹奏楽コンクール 銀賞
7月25日～8月4日

平成28年度おきなわ国際協力人材育成事業
スリランカ派遣 菊田省子(1年)
ベトナム派遣 高良未来(2年)

7月25日～8月15日
平成28年度グローバル・リーダー育成海外短期研修事業
アメリカ高等教育体験研修
モンタナ州派遣 本永直大(1年)、稲嶺京佳(2年)
カリフォルニア州派遣 山内レイラ(1年)、我如古愛(2年)

7月26日～8月9日
平成28年度嘉手納町ハワイ短期留学事業
知花安季(2年)

7月26日～8月9日
平成28年度北谷町ハワイ州短期派遣事業
崎原菜々子(1年)、金城梨季(2年)、銘苅留奈(2年)、仲宗根明日香(2年)

8月23日～8月25日
沖縄科学技術向上事業に係る平成28年度先端研究施設研修(つくば)
追立真子(2年)、上原蘭(2年)、太田莉里花(2年)

9月 4日 第31回沖縄県高校対抗秋季陸上競技大会
男子5000Ｍ競歩１位(大会新) 浦崎耕右(3年)
男子5000Ｍ競歩３位 玉城良仁(2年)

9月 2日～4日



第45回沖縄県高等学校音楽コンテスト
ピアノ独奏の部 金賞 横田季来莉(2年)、比嘉志衣奈(3年)
器楽アンサンブルの部 金賞 リコーダー五重奏
池間のぞみ(2年)､知花奈々子(2年)､呉屋ひなた(2年)､知念明日香(2年)
垣花千春(2年)

木管楽器独奏の部 金賞 知念麗愛(3年)
打楽器独奏の部 金賞 末吉功汰(2年)
声楽独唱の部 金賞 柴引咲良(1年)
ヴォーカルアンサンブルの部 金賞
下地有芽(2年)、松川友伽(2年)、徳森みやび(1年)、新垣穂乃佳(1年)
照屋愛(1年)、大城理依香(1年)、天久杏里(1年)

9月 7日 沖縄県高等学校総合文化祭弁論部門大会
最優秀賞 知花杏樹(3年)

9月10日 第40回「国際理解・国際協力のための高校生の主張コンクール沖縄県地方大会」
最優秀賞 比嘉こころ(2年)
演題「国連加盟60周年を迎える日本は、その強みを活かしながら、今後、

国連の場を活用していくべきか」
9月14日 ＳＳＨ中間発表会

スーパーサイエンスハイスクール平成28年度第２回運営指導委員会
9月15日 野外実習 1年理数科・国際英語科
9月26日 第8回坊ちゃん科学賞研究論文コンテスト 優良入賞

「色素増感太陽電池でスタイリッシュに発電」
松田佳純、粟国沙也奈、奥間萌々子、仲程美凪、諸見里奈央、
玉城ゆりの(以上3年)

10月12日 芸術鑑賞 演目「和泉元彌の『狂言らいぶ』」 会場：沖縄市民会館
10月16日 第56回沖縄県生徒科学賞作品展

第40回沖縄県高等学校総合文化祭自然科学部門
優秀賞 野原香凜(2年)、大湾日菜美(2年)、河内妃奈子(2年)

上江洲陽(指導教諭)
「首里方言と標準語の比較」

優良賞 糸洲永季子(2年)､野口朱里(2年)､岸本玲奈(1年)､下門あいか(1年)
宮城桃奈(1年)、山中結有(1年)
玉寄江梨香(指導教諭)

「植物に含まれる紫外線吸収物質の探索～ベニイモからの単離～」
優良賞 上運天風華(2年)、豊里咲夏(2年)、比嘉結衣(2年)

保里修太郎(指導教諭)
「電気を用いた淡色反応」

10月13日～14日
平成28年度全九州高等学校体育大会新人陸上競技大会
男子5000Ｍ競歩 出場 玉城良仁(2年)

10月20日～22日
平成28年度進学力グレードアップ推進事業
県外国公立大学等合格支援プログラム 県外難関国公立大学等コース 派遣
参加生徒：1年生22名 引率(九州コース団長)：徳門潔

10月23日 沖縄県高等学校新人体育大会
新体操競技 個人総合２位 宮里伸乃果(1年)

10月24日 第63回「国際理解・国際協力のための高校生の主張コンクール中央(東京)大会」
優秀賞（公益社団法人日本ユネスコ協会連盟会長賞） 比嘉こころ(2年)
演題「国連加盟60周年を迎える日本は、その強みを活かしながら、今後、

国連の場を活用していくべきか」
10月28日 第53回全沖縄青少年読書感想文・感想画コンクール

感想画自由図書の部 優秀賞 屋嘉比一華(3年)
10月29日 沖縄県高等学校新人体育大会

卓球競技 女子団体ベスト４
10月31日 第64回全琉小・中・高校図画・作文・書道コンクール

作文の部
韻文の部 優秀賞 時任杏樹(2年)、 優良賞 新垣幸音(2年)
創作文の部 最優秀賞 識名真生(2年)

優秀賞 新垣幸音(2年)、小林真世(3年)
優良賞 三枝洋々(1年)､檀上奈美夏(2年)､下地功洋(3年)



書道の部 優秀賞 長濱実夢(1年)、山田楓斗(1年)
優良賞 東奈利美(1年)、伊波梨乃(1年)、宇保百恵(1年)

中村七(1年)、瑞慶覧聖華(2年)、玉利萌音(2年)
知花杏樹(3年)、比嘉笑(3年)、伊波彩芽(3年)

11月 2日～9日
KAKEHASHI Project派遣(米国カリフォルニア州 プレザント・バレー高校)
参加生徒：1年生23名、引率教諭：神里涼子、諸見里直幸

11月 3日 第18回識名園歌会～未来へと歌い継ぐために～
学校賞受賞
県知事賞 知念愛乃音(2年)
琉球朝日放送社長賞 内田アダム葵生(1年)
沖縄テレビ社長賞 神田菜佳(1年)
優良賞 中村七(1年)、島袋尋司(3年)、古波津さくら(1年)、三枝真魚(2年)
入選37名

11月5日 第40回沖縄県高等学校総合文化祭
美術・工芸部門 優良賞（空間・絵画） 岩﨑ゲン太(2年)
「ラミンヤータイ1980's」

11月7日～11日
理数科(2年）：東京つくば研修、国際英語科(2年）：台湾研修

11月15日 平成28年度「税に関する高校生の作文」
一般社団法人沖縄中部青色申告会会長賞 下地有芽(2年)
作品名「税金で広がる可能性」

11月18日 第66 回九州高等学校弁論大会大分大会
優良賞 知花杏樹(3年)

11月20日 朝日大学第32回高等学校英語弁論大会
岐阜県教育委員会賞 伊佐真奈花(3年)

12月10日 第５回SCORE！サイエンス in 沖縄：起業のための研究能力サイエンスフェア
主催：沖縄科学技術大学院大学 米国領事館
１位 「ベニイモの新たな活用について

～ベニイモに含まれる紫外線吸収物質の探索を通して～」
糸洲永季子(2年)、野口朱里(2年)、岸本玲奈(1年)

12月10日 第28回沖縄ｷﾘｽﾄ教学院大学・沖縄ｷﾘｽﾄ教短期大学主催高校生英語弁論大会
学長賞 比嘉こころ(2年)

12月11日 平成29年度球陽中学校入学試験（適性検査・学校独自検査・面接）
12月11日 第41回沖縄県吹奏楽アンサンブルコンテスト

クラリネット四重奏 金賞 知花奈々子(2年)、照屋愛(1年)、
内田アダム葵生(1年)、大城理依香(1年)

打楽器六重奏 金賞 加勇気(2年)、呉屋ひなた(2年)、末吉巧汰(2年)、
眞謝柚紀(2年)、池原ひなの(1年)、天久杏里(1年)

12月22日～24日
第50回全九州高等学校新人卓球選手権大会
兼第44回全国高等学校選抜卓球大会九州地区予選会 出場
女子卓球部

12月26日 第20回球陽高等学校・中学校吹奏楽部定期演奏会
会場：ちゃたんニライセンター カナイホール

平成29年 1月 4日～7日
ＳＳＨ台湾サイエンス海外研修

3月 1日 第26回卒業式（理数科156名 国際英語科 156名 計 312名）
3月 2日～13日

平成28年度グローバル・リーダー育成海外短期研修
（海外サイエンス体験短期研修） カナダ・ブリティッシュコロンビア
吉本琢人、比嘉綾音、島袋聖基、森山真帆、野原香凜、大湾日菜美（以上2年）
引率：高山一夫

3月31日 進路決定状況 国公立大学182名 （現役126名 卒9名）
私立大学135名 （現役126名 卒9名）
短大部・専門学校等47名 （現役42名 卒2名）

4月 1日 赤嶺信一教頭 他23名転入
4月 7日 第29回入学式 理数科160名 国際英語科120名、球陽中 第2回入学式 40名
4月20日 身体測定・歯科検診、Ｘ線・心電図(1年)
4月24日 防災訓練



4月25日 新体力テスト
4月27日 １学年宿泊研修会(玉城青少年の家～28日)
4月27日 遠足(2年：トロピカルビーチ、3年：アラハビーチ)
5月 2日 新入生歓迎球技大会
5月17日 スーパーサイエンスハイスクール平成29年度第１回運営指導委員会
5月27日 平成29年度沖縄県高等学校総合体育大会

総合34位（男子44位、女子25位）
新体操競技 優勝 崎間琉加(1年) ２位 安里伸乃果(2年)
陸上競技 男子5000Ｍ競歩３位 玉城良仁(3年)

女子5000Ｍ競歩１位 山内レイラ(2年)
卓球競技 女子団体４位
バドミントン 男子シングルス４位 渡慶次蓮(3年)

6月10日 第５回沖縄県高校生郷土芸能ソロコンテスト
舞踊部門 金賞 田口琴乃(3年) 三線部門 金賞 福原寧夏(1年)

6月15日 平成29年度全九州高等学校総合体育大会
秩父宮杯第70回全国高等学校陸上競技選手権大会南九州地区予選
陸上競技 男子5000Ｍ競歩10位 玉城良仁(3年)

女子5000Ｍ競歩５位 山内レイラ(2年)
6月17日 第13回球陽祭(～18日)
7月24日 平成29年度北谷町ハワイ州短期派遣事業

天久杏里、濱田彩花(2年)
7月24日 平成29年度グローバル・リーダー育成海外短期研修事業

アメリカ高等教育体験研修
モンタナ州派遣 兼城夏穂,喜屋武由菜(1年),新里有加,玉山心(2年)
カリフォルニア州派遣 比嘉亜美(1年)

7月31日 平成29年度おきなわ国際協力人材育成事業
ラオス派遣 三浦あゆ(1年)、カンボジア派遣 上原渉(2年)
モンゴル派遣 比嘉里々子(2年)

7月25日 平成29年度恩納村「アメリカホームステイプログラム」派遣事業
アメリカ派遣 大城理依香（２年）

8月 9日 沖縄科学技術向上事業に係る平成28年度先端研究施設研修(つくば)
金城重孝、岩橋明、島袋稜平(2年)

8月11日 第19回中国四国九州地区理数科高等学校課題研究発表大会
ポスター発表の部 優良賞 SS化学クラブ「電気を用いた炎色反応」
豊里咲夏,比嘉結衣,上運天風華(3年)

9月 1日 第46回沖縄県高等学校音楽コンテスト
ヴァイオリン独奏の部 金賞 池原志穂(3年)
声楽独奏の部 金賞 柴引咲良(2年) 伴奏 玉那覇和世(2年)
ファゴット独奏の部 金賞 佐和田真穂(1年)
リコーダー六重奏の部 金賞
前川菜摘,中村和,比嘉彩加里,上地香菜子,安次富ももこ,伊良波文梨(1年)

ヴォーカルアンサンブルの部 金賞
柴引咲良,新垣穂乃佳,大城理依香,崎原菜々子(2年),塚島琉花,大城叶愛(1年)
嘉数紅玲亜,伊良波文梨(1年) 伴奏 池原ひなの(2年)

9月 3日 沖縄県高等学校新人体育大会 水泳の部
男子100ｍ・200ｍバタフライ ２位 上江洲拓海(1年)

9月 6日 ＳＳＨ中間発表会、平成29年度ＳＳＨ第２回運営指導委員会
9月 9日 第32回沖縄県高等学校対校秋季陸上競技大会

女子5000Ｍ競歩 １位 山内レイラ(2年)
9月16日 国際理解・国際協力のための高校生の主張コンクール 優良賞 上原渉(2年)
9月20日 県高校総合文化祭弁論部門 優秀賞 脇田夏鈴(3年)
9月22日 第44回沖縄県高等学校新人陸上競技対校選手権大会

女子5000Ｍ競歩 １位 山内レイラ(2年) ３位 渡慶次良奈(2年)
10月11日 芸術鑑賞 演目「ＭＡＬＴＡ Ｈｉｔ ＆ Ｒｕｎ スペシャルライブ」 会場：沖縄市民会館
10月18日 野外実習 1年理数科・国際英語科
10月19日 平成29年度進学力グレードアップ推進事業派遣 参加生徒：1年生14名
10月21日 第７回沖縄科学グランプリ

球陽Ａチーム 総合３位、化学部門・数学部門 1位、地学部門 2位
球陽Ｂチーム 情報部門 3位

10月21日 第57回沖縄県生徒科学賞作品展



第41回沖縄県高等学校総合文化祭自然科学部門
SS物理クラブ 優秀賞 城間未唯,銘苅紗也,仲村春乃,島袋航弥(2年)

10月28日 第14回高校化学グランドコンテスト SS生物クラブ
審査委員長賞(5位相当) 岸本玲奈,下門あいか(2年),仲尾優希(1年)

10月28日 沖縄県高等学校新人体育大会
卓球競技 女子ダブルス 準優勝 豊里郁海,佐藤菜津紀(2年)
新体操部 優勝 崎間琉加(1年) 3位 平安花梨(2年)
空手道 個人組手 ベスト８ 富吉裕矢(1年)

10月29日 第９回東京理科大学 坊ちゃん科学賞
入賞 SS物理クラブ 野原香凜,大湾日菜美,河内妃奈子(3年)
佳作 SS化学クラブ 豊里咲夏,比嘉結衣,上運天風華(3年)

SS化学クラブ 内里綾香,座喜味和志,入江真未,後藤玲羅,島袋舜也(3年)
10月31日 第65回全琉小・中・高校図画・作文・書道コンクール

作文の部 優秀賞 識名真生(3年),山里樹希(1年)
書道の部 優秀賞 山田楓斗(2年),糸数格生,上地香菜子,大城友郁,新垣瑞希(1年)

11月 2日 ＫＡＫＥＨＡＳＨＩ Ｐｒｏｊｅｃｔ派遣(米国シアトル州) 参加生徒：1年生23名
11月 6日 理数科(2年）：東京つくば研修 国際英語科(2年）：台湾研修
11月11日 平成29年度税に関する高校生の作文

沖縄国税事務所長賞 後藤依奈(2年)、沖縄税務署長賞 宮城琉華(2年)
11月16日 平成29年度進学力グレードアップ推進事業派遣 参加生徒：2年生14名
11月18日 第22回空手選手権大会 空手 型競技 優勝 島袋日向葵(1年)
11月26日 第69回沖縄県民体育大会 新体操競技 優勝 宮里伸乃果(2年)
12月 9日 平成30年度球陽中学校入学試験（適性検査・学校独自検査・面接）
12月 9日 第29回沖縄キリスト教学院大学･沖縄キリスト教短期大学主催高校生英語弁論大会

3位 兼城夏穂(1年)
12月 9日 第12回エコノミクス甲子園沖縄大会 優勝 岩橋明,島袋稜平(2年)
12月17日 第14回SIBAイングリッシュフェスティバル

ストーリーテリング部門 準優勝 玉山心(2年)
12月17日 塩野直道記念第５回「算数・数学の自由研究」作品コンクール

奨励賞 大城有、石川菜未加、呉屋ひなた、與儀深優(3年)
奨励賞 平良丞、石川開、照屋拓、松田朝之(2年)

12月26日 第20回球陽高等学校・中学校吹奏楽部定期演奏会(ちゃたんニライセンター)
平成30年 1月 9日 ＳＳＨ台湾サイエンス海外研修

1月25日 第28回日本数学オリンピック地区予選 優秀 金城重孝(2年)
2月 3日 ＳＳＨ生徒研究発表会、台湾研修・短期留学・国際協力発表会

第3回SSH運営指導委員会
2月10日 第54回 全沖縄青少年読書感想文・感想画コンクール(中部支部)

感想文(優秀賞)三枝真魚(3年)､山内レイラ､長濱実夢(2年)､宮城百々楓(1年)
2月10日 第40回沖縄青少年科学作品展

佳作 物理 島袋航弥、城間未唯、銘苅紗也、仲村春乃(2年)
化学 岸本玲奈、下門あいか、仲尾優希(2年)
生物 相澤俊洋、島袋博匡、金城ななみ、具志萌里、新里優馬(2年)

3月 1日 第27回卒業式（理数科 163名 国際英語科 157名 計 320名）
3月 5日 平成29年度グローバル・リーダー育成海外短期研修(オーストラリア～16日)

佐久川莉奈、渡辺桜(1年)、銘苅紗也、仲村春乃、梁凱淇(2年)
3月27日 平成30年度スーパーサイエンスハイスクール指定校内定（第２期）
3月31日 進路決定状況 国公立169名 （現役143名 卒26名）

私立大学165名 （現役152名 卒13名）
短大部・専門学校等38名 （現役38名）

4月 1日 第13代校長冨里一公就任 他21名転入
4月 7日 第30回入学式 高等学校 理数科160名 国際英語科119名

第３回入学式 中学校 40名
4月19日 身体測定・歯科検診・内科検診
4月23日 防災訓練
4月24日 新体力テスト
4月26日 １学年宿泊研修会(糸満青少年の家～27日)
4月27日 遠足(2年：沖縄県総合運動公園、3年：アラハビーチ)
5月 2日 新入生歓迎球技大会

・



Ⅱ．学校経営方針 ～ 一人一人の確かな進路実現をめざして ～

平成元年4月8日、中部地区の進学校として設立され、今年で創立30年目となります。本校は、全
県を通学区とする国際英語科、理数科の２学科を設置し、それぞれの学科の特色を通して生徒達の
健やかな成長を促すとともに、県内外の国公立大学や難関私立大学等へ進学できる学力の養成をめ
ざしております。このような本校に勤務する私たちは、生徒・保護者及び地域社会の期待や要望に
応えられる教育実践をすることが、教育者としての使命であると考えます。
そこで、平成30年度は、「公の教育」をあずかるものとして、憲法・教育基本法及び関係法令並

びに本県の教育施策に則った教育活動を実践し、生徒一人一人の確固たる進路実現を図ります。本
県の「特色ある進学校」としての役割を担うべく、以下のとおり学校経営方針を策定いたします。

１．教育目標

生 徒 像：① 「進取・好学・敬愛」のある生徒を育成します。
② 明確な目標を持ち、自らの進路を主体的に選択決定し、自己実現ができる自信と
誇りを持った生徒を育成します。

③ 自ら課題を見つけ、自ら学び、自ら考え、主体的に判断し、よりよく問題を解決
する「生きる力」を身に付け、自主的・自律的に行動する生徒を育成します。
④ 授業や諸活動に意欲的かつ集中して取り組むとともに、日々の家庭学習を着実に
行うことができる生徒を育成します。
⑤ 率先してあいさつを交わし、礼儀正しく、思いやりの心を持ち、感謝の気持ちを
伝えることができるとともに、時間を守り、服装容儀端正な生徒を育成します。

⑥ 創造性・国際性に富み、21世紀をたくましく切り拓くリーダーとして地域社会や
国際社会で活躍できる生徒を育成します。

教 師 像：① 生徒一人一人に存在感や自己肯定感を与え、自己実現の喜びを感じさせ、たくま
しく生きようとする意欲を育む教育実践を行なう教師集団を目指します。
② 全職員が学校経営者としての視点を持ち、共通理解と協同歩調を大切にする教育
実践を行う教師集団を目指します。
③ 課題意識や問題意識を持ち、教育に対する責任と情熱を持って生徒の進路実現を
助け、保護者・地域社会の期待に応える教育実践を行う教師集団を目指します。
④ 変化の激しい社会にあって常に教育の「不易と流行」に主体的に対応できる教育
実践を行う教師集団を目指します。
⑤ 心と心がふれ合い、教える者も学ぶ者も、共に進化し、共に育つ、教育実践を行
う教師集団を目指します。

保護者像：① 学校を信頼し、学校教育に対して建設的な意見を持って協力・支援できる保護者
を期待します。

② 学級PTA、三者面談、PTA行事等に積極的に参加する保護者を期待します。

理 数 科 像： ① 事象を探究する過程を通して、自然科学及び数学における基本的な概念・
原理・法則等について系統的に学習します。

② 事物を科学的に考察し、処理する能力と態度を養います。
③ スーパーサイエンスハイスクール（SSH校）の指定を受け、探究活動を通して

科学技術系人材の育成を目指します。
④ 国公立大学・私立大学の医系・理工系への進学を目指します。

国際英語科像：① 国際語としての英語の学習を深め、表現する能力を高めます。
② 国際社会において活躍できる有能な人材の育成を目指します。
③ 実用英語技能検定において、２級以上の資格取得を目指します。
④ LL教室、海外研修等を有効に使い英語のｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力の育成を図ります。
⑤ 国公立大学・私立大学の文系学部への進学を目指します。

２．教育方針
① 「自ら学ぶ意欲」と「自主的・自律的な学習態度」が育つ教育実践を目指します。
② 基礎学力の定着と個性の伸長を図る教育実践を目指します。
③ 生徒一人一人の能力・適性を生かした適切な進路指導を図り、自己実現のできる教育実践を
目指します。

④ 基本的な生活習慣を確立し、優れた見識と健全な判断力・実践力の備わった社会の発展に寄
与しうる生徒の育つ教育実践を目指します。

⑤ 自他の生命と人権を尊重する豊かな心を培い、体力の向上とたくましく生きる心身ともに健
康な生徒が育つ教育実践を目指します。

⑥ 生徒・保護者・教師が、三位一体となって学校創立の精神を継承し、「進取・好学・敬愛」
の校風樹立を図り、地域社会に信頼される学校づくりのための教育実践を目指します。

⑦ 新教育課程の円滑な実施に際し、PDCAマネジメントサイクルの視点で学習活動の取組を進め、
魅力ある学校づくりのための教育実践を目指します。

⑧ 「中高一貫教育」の充実と推進、「大学入学共通テスト」を視野に入れた学習指導の充実を図
るなど、学校活性化のための教育実践を目指します。

⑨ 本県唯一のスーパーサイエンスハイスクールとして、高度な科学技術の研究等に資する人材
育成に係るカリキュラムの研究開発に取り組み、進化発展する学校づくりを目指します。

⑩ 防災計画や危機管理マニュアルの整備、危険物管理の徹底を図り、災害時における生徒職員
の安全確保に万全を期すための教育実践を目指します。

⑪ いじめ防止基本方針に基づく様々な取組を通して、人権意識の高揚を図ります。



３．今年度の努力点

(1)学校全体の努力点
・３年間を見通した系統的、組織的な進路指導の充実を図り、県外国公立大学を目指します。
・理数科、国際英語科の特色を国・県の施策と連携して進め一層魅力ある進学校を目指します。
・中学校、家庭、地域へ積極的な情報の発信、広報活動を行います。

(2)国語科
・「話す・聞く・読む・書く」能力を高め、豊かな人間性を育成します。

(3)地歴・公民科
・時事問題を通し、現代社会に対する関心を高め、歴史・地理・社会的背景を学ぶ態度を育成
します。

・学習の過程で考察した内容や成果を適切に表現し、分析できる能力を育成します。
(4)数学科
・数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、大学入試に対応できる学力をつけさ
せます。

(5)理科
・自然現象を主体的に学習する態度を育てます。
・自然現象について、科学的に考察し、探究する能力を育てます。

(6)保健体育科
・運動やスポーツに熱中することの喜びや楽しさを深めると共に、基礎体力と運動能力を高め、
心身共に健全な生徒の育成に努めます。

・集団行動を通して、集団としての秩序を保てるよう指導し、リーダーの育成に努めます。
(7)芸術科
・多様な音楽活動を通して表現や鑑賞する能力を身につけ、芸術を愛好する心情を育みます。
・発表会・演奏会などの活動を通して表現能力を高め、コミュニケーション能力を育みます。

(8)家庭科
・衣食住や消費生活など、生活に必要な基礎的知識と技術の習得を目指します。

(9)英語科
・コミュニケーション能力を育み、異文化理解を促進します。

(10)情報科
・コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して、情報を適切に収集･処理･発信す
るための基礎的な知識と技能の修得を目指します。

(11)教務部
・中高の接続に向けた取り組みを強化します。
・各部・各教科・各学年等はもちろん、保護者・地域との連携強化と情報提供に努めます。

(12)進路指導部
・平成３０年度の進路決定率７５％以上を目指します。

(13)生徒指導部
・服装容儀指導・勤怠指導を徹底し、自ら挨拶ができ、学習環境向上に積極的に取り組む生徒
を育成します。
・社会規範意識の向上を目指し、自他の生命を大切にし、人権を尊重する心の育成に努めます。
・自然災害時の対応（避難経路、避難方法）について周知徹底をはかります。

(14)保健・教育相談部
・自ら健康的な生活を実施し、人権を尊重する態度の育成に努めます。

(15)図書視聴覚情報部
・各部署と連携を取りながら、良い読書環境作りやシステムの効率的な活用、視聴覚機器の充
実に努め、授業におけるメディアの活用を研究します。

(16)環境整備部
・学校内外の清掃の徹底を図り、美化に努めます。

(17）ＳＳＨ研究開発部
・幅広い知見を身に付けた主体的な探究心を持つ人材育成に努めます。
・探究活動を通した論理的思考力と表現力を持つ人材育成に努めます。
・対話的な協働実践力と国際性豊かなコミュニケーション能力を持つ人材育成に努めます。

(18)１学年会
・基本的生活習慣と、高校生としての学習スタイルを確立させます。

(19)２学年会
・学校生活を充実したものにするために一人ひとりが学習、部活動、行事などすべてに
積極的に取り組めるよう支援します。

(20)３学年会
・生徒一人一人が望む進路実現を支援します。



４．各教科の指導目標

国 語 科

(1) 国語に親しむ態度を養い、「話す・聞く・読む・書く」能力を高め、豊かな人間性
を育成します。
①優れた文章を通して、文字・発音・単語・文法といった日本語の基本的な知識を習
得させます。

②文章に盛り込まれている豊かな思想や感情を理解する能力を育成します。
③論理的なものの見方や考え方、感受性を磨き、自分の考えを的確に表現できる能力
を育成します。

④発展的な学習の深化を促すため、積極的に副読本や諸資料などを活用する態度や技
術を育成します。

(2) 大学進学に対応できる国語力の向上を目指します。
①各学年とも小テストを週1回以上は実施します。
②講座等の充実を図ります。
③センター試験の平均点が全国平均より上回るよう指導します。

地歴･公民科

(1) 作業的・体験的な学習を通して、調べ方や学び方の充実を図ります。
①各種資料を活用し、学習内容の理解、異文化理解の能力を深めさせます。
②テーマ学習を設定し、成果の発表に取り組ませます。

(2) 時事問題を通し、現代社会に対する関心を高め、歴史・地理・社会的背景を学ぶ態
度を育成します。

(3) 学習の過程で考察した内容や成果を適切に分析し、表現できる能力を育成します。
①社会事象に関する問題について、授業中の自発的な発言を促します。
②記述・論述問題を数多く取り組ませ、既習事項について表現させる力を身に付けさ
せます。

③自己の学習成果を評価し、判断させます。
(4) 生徒の進路実現に向けて、大学進学に見合う学力や大学入試に即応できる実践力を
養います。
①適切な進路指導を図るため、選択科目を充実させます。
②放課後講座を実施し、生徒の実力を向上させます。
③実践力を養うため、二次対策などの指導を充実させ、大学入試問題の演習時間を確
保します。

数 学 科

(1) 数学における基本的な概念や原理・法則の理解を深め、大学入試に対応できる学力
をつけさせるために、以下の手立てを実施します。
①予習の奨励を行います。
②日々課題、週末課題、章末テストを実施します。
③諸テストは、記述問題を含めます。
④課題ノート（日々・週末・テスト）、長期休暇中の課題の提出を義務づけます。
⑤放課後講座の充実を図ります。
⑥教科書の早期採択を実施し、大学入試に向けた問題演習の時間の確保に努めます。
⑦選択科目を設置し、生徒一人ひとりの進路に応じた指導に努めます。
⑧大学入試問題の研究を行います。

理 科

(1) 自然現象を主体的に学習する態度を育てます。
①実験や観察を通して、原理・法則を理解させます。
②ICTを活用し、生徒の興味を喚起します。
③大学入試に対応できる学力を身につけさせます。

(2) 自然現象について、科学的に考察し、探究する能力を育てます。
①野外実習の内容を充実させ、体験的学習を実施します。
②SSH関連科目を実施します。
③SSクラブを通した探究活動を充実させます。
④各種科学系コンテストに積極的に応募させます。



保健体育科

(1) 健康の大切さを知り、健康の保持増進に関する基本的な知識や態度を身につけさせ
ます。
①飲酒・喫煙や薬物乱用について、視聴覚教材等を効果的に利用し、知識を深めさせ
ます。

②心肺蘇生法を体験させ、応急手当を学ばせます。
③調べ学習を通して、探究心を養うと共に、人前での発表力を身につけさせます。

(2) 運動やスポーツに熱中することの喜びや楽しさを深めると共に、基礎体力と運動能
力を高め、心身共に健全な生徒の育成に努めます。
①自己の役割を自覚し責任を果たし、互いに協力し合って練習したり、ゲームの運営
が出来るようにします。

②スポーツマンシップに則り、勝敗に対しての公正な態度がとれるようにします。
③体育館・武道場・グラウンド等の正しい使用法や体育着をきちんと着るなどの生活
習慣を身につけさせます。

④能率的で安全な集団としての行動の仕方を身につけさせます。
(3) 生涯にわたって計画的に運動に親しむ資質や能力を養います。
①選択制授業を実施することによって生涯体育に関心を持たせます。
②生活において体力向上を図る実践力を身につけさせます。

芸 術 科

(1) 音楽の諸活動を通して、音楽の創造的な表現に必要な技能を習得させるとともに、
鑑賞の能力を高め豊かな感性と音楽を愛好する心情を養います。

①音楽における基礎的な知識と技術の習得に努め、主体的に取り組む姿勢を身につけ
させます。

②多様な音楽活動を通して発表の場を数多く設け、表現能力と鑑賞能力の充実を図り
ます。

家 庭 科

(1) 人の一生と家族・福祉・衣食住・消費生活などに関する基礎的・基本的な知識と技
術を習得させ家庭生活の充実向上を図る能力と実践的な態度を育てます。
①衣食住に関する基礎的・基本的な知識と技術の習得を図ります。
②こどもの健全な発達を支える親の役割や高齢者との関わりについて学習させます。

英 語 科

(1) 大学進学にかなう英語の総合力を育成します。
①英語の家庭学習の強化を図ります。
②英語成績向上のため、小テスト等を適宜行います。

(2) 英語検定の受検を奨励し、指導を徹底して行います。
①１年次に英語検定準２級合格者数のアップを目指します。
②２年次に英語検定２級合格者数のアップを目指します。

(3) 英語のコミュニケーション能力の育成を図ります。
①校内英語弁論大会を実施します。
②FLT、ALTを活用し、英語によるコミュニケーションの場を多く作ります。
③各種コンテストへの参加を奨励します。（スキット、スピーチ、ディベート等）
④英語プレゼンテーション能力の育成を目指します。

(4) 異文化理解のプログラムを実施します。
①カデナハイスクールとの交流を行います。
②国際英語科海外研修の事前・事後学習を充実させます。

情 報 科

(1) コンピュータや情報通信ネットワークなどの活用を通して、情報を適切に収集・処
理・発信するための基礎的な知識と技能の修得を目指します。

(2) 社会の中で情報及び情報技術が果たしている役割や影響を理解させ、情報化の進展
に主体的に対応できる能力と態度を育成します。

(3) ワープロ、表計算、パワーポイント等のソフトやその他情報機器を活用するこ
とで基本的情報機器操作能力の向上を図ります。

(4) 情報社会の倫理を理解させ、情報社会の一員である認識を自ら持てるよう育成しま
す。



５．各部の努力目標

教 務 部

(1) 学習環境の整備
①教育課程の内容改善を検討します。
②学校行事の精選を行い、実授業時数の確保と平均化に努めます。
③内規の整備を図ります。
④定期考査の円滑な実施に努めます。
⑤個別学力検査に対応した３年生の進路別編成授業全般を再評価し、改善に努めます。

(2) 各部・各教科・各学年および中学部との連携の強化
①各部・各教科・各学年会の校時内設定に努めます。
②各部・各教科・各学年と協力して、諸活動・研修が円滑に実施できるよう努めます。
③職員朝会と職員会議の効率的な運営に努めます。
④諸資料の整理保管に努め、効率的活用ができるよう努めます。
⑤各種委員会の活性化に努めます。
⑥行事の反省を活かし、積極的改善に取り組みます。
⑦各種行事において、中高連携しスムーズな運営に努めます。

(3) ｢総合的な学習の時間｣の充実
①球陽インターンシップの円滑な推進を通して「進路・職業観」の育成を図ります。
②「総合的な学習の時間」のあり方について審議検討します。
③「総合的な学習の時間」の実施・計画を行います。
④ＳＳＨ研究開発部との連携に努めます。

(4) 保護者・地域との連携強化と情報提供
①家庭や地域に学校の情報を提供し、理解と協力を求めるよう努めます。
②学校ホームページを効果的に活用します。
③研修会を通して保護者同士あるいは保護者と教師間の連帯感を深めます。
④ＰＴＡ部会（総務・進路指導・環境整備・生徒指導・文化広報・保健体育）と校務分掌上の各
部との連携を図ります。

⑤学科の特色を明確にした学校説明会・中学校訪問を計画・実施します。
⑥入学者の選抜方法の研究に努めます。

進路指導部

(1) 目的意識の高揚と進路の早期決定を図ります。
①入学時のオリエンテーションや宿泊研修等教育活動全体を通して、生徒にしっかりとした目的
意識を持たせます。

②ホームルームにおける進路統一ＬＨＲの充実を図ります。
③二者面談を通して、生徒の自己理解の深化と進路意識の高揚を図ります。また、三者面談・学
級懇談会を通して、保護者との連携を図ります。

④ＰＴＡ進路部会との連携による進路講話を実施します。
⑤教育実習生と在校生との懇談会、卒業生や外部講師による進路講演会を実施します。
⑥奨学金制度の周知を図ります。
⑦「進路のしおり」、「学習の手引き」等、目的意識を高揚させるための刊行物を発行します。
⑧生徒のポートフォリオとして、「未来カルテ」や「未来カード」等を導入・推進します。

(2) 自己実現に必要な学力の伸長を図ります。
①早朝講座、土曜・放課後講座を計画的に実施します。
②放課後学習会（スタ場）を実施します。
③小論文対策委員会を中心とした小論文指導及び面接指導の充実を図ります。
④家庭学習の充実と自学自習の習慣の確立を図ります。
⑤校内実力テストを実施します。
⑥対外模試を計画的に実施します。

(3) 進路情報の科学的な分析と効果的な活用を図ります。
①外部資料・模擬試験・実力テストの成績データを的確に整理・分析して、各学年会に資料を提
供し、効果的な活用を図ります。また、最新の進路情報の分析と研究を行い、全職員との共有
化を図ります。

②進路室の生徒用パソコンを活用させ、有益な進路情報を検索できるようにします。
③進路だより「一路」の発行により、進路情報を提供します。
④進路希望調査を実施し、効果的な利用を図ります。
⑤大学入試に関する調査研究・情報提供を行います。
⑥「学習の記録」、「合格体験記」等を発行し、効果的な利用を図ります。

(4) 職員・保護者との連携を密にします。
①スタディーサポート研修会等の職員研修会を実施します。
②学年会との連携を密にします。
③校外の進路指導に関する研修への参加・計画を実施します。

(5) 進路決定率75％以上の達成を目指します。



生徒指導部

(1) 指導方針
①全ての教師が、共通理解のもと、指導体制を確立し、一貫した態度、姿勢で継続的な指導を行
います。

②カウンセリングマインドで生徒に接し、生徒個々の内面理解を深め、望ましい人間関係を基盤
に個別指導の充実を図ります。

③生徒自らの力で選択し、行動するという自己決定の場を数多く与え、その行為に責任を持つと
いう経験を通して、自己指導能力の育成に努めます。

(2) 生徒指導
①基本的生活習慣の確立を目指します。
ア 遅刻指導や昼食指導の役割分担を行い、担任、学年、家庭と連携を取って生活リズムの確
立に努めます。

イ 毎月初めに服装指導週間を設定し、球陽高校生として望ましい服装の確立を目指します。
ウ 毎月末に、私物持ち帰りデーを設定し、学習に集中できる環境整備に努めます。
エ 全体集会時等でのけじめある行動や聞く態度の育成に努めます。

②問題行動の防止に努めます。
ア 校内外の巡視や呼びかけを行い、盗難や喫煙等の問題行動防止に努めます。
イ 地域や関係機関との連携を密に取り、校外での問題行動の防止に努めます。

③自他の生命を尊重する安全指導を徹底します。
ア 交通安全講話を実施し、交通安全週間での啓蒙に努めます。
イ 免許取得者および自転車通学者に対する指導を実施します。

(3) 生徒会
①生徒会や学校行事へ積極的に参加する中で、生徒の自主性・創造性を高め、主体的な人間の育
成に努めます。
ア 新入生歓迎球技大会を通して、１年生を歓迎し親睦を深めるとともに、練習や試合を通し
て各HR内・他学年との団結力を高めます。

イ 後夜祭の企画・運営・実施に関わり、全生徒で協力し合い、後夜祭を成功させます。
ウ 予餞会を企画・運営し、生徒の創造性、表現能力を発揮して３年生への餞の気持ちを表し
ます。

エ 卒業式の第二部を企画・運営し、参加者に感動を与えるセレモニーを行います。
②高校生活をより意義あるものとするために自治活動を推進し活性化します。
ア 各ホームルームおよび各部活によるあいさつ運動を行い、活性化を図ります。
イ 募金の主旨を理解し、募金活動を行います。
ウ 各種委員会活動の活性化を図ります。

(4) ホームルーム
①ホームルーム活動を通して集団生活における人間関係のあり方、自己理解と生き方について深
く考え、意識を高めるよう継続的に指導します。
ア ホームルーム年間計画表を作成し、それに基づいてロングホームルームを確実に実施しま
す。

イ 「人間としての在り方生き方」「自他の生命を大切にし、人権を尊重する心の育成」に関
わる統一ＬＨＲを実施します。

(5) 部活動
①部活動の意義をふまえ、部活動の活性化を目指します。
ア 進学校における部活動のあり方を、部活集会等で指導を徹底します。
イ 部紹介等を行い、部活への加入率７０％を目指します。

②基本的生活習慣の確立を目指します。
ア 下校指導を行い、時間のけじめをつけさせます。
イ 部室クリーンデーを設定し、部活生の部室利用に対する意識を高めます。

保健教育相談部

(1) 生徒の保健管理を充実し、自ら健康的な生活を実践できる態度の育成に努めます。
①生徒個々の健康状態の把握のため、健康診断受診の徹底を図ります。
②疾病の早期発見、早期治療のため健康相談の充実を図ります。
③救急体制の確立を図ります。

(2) 家庭・地域社会及び関係機関との連携を密にし、健康上の問題点の解決と適切な指導に努めま
す。
①専門機関との連携を取り、各種講演会を実施します。
②PTA保健体育部との連携を図ります。
③保護者との連携を密にとり、相談活動に努めます。
④特別支援教育の意義について理解を深め、情報を共有するなど、校内支援体制づくりに努めま
す。

(3) 人権尊重の立場で教育相談を充実させ、カウンセリングマインドで生徒に接し、生徒の心の健
康の維持に努めます。
①生徒や職員が来室し、相談しやすい雰囲気づくりに努めます。
②担任・関係職員・専門機関との連携を密にし、相談活動の充実を図ります。



図書視聴覚情報部

(1) 図書
①各教科・ＨＲとの連携を密にしながら、以下の目標の達成に努めます。
ア 図書館の利用マナーを向上させ、良い読書環境作りに努めます。
イ 月に一回図書委員会を開き、活動の活性化を図ります。
ウ 図書の充実と活用を促進します。

②作品集「白比森」を発行し、文化・芸術への意欲啓発に努めます。
(2) 視聴覚
①各教科・ＨＲとの連携を密にしながら、以下の目標の達成に努めます。
ア 諸行事を円滑に進めるための視聴覚機器の整備と協力体制の確立を図ります。
イ 視聴覚機器利用に関する校内研修の実施及び利用の促進を図ります。

②芸術鑑賞の企画運営を円滑に行います。
(3) 情報
①進路相談支援システムを十分に活用し、事務処理の効率化に努めます。
②校内ＬＡＮを活用して教師間の連携が円滑に図れるようデータの一元管理に努めます。
③学校ホームページの充実に努めます。

環境整備部

(1) 清掃の徹底を図り美化に努めます。
①各清掃分担区に責任者を配置し清掃指導をします。
②清掃時間を延長した全体清掃を学期毎に実施し、平常できない箇所の清掃を行います。
③ワックス作業を年１回実施します。
④美化作業を年１回実施します。

(2) 花壇の整備を行います。
①路地植えの花を体育館前の通路側に行います。
②プランターを利用した草花作りをします。
③植え込みの剪定を行います。

(3) 校庭の草刈りと芝生の維持管理を行います。
①草丈の伸び具合に併せて随時刈り取り作業を行います。
②グラウンド内の雑草取りを行います。

(4) 勤労体験学習の一環として全校生徒による作業を計画します。
(5) 施設の修繕や整備に迅速に対応します。

ＳＳＨ研究開発部

(1) 幅広い知見を身に付けた主体的な探究心を持つ人材育成に努めます。
①学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅰ」において、研究対象に対する主体的な探究心を養い、見通し
をつけて課題研究の計画を立てる構想力を育成します。

②高大連携「球陽SSH講座（理数全領域）」において、第一線で活躍している科学者・研究者に
よる講義を実施し、幅広い知見を身に付けさせます。

(2) 探究活動を通した論理的思考力と表現力を持つ人材育成に努めます。
①学校設定科目「ＳＳ理数探究Ⅱ」において、少人数グループで研究課題を設定した探究活動を
通して、探究心・論理的思考力・協調性・発表力を育成します。また「ＳＳ理数探究Ⅲ」にお
いて、要約を英語でまとめた論文作成を行うことで、論理的思考力や科学英語力を育成します。

②学校設定科目「国際探究Ⅰ」「国際探究Ⅱ」の実施に向けて、文系分野における探究的なプロ
グラムを研究開発します。

③科学系部活動「ＳＳクラブ」において、大学等と連携した探究活動を行います。
④科学系部活動の各種コンテスト参加や学会発表等を推進します。
⑤大学等より研究者や技術者を招いて専門分野を生かした講座を実施し、探究心を育成します。
⑥「東京つくば研修」や「県外SSH校交流研修」を実施することで、探究活動の意識向上や研究
内容を深めます。

(3) 対話的な協働実践力と国際性豊かなコミュニケーション能力を持つ人材育成に努めます。
①学校設定科目「科学英語」において、ディベートやディスカッションを取り入れる授業内容を
実践することで、英語での論理的思考力・表現力を育成します。

②サイエンスに関する特定のテーマについて英語表現活動に取り組むことで、科学英語への興味
・関心を高め、異文化コミュニケーションの素地を育成します。

③大学等で活躍している外国人研究者を招いた英語講座・講演会を実施することで、科学研究へ
の関心を高め、英語運用力を向上心を育成します。

④「海外サイエンス短期研修」を実施することで、国際性や英語運用能力・コミュニケーション
力を高めます。



６．各学年の努力目標

１ 学 年

(1) 基本的生活習慣の確立
①けじめある生活習慣を身につけることができるように、家庭との連携を密にします。
②明朗で奉仕精神があり、挨拶、清掃、身なり等がきちんとできる生徒に育成します。
③生徒指導部との連携を密にします。

(2) 学習指導の充実
①基礎学力を定着させ、学力の向上を図ります。
②「学習の記録」の活用を習慣づけ、高校生としての学習スタイルを早期に確立させます。
③自発的かつ積極的な学習態度を身につけさせ、「自学自習」を定着させます。

(3) ホームルーム活動の充実
①生徒理解を深め、ホームルームの融和を図ります。
②高校生としての自覚と誇りを持ち、生徒が自主的に諸活動への取り組みを実践するホームルー
ム経営を目指します。

(4) 進路指導の充実
①進路の早期決定を促し、目的意識を確立させます。
②進路指導部との連携を密にします。

２ 学 年

(1) 基本的生活習慣の定着
①３点固定(起床、就寝、学習開始時間)を心がけることで心身ともに健康な高校生を育てます。
②５分前行動を心がけ、落ち着いて学習に取り組む態勢をつくります。
③明朗で奉仕精神があり、自ら進んであいさつ、奉仕活動がきちんとできる生徒に育てます。
④身の回りの整理整頓、毎日の清掃活動の徹底を図り、よりよい学習環境の維持に努めます。

(2) 学習指導の強化
①予習・授業・復習のサイクルを徹底させ、基礎学力の定着と更なる学力の向上を図ります。
②「学習の記録」を活用し、週1500分、難関大希望者週1800分の学習時間達成を目指します。
③自発的かつ積極的な学習態度を促し特に放課後講座、放課後学習会の受講を奨励します。

(3) 進路指導の充実
①希望進路の早期決定を促し、目的意識を明確にさせます。
②進路指導部との連携を密にし、計画的な進路指導を目指します。
③各種模試や進路調査等を分析し、生徒へのきめ細かな指導に役立てます。
④教科担任との連携を密にし、学習支援の充実を図ります。
⑤筑波研修や台湾研修を通して、進路観・職業観の育成を図ります。

(4) ホームルーム活動の充実
①生徒理解に努め、計画的なホームルーム活動を行います。
②球陽高校生としての自覚と誇りを持ち、諸活動に積極的に取り組む生徒の育成を目指します。

３ 学 年

(1) 基本的生活習慣の向上
①自ら進んで挨拶できる姿勢を育て、清潔感のある服装容儀を心がけさせ、聞く態度の確立を
図ります。

②けじめある「行動」に努めさせ、時間を有効に活用する生徒を育成します。
③遅刻、欠課、欠席等の即時指導、保護者との連携指導を強化します。
④学習環境の美化に心がけます。
⑤諸届け、書類等の期限内提出指導を行います。

(2) 主体的な学習習慣の形成
①自己の学習計画にそって継続的に学習するよう指導し、その環境作りに努めます。
②日々の授業を大切にし、「学習の記録」を活用させ、計画的な学習を促します。

(3) 自己に適した進路の充実
①生徒一人一人が望む進路実現を支援します。
②進路部および保護者との連携を密にし、適切な指導を行います。
③個人面談（二者面談、三者面談）の充実を図ります。

(4) 球陽高校生としての自己の確立
①球陽高校生としての誇りを持たせ、より良い校風創りを促します。



Ⅲ 学校経営計画

1.教育課程 学校番号：１４

沖縄県立球陽高等学校　全日制課程

１年 ２年

国 語 総 合 4 4

国 語 表 現 3 ②

現 代 文 B 4 3 3

古 典 B 4 2 2

国 語 探 究 学校設定 　②

世 界 史 Ａ 2 2

日 本 史 Ｂ 4 2 3

地 理 Ｂ 4

世 界 史 探 究 Ⅰ 学校設定

世 界 史 探 究 Ⅱ 学校設定

現 代 社 会 2 2

倫 理 2

政 治 ・ 経 済 2

現 代 社 会 探 究 学校設定

体 育 7～8 2 2 3

ス ポ ー ツ 研 究 2

保 健 2 1 1

音 楽 Ⅰ 2 2

音 楽 Ⅱ 2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ 3 3

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ 4 4

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅲ 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 1

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝｽﾄ･ﾘｰﾃ ﾞ ｨﾝ ｸ ﾞ 学校設定

ｽ ﾀ ﾝ ﾀ ﾞ ｰ ﾄ ﾞ ･ ﾗ ｲ ﾃ ｨ ﾝ ｸ ﾞ 学校設定

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝ ｽト・ﾗ ｲﾃｨ ﾝ ｸ ﾞ 学校設定

家 庭 基 礎 2 2 　

ラ イ フ デ ザ イ ン 学校設定

情
報 社 会 と 情 報 2 2 2

理 数 数 学 Ⅰ 5～8 7

理 数 数 学 Ⅱ 7～12 6 5

理 数 数 学 特 論 2～7 2

理 数 物 理 3～9 3 4

理 数 化 学 3～9 3

理 数 生 物 3～9 3

理 数 地 学 3～9

発 展 数 学 Ａ 学校設定

発 展 数 学 Ｂ 学校設定

科 学 英 語 学校設定 1

SS 理 数 探 究 Ⅰ 学校設定 1

SS 理 数 探 究 Ⅱ 学校設定 3

SS 理 数 探 究 Ⅲ 学校設定 1 ※SS理数探究Ⅲは課題研究の代替

18 20 54～58

14 13 39～43

32 33 97

3～6 1 0 1 総合的な学習はSS理数探究Ⅱへ振り替え

1 1 3

34 34 101

平成30年度入学生　　理数科　教育課程表　　　　　　

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

理

数

33～37

単 位 数 総 合 計 33

共 通 科 目 単 位 数 合 計 16～20

専 門 科 目 単 位 合 計 12～16

科 目 単 位 数 合 計 32

総 合 的 な 学 習 の 時 間 0

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1

・3年A・B選択「理数物理」「理数化学」「理数生物」「理数地
学」は、AB群同一科目を選択する。 ただし，共通の理科選
択と同一科目は選択できない。

Ｓ
Ｓ
Ｈ

6

保

体
9～11

芸

術
2～4

外

国

語

16～20

家

庭
2～4

各

学

科

に

共

通

す

る

各

教

科

・

科

目

国

語

14～18

地

歴

7～11

公

民

2～6

共
・
専

教
　
科

科　　　目
標準

単位数

３年

共通 共通 共通
A選択

(２単位)
B選択

(２単位)

備　　考

・３年公民Ａ選択・Ｂ選択は、同一科目は選べない。

合　　計

・２年、３年の地歴選択科目（「日本史B」「地理B」）は同一科
目を選択すること。

・３年の地・歴Ａ選択「世界史探究Ⅱ」を選択した場合は、Ｂ
選択で「世界史探究Ⅰ」を選択すること。



学校番号：１４

沖縄県立球陽高等学校　全日制課程

１年 ２年

国 語 総 合 4 5

国 語 表 現 3  ②

現 代 文 B 4 2 2

古 典 B 4 2 3

国 語 探 究 学校設定 ②

世 界 史 Ｂ 4 3

日 本 史 Ｂ 4 3

地 理 Ｂ 4

世 界 史 探 究 Ⅰ 学校設定 ②

日 本 史 探 究 Ⅰ 学校設定

地 理 探 究 Ⅰ 学校設定

世 界 史 探 究 Ⅱ 学校設定 ②

日 本 史 探 究 Ⅱ 学校設定

地 理 探 究 Ⅱ 学校設定

現 代 社 会 2

倫 理 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 ・３年公民共通選択・Ａ選択・Ｂ選択は、同一科目は選べ

現 代 社 会 探 究 学校設定 ない。

倫 理 探 究 学校設定

政 治 ・ 経 済 探 究 学校設定

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 3

数 学 A 2 2

数 学 B 2 2

数 学 研 究 Ａ 学校設定 4

数 学 研 究 Ｂ 学校設定

発 展 数 学 学校設定

物 理 基 礎 2 2（2）

物 理 4 2

化 学 基 礎 2

化 学 4

生 物 基 礎 2 2

生 物 4

地 学 基 礎 2

地 学 4

物 理 基 礎 プ ラ ス 学校設定

化 学 基 礎 プ ラ ス 学校設定

生 物 基 礎 プ ラ ス 学校設定

地 学 基 礎 プ ラ ス 学校設定

体 育 7～8 2 2 3

ス ポ ー ツ 研 究 2

保 健 2 1 1

音 楽 Ⅰ 2 2

音 楽 Ⅱ 2

家 庭 基 礎 2 2

ラ イ フ デ ザ イ ン 学校設定

情
報 社 会 と 情 報 2 2 2

総 合 英 語 3～15 5 4 6

英 語 表 現 3～8 2 2

異 文 化 理 解 2～6 2 2

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ･ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 学校設定

ｽﾀﾝﾀ ﾞｰﾄ ﾞ ･ ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 学校設定

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝｽﾄ ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 学校設定

中 国 語 学校設定 2

ス ペ イ ン 語 学校設定

国 際 探 究 Ⅰ 学校設定 2

国 際 探 究 Ⅱ 学校設定 　②

23 23 66～70

9 10 27～29

32 33 97

3～6 1 0 1 ２年総合的な学習は国際探究Ⅰへ振り替え

1 1 3

34 34 101

2～4

共 通 科 目 単 位 数 合 計 20～24

専 門 科 目 単 位 合 計 8～12

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

S

S

H

語

学
2

英

語

23～27

科 目 単 位 数 合 計 32

単 位 数 総 合 計 33

0

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1

総 合 的 な 学 習 の 時 間

各

学

科

に

共

通

す

る

各

教

科

・

科

目

国

語

14～18
・３年Ａ・Ｂ選択で同一科目「国語探究」を選択することはで
きない。

地

歴

6～10

・２年で「日本史Ｂ」を選択した場合、３年の共通地歴及び
Ｃ選択では、日本史か世界史関連の科目しか選択できな
い。
　
・２年で「地理Ｂ」を選択した場合、３年の共通地歴及びＣ
選択では、地理か世界史関連の科目しか選択できない。
　
・３年Ｃ選択で「世界史探究Ⅱ」「日本史探究Ⅱ」「地理探究
Ⅱ」を選択する場合は、共通地歴選択でそれぞれ同科目
の探究Ⅰを選択していること。

家

庭
2～4

保

体

9～11

芸

術
2～4

理
科

8～14

・２学年理科は「物理基礎」「化学基礎」「地学基礎」の３科
目から２科目を選択すること。
　
・３年理科選択は「物理」「生物」「化学基礎プラス」「生物基
礎プラス」「地学基礎プラス」５科目から１科目を選択するこ
と。ただし、「物理」および「生物」を選択した場合は、C選択
でも同一科目を選択すること。また、「化学基礎プラス」「生
物基礎プラス」を選択した場合は、A・B選択において同一
科目を再び選択することはできない。
　
・基礎を履修していないと基礎を付さない科目は選択でき
ない。
　
・３年Ａ・Ｂ選択「化学」「地学」の科目については、Ａ・Ｂ選
択同一科目を選択すること。

公

民

4～10

数

学
15～17

合　　計 備　　考
共通 共通 共通

A選択
（２単位)

B選択
(２単位)

C選択
(２単位)

共
・
専

教
　
科

科 目 標準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位数

３年

平成30年度入学生   国際英語科　教育課程表　　　　　　



学校番号：１４

沖縄県立球陽高等学校　全日制課程

１年 ２年

国 語 総 合 4 4

国 語 表 現 3 ②

現 代 文 B 4 3 3

古 典 B 4 2 2

国 語 探 究 学校設定 ②

世 界 史 Ａ 2 2

日 本 史 Ｂ 4 2 3 ・２年、３年の地歴選択科目（「日本史B」「地理B」）は同一

地 理 Ｂ 4 科目を選択すること。

世 界 史 探 究 Ⅰ 学校設定 ・３年の地・歴Ａ選択「世界史探究Ⅱ」を選択した場合は、

世 界 史 探 究 Ⅱ 学校設定 Ｂ選択で「世界史探究Ⅰ」を選択すること。

現 代 社 会 2 2

倫 理 2

政 治 ・ 経 済 2

現 代 社 会 探 究 学校設定

体 育 7～8 2 2 3

ス ポ ー ツ 研 究 2

保 健 2 1 1

音 楽 Ⅰ 2 2

音 楽 Ⅱ 2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ 3 3

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ 4 4

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅲ 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 1

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝｽﾄ･ﾘｰﾃ ﾞ ｨﾝ ｸ ﾞ 学校設定

スタンダード･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 学校設定

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝ ｽト・ﾗ ｲﾃｨ ﾝ ｸ ﾞ 学校設定

家 庭 基 礎 2 2 　

ラ イ フ デ ザ イ ン 学校設定

情
報

社 会 と 情 報 2 2 2

理 数 数 学 Ⅰ 5～8 7

理 数 数 学 Ⅱ 7～12 6 5

理 数 数 学 特 論 2～7 2

理 数 物 理 3～9 3 4

理 数 化 学 3～9 3

理 数 生 物 3～9 3

理 数 地 学 3～9

発 展 数 学 Ａ 学校設定

発 展 数 学 Ｂ 学校設定

科 学 英 語 学校設定 1

SSH 探 究 Ⅰ 学校設定 1

SSH 探 究 Ⅱ 学校設定 3

SSH 探 究 Ⅲ 学校設定 1 ※SSH探究Ⅲは課題研究の代替

18 20 54～58

14 13 39～43

32 33 97

3～6 1 0 1 総合的な学習はSSH探究Ⅱへ振り替え

1 1 3

34 34 101

平成29年度入学生　　理数科　教育課程表　　　　　　

1

・3年A・B選択「理数物理」「理数化学」「理数生物」「理数地
学」は、A・B群同一科目を選択する。 ただし、共通の理科
選択と同一科目は選択できない。

合　　計
共通 共通 共通

A選択
(２単位)

B選択
(２単位)

各

学

科

に

共

通

す

る

各

教

科

・

科

目

国

語

14～18

地

歴

7～11

共
・
専

教
　
科

科　　　目
標準

単位数

３年

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動

S
S
H

外

国

語

・３年公民Ａ選択・Ｂ選択は、同一科目は選べない。

保

体
9～11

芸

術
2～4

16～20

家

庭
2～4

公

民

2～6

備　　考

単 位 数 総 合 計 33

6

共 通 科 目 単 位 数 合 計 16～20

専 門 科 目 単 位 合 計 12～16

科 目 単 位 数 合 計 32

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

理

数

33～37

 総合的な学習の時間 0



学校番号：１４

沖縄県立球陽高等学校　全日制課程

１年 ２年

国 語 総 合 4 5

国 語 表 現 3  ②

現 代 文 B 4 2 2

古 典 B 4 2 3

国 語 探 究 学校設定 ②

世 界 史 Ｂ 4 3

日 本 史 Ｂ 4 3

地 理 Ｂ 4

世 界 史 探 究 Ⅰ 学校設定 ②

日 本 史 探 究 Ⅰ 学校設定

地 理 探 究 Ⅰ 学校設定

世 界 史 探 究 Ⅱ 学校設定 ②

日 本 史 探 究 Ⅱ 学校設定

地 理 探 究 Ⅱ 学校設定

現 代 社 会 2

倫 理 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2

現 代 社 会 探 究 学校設定

倫 理 探 究 学校設定

政 治 ・ 経 済 探 究 学校設定

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 3

数 学 A 2 2

数 学 B 2 2

数 学 研 究 Ａ 学校設定 4

数 学 研 究 Ｂ 学校設定

物 理 基 礎 2 　2（2）

物 理 4 2

化 学 基 礎 2

化 学 4

生 物 基 礎 2 2

生 物 4

地 学 基 礎 2

地 学 4

物 理 基 礎 プ ラ ス 学校設定

化 学 基 礎 プ ラ ス 学校設定

生 物 基 礎 プ ラ ス 学校設定

地 学 基 礎 プ ラ ス 学校設定

体 育 7～8 2 2 3

ス ポ ー ツ 研 究 2

保 健 2 1 1

音 楽 Ⅰ 2 2

音 楽 Ⅱ 2

家 庭 基 礎 2 2

ラ イ フ デ ザ イ ン 学校設定

情
報 社 会 と 情 報 2 2 2

総 合 英 語 3～15 5 4 6

英 語 表 現 3～8 2 2

異 文 化 理 解 2～6 2 2

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ･ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 学校設定

ｽﾀﾝﾀ ﾞｰﾄ ﾞ ･ ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 学校設定

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝｽﾄ ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 学校設定

中 国 語 学校設定 2

ス ペ イ ン 語 学校設定

23 23 66～70

9 8 25～29

32 31 95

球陽プロジェクト 3～6 1 2 3

1 1 3

34 34 101

共通 共通
A選択

（２単位)
B選択

(２単位)

平成29年度入学生   国際英語科　教育課程表　　　　　　

C選択
(２単位)

各

学

科

に

共

通

す

る

各

教

科

・

科

目

国

語

14～18
・３年Ａ・Ｂ選択で同一科目「国語探究」を選択することはで
きない。

地

歴

6～10

・２年で「日本史Ｂ」を選択した場合、３年の共通地歴及び
Ｃ選択では、日本史か世界史関連の科目しか選択できな
い。
　
・２年で「地理Ｂ」を選択した場合、３年の共通地歴及びＣ
選択では、地理か世界史関連の科目しか選択できない。
　
・３年Ｃ選択で「世界史探究Ⅱ」「日本史探究Ⅱ」「地理探究
Ⅱ」を選択する場合は、共通地歴選択でそれぞれ同科目
の探究Ⅰを選択していること。

共
・
専

教
　
科

科　　　目 標準　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　単位数

３年

合　　計

公

民

共通

4～10 ・３年公民共通選択・Ａ選択・Ｂ選択は、同一科目は選べない。

数

学

15～17

理
科

8～14

・２学年理科は「物理基礎」「化学基礎」「地学基礎」の３科
目から２科目を選択すること。
　
・３年理科選択は「物理」「生物」「化学基礎プラス」「生物基
礎プラス」「地学基礎プラス」５科目から１科目を選択する。
ただし、「物理」および「生物」を選択した場合は、C選択で
も同一科目を選択すること。また、「化学基礎プラス」「生物
基礎プラス」を選択した場合は、A・B選択において同一科
目を再び選択することはできない。
　
・基礎を履修していないと基礎を付さない科目はできない。
　
・３年Ａ・Ｂ選択「化学」「地学」の科目については、Ａ・Ｂ選
択同一科目を選択する。

保

体

9～11

芸

術
2～4

家

庭
2～4

主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

・

科

目

英

語

23～27

語

学
2

備　　考

単 位 数 総 合 計 33

総合的な
学習の時間 0

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1

共 通 科 目 単 位 数 合 計 20～24

専 門 科 目 単 位 合 計 8～12

科 目 単 位 数 合 計 32



学校番号：１４

沖縄県立球陽高等学校　全日制課程

１年 ２年

国 語 総 合 4 5

国 語 表 現 3 ②

現 代 文 B 4 3 3

古 典 B 4 2 2

国 語 探 究 学校設定 　②

世 界 史 Ａ 2 2

日 本 史 Ｂ 4 2 3 ・２年、３年の地歴選択科目（「日本史B」「地理B」）は同一

地 理 Ｂ 4 科目を選択すること。

世 界 史 探 究 Ⅰ 学校設定 ・３年の地・歴Ａ選択「世界史探究Ⅱ」を選択した場合は、

世 界 史 探 究 Ⅱ 学校設定 Ｂ選択で「世界史探究Ⅰ」を選択すること。

現 代 社 会 2 2

倫 理 2

政 治 ・ 経 済 2

現 代 社 会 探 究 学校設定

体 育 7～8 2 2 3

ス ポ ー ツ 研 究 2

保 健 2 1 1

音 楽 Ⅰ 2 2

音 楽 Ⅱ 2

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅰ 3 3

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅱ 4 4

コ ミ ュ ニ ケ ー シ ョ ン 英 語 Ⅲ 4 4

英 語 表 現 Ⅰ 2 2

英 語 表 現 Ⅱ 4 2 1

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝｽﾄ･ﾘｰﾃﾞ ｨﾝｸ ﾞ 学校設定

スタンダード･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 学校設定

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝ ｽト ・ﾗｲﾃ ｨﾝ ｸ ﾞ 学校設定

家 庭 基 礎 2 2 　

ラ イ フ デ ザ イ ン 学校設定

情

報
社 会 と 情 報 2 2 2

理 数 数 学 Ⅰ 5～8 7

理 数 数 学 Ⅱ 7～12 6 5

理 数 数 学 特 論 2～7 2

理 数 物 理 3～9 3 4

理 数 化 学 3～9 3

理 数 生 物 3～9 3

理 数 地 学 3～9

発 展 数 学 Ａ 学校設定

発 展 数 学 Ｂ 学校設定

科 学 英 語 学校設定 1

SSH 探 究 Ⅰ 学校設定 1

SSH 探 究 Ⅱ 学校設定 3

SSH 探 究 Ⅲ 学校設定 1 ※SSH探究Ⅲは課題研究の代替

19 20 55～59

14 13 39～43

33 33 98

3～6 1 0 1 総合的な学習はSSH探究Ⅱへ振り替え

1 1 3

35 34 102

平成28年度入学生　理数科　教育課程表　　　　　

1

・３年A・B選択「理数物理」「理数化学」「理数生物」「理数地
学」は、A・B群同一科目を選択する。 ただし、共通の理科
選択と同一科目は選択できない。

合　　計
共通 共通 共通

A選択
(２単位)

B選択
(２単位)

各

学

科

に

共

通

す

る

各

教

科

・

科

目

国

語

15～19

地

歴

7～11

共
・
専

教
　
科

科　　　目
標準

単位数

３年

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動

S
S
H

外

国

語

16～20

家

庭
2～4

公

民

2～6 ・３年公民Ａ選択・Ｂ選択は、同一科目は選べない。

保

体
9～11

芸

術
2～4

備　　考

単 位 数 総 合 計 33

6

共 通 科 目 単 位 数 合 計 16～20

専 門 科 目 単 位 合 計 12～16

科 目 単 位 数 合 計 32

主
と
し
て
専
門
学
科
に
お
い
て
開
設
さ
れ
る
各
教
科
・
科
目

理

数

33～37

 総合的な学習の時間 0



学校番号：１４

沖縄県立球陽高等学校　全日制課程

１年 ２年

国 語 総 合 4 5

国 語 表 現 3  ②

現 代 文 B 4 2 2

古 典 B 4 2 3

国 語 探 究 学校設定 ②

世 界 史 Ｂ 4 4

日 本 史 Ｂ 4 3

地 理 Ｂ 4

世 界 史 探 究 Ⅰ 学校設定 ②

日 本 史 探 究 Ⅰ 学校設定

地 理 探 究 Ⅰ 学校設定

世 界 史 探 究 Ⅱ 学校設定 ②

日 本 史 探 究 Ⅱ 学校設定

地 理 探 究 Ⅱ 学校設定

現 代 社 会 2

倫 理 2 2

政 治 ・ 経 済 2 2 ・３年公民共通選択・Ａ・Ｂ選択は、同一科目は選べない。

現 代 社 会 探 究 学校設定

倫 理 探 究 学校設定

政 治 ・ 経 済 探 究 学校設定

数 学 Ⅰ 3 3

数 学 Ⅱ 4 1 3

数 学 A 2 2

数 学 B 2 2

発 展 数 学 学校設定 4

数 学 研 究 Ａ 学校設定

数 学 研 究 Ｂ 学校設定

物 理 基 礎 2 2（2）

物 理 4 2

化 学 基 礎 2

化 学 4

生 物 基 礎 2 2

生 物 4

地 学 基 礎 2

地 学 4

物 理 基 礎 プ ラ ス 学校設定

化 学 基 礎 プ ラ ス 学校設定

生 物 基 礎 プ ラ ス 学校設定

地 学 基 礎 プ ラ ス 学校設定

体 育 7～8 2 2 3

ス ポ ー ツ 研 究 2

保 健 2 1 1

音 楽 Ⅰ 2 2

音 楽 Ⅱ 2

家 庭 基 礎 2 2

ラ イ フ デ ザ イ ン 学校設定

情
報 社 会 と 情 報 2 2 2

総 合 英 語 3～15 5 4 6

英 語 表 現 3～8 2 2

異 文 化 理 解 2～6 2 2

ｱﾄﾞﾊﾞﾝｽﾄ･ﾘｰﾃﾞｨﾝｸﾞ 学校設定

ｽﾀﾝﾀ ﾞｰﾄ ﾞ ･ ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 学校設定

ｱﾄ ﾞﾊ ﾞ ﾝｽﾄ ･ﾗｲﾃｨﾝｸﾞ 学校設定

中 国 語 学校設定 2

ス ペ イ ン 語 学校設定

24 23 67～71

9 8 25～29

33 31 96

球陽プロジェクト 3～6 1 2 3

1 1 3

35 34 102

平成28年度入学生　国際英語科　教育課程表　　　　　

共
・
専

教
　
科

科　　　目
標準

単位数

３年

共通 共通 共通
A選択

（２単位)
B選択

(２単位)
C選択

(２単位)

合　　計

理
科

8～14

・２学年理科は「物理基礎」「化学基礎」「地学基礎」の３科
目から２科目を選択する。
　
・３年理科選択は「物理」「生物」「化学基礎プラス」「生物基
礎プラス」「地学基礎プラス」の５科目から１科目を選択す
る。ただし、「物理」および「生物」を選択した場合は、C選
択でも同一科目を選択すること。また、「化学基礎プラス」
「生物基礎プラス」を選択した場合は、A・B選択において同
一科目を再び選択することはできない。
　
・基礎を履修していないと基礎を付さない科目は選択でき
ない。
　
・３年Ａ・Ｂ選択「化学」「地学」の科目については、Ａ・Ｂ選
択同一科目を選択すること。

保

体

9～11

国

語

14～18
・３年Ａ・Ｂ選択で同一科目「国語探究」を選択することはで
きない。

地

歴

7～11

・２年で「日本史Ｂ」を選択した場合、３年の共通地歴及び
Ｃ選択では、日本史か世界史関連の科目しか選択できな
い。
　
・２年で「地理Ｂ」を選択した場合、３年の共通地歴及びＣ
選択では、地理か世界史関連の科目しか選択できない。
　
・３年Ｃ選択で「世界史探究Ⅱ」「日本史探究Ⅱ」「地理探究
Ⅱ」を選択する場合は、共通地歴選択でそれぞれ同科目
の探究Ⅰを選択していること。

公

民

4～10

数

学

2～4

主

と

し

て

専

門

学

科

に

お

い

て

開

設

さ

れ

る

各

教

科

・

科

目

英

語

23～27

語

学
2

各

学

科

に

共

通

す

る

各

教

科

・

科

目

15～17

芸

術
2～4

家

庭

備　　考

単 位 数 総 合 計 33

総合的な
学習の時間 0

特別活動 ホ ー ム ル ー ム 活 動 1

共 通 科 目 単 位 数 合 計 20～24

専 門 科 目 単 位 合 計 8～12

科 目 単 位 数 合 計 32



各

部

会

職
員
会
議

３．校務分掌組織図 教育課程委員会
総合学習委員会
生徒指導委員会
いじめ対策委員会
初任者研修推進委員会
高校入試検討委員会
情報処理システム検討委員会
学校保健安全委員会
学校評価委員会
学校徴収金検討委員会

各 特別支援教育検討委員会
時間割編成委員会

運 種 履修及び教育相談に関する委員会
教 営 内規検討委員会

委 委 小論文対策委員会
頭 員 防災管理委員会

会 員 校務分掌検討委員会
衛生委員会

会 球陽高校活性化委員会
ＳＳＨ委員会
施設委員会
留学検討委員会
派遣委員会
推薦委員会
教科書選定委員会
キャリア教育委員会
国際交流委員会
セクハラ防止人権委員会
体育祭・球陽祭実行委員会
学校指定物品の業者選定等委員会
早朝講座等検討委員会

校 教務部
進路指導部
生徒指導部
保健教育相談部

長 図書視聴覚情報部
環境整備部
ＳＳＨ研究開発部

学 １学年会
年 ２学年会
会 ３学年会

中 学 部

国 語 科
地歴・公民科

教 数 学 科
理 科

科 保健体育科
芸 術 科

会 家 庭 科
情 報 科
英 語 科

事
務 事 務 部
長



平成３０年度校務分掌表（学校要覧掲載用）

部 係 係職員名 職 務 内 容

①年間行事計画及び月間行事計画の企画･立案･調整 ②月別
授業時数･年間授業時数の調査と調整 ③日々の日程と授業
計画の調整･伝達 ④日々の職朝連絡票の入力 ⑤職員会議
及び運営委員会の計画･調整 ⑥始業式･終業式･修了式の企

企 画 画･調整･運営 ⑦学校要覧の作成 ⑧各種委員会の発足
(主 任) ⑨家庭への情報提供の企画・運営 ⑩諸表彰の集約 ⑪遠足

・三者面談・学級懇談会の案内公文作成 ⑫中高一貫に関す
ること

中学校教務主任
①高校との連携 ②教育課程全般 ③儀式的行事 ④教育計
画の原稿集約 ⑤スタッフ会義・運営委員会 ⑥月行事表・

（中 学 部） 日々の日程の作成・管理 ⑦中学部会の準備・運営 ⑧諸行
事の点検・評価 ⑨PTA担当 ⑩入試副担当 ⑪旅行・宿泊
的行事（副） ⑫総合的な学習の時間（副） ⑬各種検査・
調査等対応 ⑭数学科主任 ⑮卒業アルバム等に関する業務

教 ①入学式･大きな学校行事(球陽祭･体育祭等)･卒業式の企画･
学 校 行 事 調整･運営 ②卒業式要覧・入学式要覧の作成 ③休業管理

計画書の作成 ④月間行事計画の板書 ⑤行事における備品
購入計画・管理・廃棄に関すること

①教育課程に関する事務 ②選択科目の調査 ③学級編成に
教 育 課 程 関する事務 ④シラバスの作成･調整 ⑤氏名票準備

務 ⑥中高一貫に関すること

①諸帳簿･公簿(指導要録･出席簿等)の作成点検･保管等の計
画と助言 ②学籍に関する事務(転出入･休退学･復学等)及び

学 籍 書類の保管と統計 ③学籍に関する届出用紙･書類整備
④履修・転科・留学・単位認定・追試・成績判定会議に関す
る事務 ⑤文書廃棄に関する事務 ⑥県外受験の出席扱いに

部 関すること

①授業時間割の編成 ②特別時間割編成 ③達成度テスト
時 間 割 ④考査時間と監督割当 ⑤時間割の変更 ⑥時鐘の計画

⑦３年生特別編成授業の計画

①入試関係文書の処理 ②学校案内・パンフレットの作成
高 校 入 試 ③入学者選抜に関する事務の企画 ④学校説明会の企画

⑤中学校訪問の企画・立案・調整 ⑥中高一貫に関すること

総 合 的 な ①｢総合的な学習の時間｣に関すること
学習の時間 ②海外研修に関する事 ③学校オリエンテーション

教 育 実 習 ①内規の検討 ②職員必携発行に関すること ③教育実習生
内 規 受け入れ･指導 ④教科書･副教材に関する事務 ⑤琉球大学

職場体験に関すること

ＰＴＡ渉外 ①ＰＴＡに関すること全般 ②予算編成 ③総会･評議委員
会 ④同窓会活動の支援 ⑤同窓会名簿の作成

庶 務 ①文書廃棄に関すること ②印刷・製本の補助 ③教務関係
掲示物作成 ④私書箱の管理

①人材育成に関する呼びかけ、集約、選抜、報告等
人 材 育 成 ②行事予定表印刷（生徒用・各ＨＲ用）

③高等学校文化連盟に関する事務



部 係 係職員名 職 務 内 容

①部内･各部･外部との連絡･調整 ②進路部の予算作成
③諸講座･模試の基本計画作成 ④各種調査の報告
⑤進路統一ＬＨＲの計画 ⑥ＰＴＡとの連携
⑦大学入試までの流れ作成 ⑧進路講話の企画･運営
⑨「学習の記録」･「進路のしおり」等の計画・発行

企 画 ⑩進路関連出版物（蛍雪時代・入試問題等）の購入計画
(主 任) ⑪合格体験発表会の企画・実施

⑫進路検討会の計画・実施 ⑬進路年間計画の作成

中学校進路指導主任
①高校との連携 ②キャリア教育全般 ③進路指導事務全般

（中 学 部） （模擬試験対応、土曜講座・朝読書等） ④特別活動全般
⑤入試担当（副） ⑥情報教育担当（副） ⑦学力向上推進
担当

進
①推薦入試に関する校内事務の企画･実施(推薦希望者一覧の
作成、推薦委員会の招集･資料作成、担任への推薦書の作成
依頼) ②推薦入試に関する調査･研究 ③入試問題の回収・

推 薦 整理 ④現役生の調査書の作成依頼･指導 ⑤推薦・一般試
験における面接指導の企画･実施 ⑥大学説明会の計画・実

調 査 書 係 施 ⑦県内オープンキャンパスの告知 ⑧受験報告書の指導
路 ・回収 ⑨県内国公立大学一般入試に関する業務全般（願書

の準備・配布・とりまとめ含む） ⑩センター試験出願に関
する業務全般（願書の準備・配布・とりまとめ含む） ⑪進
路年間計画の作成 ⑫教科との連携に関すること

①進路だより｢一路｣の計画的な発行 ②教育実習生との懇談
会の企画・運営 ③推薦・ＡＯ・前期合格者との懇談会

進路だより ④進路情報の収集･各種模試分析等の｢一路｣への掲載
指 『一 路』 ⑤｢一路｣の集約版･「夏休みしおり」の発行 ⑥「学習の手

引き」の発行 ⑦進路講演会の記録 ⑧進路調査の企画･実
施･分析 ⑨教科との連携に関すること

①各学年｢小論対策｣の実践資料の収集 ②小論指導の年間計
画の策定･実施 ③小論文委員会の召集･役割分担 ④小論文
テスト・模試の計画･実施 ⑤大学入試における小論文試験

小 論 文 の分析･職員研修 ⑥「考えるノート」･「合格体験記」の発
導 行 ⑦スタ場（放課後学習会）の計画 ⑧推薦・一般試験に

おける面接指導の企画・実施 ⑨推薦入試に関する調査・研
究 ⑩教科との連携に関すること

①校内実力ﾃｽﾄの企画・運営・処理 ②校内実力ﾃｽﾄ・必修模
試の上位者の発表･個表作成 ③県内外の進学校との成績比
較 ④模試結果報告の作成 ⑤ＦＩＮＥシステムの活用

シ ス テ ム ⑥合格者名の張り出し ⑦二者･三者面談、学級懇談会の資
部 (情報処理) 料作成 ⑧センター試験自己採点の集計･分析 ⑨進路状況

の取りまとめ(進学先一覧等の作成)及び各業者への報告
⑩教科との連携に関すること

①必修模試の実施要項の作成･問題発注･料金の精算 ②希望
者模試の企画･実施･料金の精算 ③模擬試験の問題封入の計

模 試 画･時鐘の設定･試験の実施 ④試験終了後の不受験者への問
題配布 ⑤必修模試の出席データの管理及び保管 ⑥教科と
の連携に関すること

①諸講座の企画・実施（土曜・放課後・夏期集中特別）
講 座 ②講座出席システムデータの管理及び保管 ③各種講座（早

朝講座含む）の予算の作成 ④教科との連携に関すること

①奨学金全般 ②奨学金保護者向け講演会の企画・実施
奨 学 金 ③卒業生の調査書・成績証明書（和文・英文）・推薦書の発

行 ④就職全般 ⑤就職･公務員採用試験の資料収集 ⑥職
就 職 業安定所への就職希望者の報告 ⑦教科との連携に関する事



部 係 係職員名 職 務 内 容

進 ①会計簿の整理 ②入試問題(赤本等)･入試選抜要項の入手･
庶 務 ＰＴＡ進路事務 整理 ③各証明書等に関する押印・封入など ④専門学校関

路 係資料の収集・整理 ⑤各種大学校の募集要項の収集・整理

指 ①来客への対応 ②各種研修会への参加 ③進路情報「一
路」の執筆 ④模試問題の仕分け・封入 ⑤大学入試センタ

導 そ の 他 全 員 ー試験・琉大の願書点検 ⑥「進路のしおり」等の作成
⑦対外模試の総合分析 ⑧対外模試の総務・監督 ⑨調査書

部 等の封入 ⑩進路室の管理・充実 ⑪合格体験記の校正
⑫進路資料等の印刷

①生徒指導に関する企画･立案(研修･内規･諸様式･予算等)
②年間生徒指導計画 ③校内及び校外規律指導 ④部内及び
外部との連絡・調整 ⑤公文書の受理･処理･保管 ⑥生徒指
導に関する調査・統計 ⑦行事に関する資料の作成・配布
(入学式･ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ･休暇心得等) ⑧集団啓発 ⑨校外指導
及び地域諸機関との連携 ⑩校外指導の計画と実施(ｷｬﾝﾌﾟ引
率父母へ協力依頼) ⑪休暇中旅行届 ⑫巡回指導の計画と
実施 ⑬講演会等の企画 ⑭朝の挨拶運動に関すること
⑮夜間街頭指導に関する計画立案 ⑯中部地区生徒指導連絡

企 画 協議会(心の会)に関すること ⑰制服業者選定委員会の計画
(主 任) ・実施 ⑱昼食時外出指導及び指導当番割当 ⑲間借り生徒

生 に関する調査及び資料の作成並びに保護者との懇談会の計画
・実施 ⑳アルバイトに関する指導

中学校生徒指導主任
徒 ①高校との連携 ②総合的な学習の時間担当（主） ③平和

（中 学 部） ・人権教育・安全指導 ④体育的行事（含中体連・部活動）
⑤旅行・宿泊的行事（主）＜県外研修 主＞ ⑥技術科非常
勤講師対応 ⑦技術教室管理 ⑧勤労生産・奉仕的行事

指 ※環境整備部を兼ねる

【共 通】 ①生活指導・相談 ②校内巡視 ③校外指導 ④生徒指導統
勤怠・ＨＲ係 一ＬＨＲの計画 ⑤上履きについての指導 ⑥拾得物に関す

導 身なり・交通安全係 ること

①勤怠指導(早朝講座･遅刻･欠課･欠席･長欠等) ②勤怠指導
勤怠・HR係 の調査統計の整理･保管 ③早朝講座の遅刻指導に関する計

部 画立案 ④ＨＲ活動年間計画 ⑤LHRの体育館等施設の利用
計画

身 な り・ ①服装･容儀指導 ②生徒身分証明証･生徒手帳の発行 ③交
交通安全係 通安全に関すること

①部活動の編成及び指導 ②全体集会等の指導 ③部合宿等
部 活 動 の指導 ④高校総体に関する指導 ⑤長期休業中の部活動に

関する指導 ⑥部室の管理に関する事項 ⑦派遣に関するこ
と ⑧セミナーハウスに関すること

①生徒会全般の企画･運営 ②生徒会の諸行事指導
生 徒 会 ２ 名 ③生徒会予算編成 ④写真台帳の作成 ⑤学級日誌に関する

こと ⑥ＨＲ役員認証に関すること



部 係 係職員名 職 務 内 容

①学校保健年間計画の立案 ②部･組織活動の運営に関する
事 ③薬物乱用防止教室に関する事 ④性教育講演会･心の
講演会の運営に関する事 ⑤エイズ予防デーの特設授業に関
する事 ⑥生徒保健委員会の指導 ⑦学校保健委員会に関す
る事 ⑧学校保健環境(換気･照明･騒音･水質等)の改善に関

企 画 する事 ⑨養護教諭不在時の対応 ⑩関係機関との連絡調整
保 (主 任)

中学校保健主事･中学校研究主任･2学年主任･2年Ａ組副担任
健 ①高校との連携 ②教育相談全般 ③生徒指導（副） ④中

（中 学 部） 学部保健主事・特別支援教育ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰ ⑤進路（副）及び
教 総合的な学習の時間（副）＜２学年 職場体験学習 主＞ ⑥道

徳推進教諭 ⑦教科書・副読本 ⑧生徒会担当 ⑨食育全般
育 ⑩美術非常勤講師対応 ⑪美術教室管理 ⑫学年主任業務全

般 ⑬中学部保健主事 ⑭英語科主任 ⑮校内研修全般
相

①部･組織活動への助言･協力 ②健康診断に関すること
談 養 護 教 諭 ③職員検診に関すること ④保健統計･健康診断のデータ入

保 健 力に関すること ⑤日本体育･学校健康センターに関するこ
部 保 健 主 事 と ⑥特設ﾎｰﾑﾙｰﾑの資料作成 ⑦各種保健関係･講演会への

協力

①部･組織活動への協力 ②生徒対象カウンセリング
教 育 相 談 ２ 名 ③カウンセリングの啓蒙活動 ④心の健康講演会（「薬物乱

用防止教室」を含む）への協力 ⑤研究会への参加
⑥特別支援教育に関すること

進 路 相 談 ①進路支援システムの運用・管理 ②進路支援システム使用
支援システム マニュアル作成 ③学期末処理 ④出欠未入力者リスト作成
（主 任） ⑤指導要録・調査書作成支援 ⑥保健・図書情報管理サポー

ト

①図書館の運営 ②図書購入計画 ③図書委員指導
司 書 教 諭 ④教科および生徒の利用指導 ⑤読書指導 ⑥図書の整理・

図 図 書 貸出返却・諸帳簿の整理と出納事務 ⑦図書の整備と修理
図書館司書 ⑧備品の管理 ⑨｢白比森｣の発行 ⑩読書感想文・感想画コ

書 ンクールの取り組み

視 教 諭 ①視聴覚備品の購入計画 ②備品の管理･運営 ③校内放送
視 聴 覚 機器の整備・管理 ④視聴覚教室の管理 ⑤視聴覚研修計画

聴 実 習 助 手 と実施 ⑥掲示教育 ⑦芸術鑑賞の企画運営

覚 ⑦ＩＴ教育センターとの連絡・調整 ⑧校内ＬＡＮの運用・
管理 ⑨サーバー管理 ⑩セキュリティ対策 ⑪高校入試シ

情 HP、LAN等 ステム ⑫ＰＴＡ会員名簿作成 ⑬機器トラブル対応 ⑭通
知表作成支援 ⑮メール管理 ⑯学校ホーム－ページの作成

報 ・更新 ⑰備品の管理・購入 ⑱貸出機器の予約調整・管理
⑲ＩＴ機器使用の支援

部
図書視聴覚情報部／１学年主任・１年Ａ組副担任
①高校との連携 ②入試主担当 ③情報教育主担当 ④多目的

中学校連携 （中 学 部） 教室管理 ⑤学年主任業務 ⑥ＳＳＨ業務（高校SSHとの連
携）
※ＳＳＨ部との連絡調整を兼ねる

【共 通】 ①校門・横幕作成



部 係 係職員名 職 務 内 容

企 画 ①学校美化に関する方針と年間指導計画 ②校内清掃計画と
(主 任) 教 諭 ２ 名 指導 ③学校環境全般にわたる整備計画 ④破損報告書作

環 成、修理の方法検討 ⑤学校施設設備の合理的配備の研究と
境 美 化 実習助手２名 管理組織の立案 ⑦清掃分担区域決定と職員及び生徒の配置
整 ⑧環境美化作業の計画と指導 ⑨作業用具の点検修理
備 環境整備 用務員１名 ⑩清掃用具の配備と点検･補充 ⑪散水、プランターの管理
部 ⑫整備全般、施設・設備の修理

中学校連携 （中 学 部） ※生徒指導部を兼ねる

①SSH事業計画立案 ②JST、文科省公文対応 ③SSH委員会
④SSクラブと琉大との調整 ⑤ラボ室管理計画 ⑥他指定校

主 任 との交流企画 ⑦研究成果発表会 ⑧理数意識調査の分析
⑨研究成果報告書 ⑩予算調整 ⑪２期応募書類作成
⑫九州ＳＳＨ交流

Ｓ
探 究 Ⅰ ①「SSH探究Ⅰ」に関すること ②SSH通信 ③SSHホームペ

Ｓ 広 報 ージ原稿作成 ④SSH講座・講演会の運営 ⑤県内県外研修

Ｈ 探究Ⅱ・Ⅲ ①「SSH探究Ⅱ」に関すること ②「SSH探究Ⅲ」に関するこ
と ③生徒研究発表会 ④筑波研修旅行 ⑤理数意識調査実

部 筑 波 研 修 施

①「科学英語」 ②海外生徒との交流 ③海外研修 ④ＯＩ
ＳＴとの連携 ⑤サイエンス・ダイアログ実施 ⑥英語講演

国 際 化 会・講座実施 ⑦英語プレゼンテーション指導 ⑧SSHホー
ムページ用原稿作成（英文）⑨サイエンス・イングリッシ
ュ・ラボ実施

中学校連携 （中 学 部） ※図書視聴覚情報部連絡調整を兼ねる

①学年会の運営全般に関すること
１ 学 年 ②学年の生活指導、進路指導、安全指導に関すること

学 ③学年ＰＴＡに関すること
④学校行事・学年行事の企画・調整

年 ⑤必須模擬試験の答案の整理と不受験者の指導
２ 学 年 ⑥各教科間の課題調整

主 ⑦証明写真・顔写真に関すること（１学年主任）
⑧球陽プロジェクト実地研修における学年団の統括(２学年

任 主任）
３ 学 年 ⑨卒業アルバムに関すること（３学年主任）

総 括 事 務 長 ①事務の総括･調整 ②企画運営 ③予算執行計画 ④出納
事務に関すること ⑤後援会の幹事（会計） ⑥財政

人 事 ①人事 ②給与･認定 ③報酬･非常勤講師等の費用弁償
給与・福利 ④公立学校共済組合の事務に関すること ⑤出勤簿整理

事
歳出・施設財産 ①歳出全般 ②施設営繕 ③消耗品・備品関係

務
庶 務 ①文書の収発 ②諸願届等の整理保管 ③旅費 ④諸証明書

部 服務・旅費 （無料）の発行に関すること

歳 入 ①歳入(全般）②防音事業報告 ③諸証明（有料）の発行等
就学支援金

用 務 ①来客の対応・湯茶接待 ②電話の対応
③印刷業務・印刷室管理



平成２９年度新設委員会（案）

任 務 組 織 構 成 員

国委 ①国際交流プログラムに関すること ◎教頭、国際英語科
際員 ②カデナハイスクールとの交流に関すること 長、教務（人材育成
交会 係）、各教科１名、該
流 当学年主任



５．各種委員名表

任 務 組 織 構 成 員

①職員会議に提出する議案の審議及び職 ◎校長 教頭
員会議から付託された事項の審議決定 事務長

運 ②職員会議で審議する必要のない運営上 各部主任
営 の事務的事項を審議し、職員会議に報 学年主任
委 告する。 各学科主任
員 ③緊急事項の審議処理、ただし、この場 その他必要な職員
会 合は事後に職員会議に報告する。

④職員の業務に関して負担軽減を検討
※委員長が召集し、教頭が司会する。

教委 ①教育課程の編成 ◎教頭
育員 ②その他教育課程に関する調査・研究 進路部主任
課会 ③シラバスに関する調査・研究及び作成 教務教育課程係
程 ※委員長が召集し、教育課程係が司会す 各教科代表

る。 (国･地公･数･理･体･
芸･家･英･情)

総委 ①「総合的な学習の時間」についての企 ◎教頭 事務長
合員 画・立案 教務研修係
学会 ②その他「総合的な学習の時間」に関す 学年主任
習 る調査・研究 生徒指導（１年副担）

※委員長が召集し、研修係が司会する。 生徒指導（２年副担）

生委 ①職員会議に提案する生徒指導に関するこ 教頭
徒員 と ◎生徒指導部主任
指会 当該学級担任
導 ※委員長が召集し、司会する。 生徒指導(当該学年副担)

い委 ①いじめの把握・調査 ◎校長 教頭
じ員 ②年間指導計画 生徒指導部主任
め会 ③指導方針等の決定 各学年主任
対 ④チェックリストの作成 教育相談担当
策 ⑤重大事態への対応 養護教諭

⑥校内研修の企画運営 当該学級担任
⑦その他 当該部活動顧問

初推 ①初任者が教職入門に必要な諸知識や技 ◎教頭 事務長
任進 能を習得するのを支援する。 教務主任 進路部主
者委 ②初任者研修を組織的、系統的に実施す 任、生徒指導部主任
研員 る。 保健主事 図書情報
修会 ③年間計画にしたがい、講話･講習会･共 部主任 環境整備部

同作業･話し合い等を実施する。 主任 初任者
初任研指導教諭、
初任研教科指導員

入委 ①入試選抜に関すること ◎教頭 中学教頭
試員 教務主任
検会 教務入試係
討 ※委員長が召集し、司会する。 各教科代表

(国･地公･数･理･体･
芸家情･英)
中学校代表

情検 ①学校業務の標準化・システム化の推進 ◎教頭 事務長
報討 ②校内ＬＡＮの拡充及び運用上の問題点 図書情報部の担当
処委 の処理 各部代表
理員 ③ＩＴ講習に関すること (教･進･生･環･保)
シ会 ④ホームページに関すること 各学年代表
ス
テ ※委員長が召集し、情報システム係が司
ム 会する。

学委 ①学校保健に関する事項の指導、計画策 教頭 事務長
校員 定および実施 ◎保健主事
保会 ②学校安全に関する事項の指導、計画策 生徒指導部主任
健 定及び実施 学年主任
安 ③学校施設の安全点検及び整備 環境整備部主任
全 ④警察その他関係団体との連携及び家庭、 養護教諭

地域との連携 教育相談
※ 委員長が召集し、司会する。



任 務 組 織 構 成 員

学委 ①内部評価方法と外部評価表の検討を行 ◎教頭 教務主任
校員 う。 各教科代表
評会 (国･地公･数･理･体･
価 芸家情･英)

学検 ①各部･教科等へ「学校徴収金」扱いとす 校長 ◎教頭
校討 る経費について（様式例1-1様式集P.1） 事務長
徴委 を配布する。 教務主任
収員 ②各部･教科等の代表者から提出された学 進路部主任
金会 校徴収金審議依頼書について審議を行 生徒指導部主任

う。 学年主任
③徴収目的･徴収金額について審議･検討 学科主任
し、学校徴収金を決定する。 ＰＴＡ歳入担当

④学校徴収金一覧表を作成する。 ＰＴＡ会長

特検 ①特別支援教育に関する校内研修の企画 校長 ◎教頭
別討 ・実施 特別支援教育
支委 ②特別な支援が必要な生徒の実態把握 コーディネータ
援員 ③具体的な支援・指導内容・指導方法に 教務主任 養護教諭
教会 ついての検討及び支援計画の作成 保健主事
育 ④関係機関との連絡調整 当該学年主任

⑤保護者の相談窓口 当該学級担任

時委 ① 進路別授業の問題点を洗い出し、 ◎教頭
間員 円滑且つ効果的な授業の実施を図る。 教務時間割係
割会 進路部の係
編 ３年主任
成 ② 新年度時間割編成に係わる確認事項 各教科代表

(国・地公・数・理
※委員長が召集し、時間割係が司会する。 ・体・英・芸家情)

履に ①所定の出席日数・時数の不足が懸念さ 校長 ◎教頭
修関 れる生徒を掌握し、早期指導を図る。 教務学籍係
及す ②病気や精神的な悩み等の特別な事情に 教育相談係
びる よる別室登校に関する指導方針を検討 養護教諭
教委 する。 保健主事
育員 当該学年主任
相会 ※委員長が召集し、学籍係又は教育相談 当該ＨＲ担任
談 係が司会する。 生徒指導(当該学年副担)

内委 ①内規の調査研究を行う。 ◎教頭 教務内規
規員 ②内規の整備を行う。 生徒指導部の係
検会 進路部の係
討 ※委員長が召集し、内規係が司会する。 学年主任(関係担当)

小委 ①３ヶ年を見据えた小論文指導のあり方 ◎教頭
論員 を検討する。 小論文係
文会 図書情報部の係
対 各教科代表
策 ※委員長が召集し、担当が司会する。 (国･地公･数･理･体･

芸家情･英)

防委 ①火災、風水害、その他の災害から生徒 校長 ◎教頭
災員 ・職員の人命と身体の安全を守る定期 教務主任
管会 的な訓練の計画・実施 学年主任
理 生徒指導部主任

環境整備部主任

校検 ①校務分掌編成方針の検討と具体的な分 ◎教頭
務討 掌編成 各教科代表
分委 ②各種委員会の改廃と構成員の見直し (国･地公･数･理･体･
掌員 芸家情･英)
会 各部代表(教科と兼

任可）
学年主任



任 務 組 織 構 成 員

衛 ①職員の安全及び健康の確保並びに快適 校長 ◎教頭
生 な職場環境の形成を促進する。 事務長 保健主事
委 養護教諭
員 教育相談係
会

球活 ①球陽高校が目指す生徒像・学校像を確 校長 ◎教頭
陽性 認し、球陽高校の課題を洗い出し、解 各部主任
高化 決に向けての方策を検討する。 保健主事
校委 学年主任
員 学科主任
会 その他必要な職員

①SSH研究開発に関する調査・研究 校長、◎教頭
Ｓ ②SSH研究開発に関する企画・運営 研究主任
Ｓ ③SSH研究発表会の企画・実施 SSH研究開発部
Ｈ 理数科主任 国際英
委 ※ 委員長が招集し、研究主任が司会する。 語科主任 教務主任
員 理数科課題研究はSSH研究開発に包含さ 進路部主任
会 れる。 各教科代表

(国･地公･数･理･体･
芸家情･英)

施 ①学校施設の使用割り振りに関すること ◎教頭 事務長
設 ②学校施設の安全点検に関すること 環境整備部主任
委 各教科代表
員 ※委員長が招集し、環境整備主任が司会 (国･地公･数･理･体･
会 する。 芸･家･英･情)

部活動係

留委 ①当該生徒の留学申請について審議し、 ◎教頭 学籍係
学員 疑義がないときは留学の許可を校長に 英語科留学係(2)
検会 答申する。 当該学年主任
討 当該学級担任

当該英語科教科担当

派委 ①派遣規程の周知・徹底 ◎教頭 部活動係
遣員 ②派遣に関すること 教務内規係
会 関係部顧問

推 ①当該生徒の進学・就職の推薦に関し、 ◎教頭 進学係
薦 推薦基準に基づいて検討を行う。 進路部主任
委 ３年主任
員 生徒指導（３年副坦）
会 当該学級担任

両科主任

教選 ①教科書選定に関すること ◎教頭
科定 教科書担当
書委 各教科代表
員 ※委員長が召集し、教科書係が司会する。 (国･地公･数･理･体･
会 芸･家･英･情)

キ推 ①勤労観・職業観を育成するための学習 ◎教頭 教務主任
ャ進 計画の立案・実施 進路部主任
リ委 ②生徒の実態把握と教科間連携に関する 学年主任
ア員 取り組み 各教科代表
教会 (国･地公･数･理･体･
育 芸家情･英)

国委 ①国際交流プログラムに関すること ◎教頭 国際英語科
際員 ②カデナハイスクールとの交流に関する 長 教務人材育成係
交会 こと 各教科(国･地公･数･
流 理･体･芸家情･英)、

該当学年主任

そ セクハラ防止人権委員会 球陽祭・体育祭実行委員会 学校指定物品の業者選定
の 等委員会 早朝講座等検討委員会 その他必要に応じて設置する委員会
他



早朝講座 　７：３０～　８：２０ 早朝講座 　７：３０～　８：２０

学習の記録記入 　８：３０～　８：４０ 学習の記録記入 　８：３０～　８：４０

ＳＨＲ 　８：４５～　８：５５ ＳＨＲ 　８：４５～　８：５５

１校時 　９：０５～　９：５５ １校時 　９：０５～　９：５５

２校時 １０：０５～１０：５５ ２校時 １０：０５～１０：５５

３校時 １１：０５～１１：５５ ３校時 １１：０５～１１：５５

４校時 １２：０５～１２：５５ ４校時 １２：０５～１２：５５

昼　食 １２：５５～１３：４０ 昼　食 １２：５５～１３：４０

５校時 １３：４０～１４：３０ ５校時 １３：４０～１４：３０

６校時 １４：４０～１５：３０ ６校時 １４：４０～１５：３０

清掃 １５：３５～１５：４５ 清掃 １５：３５～１５：４５

７校時 １５：５０～１６：４０

１校時   ８：００～　８：５０ 国語 ８０分

２校時   ９：００～　９：５０ 英語 ８０分

３校時 １０：００～１０：５０ 数学 １００分

４校時 １１：００～１１：５０ その他の科目 ５０分～６０分

校時表（水金：６校時）

定期考査

７. 平成30年度　校時表

校時表（月火木：７校時）

土曜講座



活動場所
1 バレーボール部男子 体育館
2 バレーボール部女子 体育館
3 バスケットボール部男子 体育館
4 バスケットボール部女子 体育館
5 バドミントン部男子 体育館
6 バドミントン部女子 体育館
7 テニス部男子 テニスコート
8 テニス部女子 テニスコート
9 卓球部男子 武道場
10 卓球部女子 武道場
11 サッカー部男子 グラウンド
12 サッカー部女子 グラウンド
13 ハンドボール部男子 体育館
14 ハンドボール部女子 体育館
15 野球部 グラウンド
16 陸上部男女 グラウンド・その他

17 新体操部 その他
18 水泳部男女 プール
19 柔道部男女 校内・他
20 ソフトボール部女子 グラウンド
21 剣道部 校内・他

22 放送部 放送室
23 軽音楽部 部室
24 吹奏楽部 音楽室
25 ダンス部 １学年室裏・他
26 国際ボランティア部 教室
27 美術・イラスト同好会 美術室
28 茶道同好会 和室
29 演劇同好会 校内・他
30 郷土芸能同好会 校内・他
31 駅伝同好会 教室
32 文芸同好会 教室
33 新聞同好会 教室
34 空手同好会 校内・他

35 SS物理

36 SS地学

37 SS生物

38 SS化学

39 SS数学

40 SS英語

９．平成30年度　部・同好会設置状況　

部活動(26)、同好会(8)、クラブ(６)

体育系

文化系･同好会

SSクラブ

顧　　　　　　　問

理科室

ラボ室



Ⅳ　使用教科書及び副読本

 １．教科書

番号 略称

国語総合 143 筑摩 国総 355 精選国語総合 現代文編　改訂版 1年全員

国語総合 143 筑摩 国総 356 精選国語総合 古典編 改定版 1年全員

現代文B 143 筑摩 現B 337 精選 現代文B　改訂版 2年全員

古典B 15 三省堂 古B 333 高等学校 古典B 古文編 改訂版 2年全員

古典B 15 三省堂 古B 334 高等学校 古典B 漢文編 改訂版 2年全員

国語表現 183 第一 国表 308 高等学校 改訂版 国語表現 3年選択

世界史A 46 帝国 世A 314 明解世界史A 1年理数科

世界史B 81 山川 世B 310 新詳世界史 改訂版 1年国英科　3年国英科選択

日本史B 81 山川 日B 309 詳説日本史 改訂版 2年選択

地理B 46 帝国 地B 304 新詳地理B　 2年選択

地図 46 帝国 地図 310 新詳 高等地図　 2年選択

現代社会 183 第一 現社 321 高等学校 改訂版 現代社会 2年理数科 3年国英科選択

倫理 104 数研 倫理 314 改定版 倫理 2年国英科 3年理数科選択

政治経済 104 数研 政経 317 改訂版 政治・経済 3年国英科 3年理数科選択

数学Ⅰ 104 数研 数Ⅰ 327 改訂版 数学Ⅰ 1年理数科

数学Ａ 104 数研 数Ａ 327 改訂版 数学Ａ 1年理数科

数学Ⅱ 104 数研 数Ⅱ 327 改訂版 数学Ⅱ 1年理数科

数学Ⅰ 104 数研 数Ⅰ 328 改訂版 高等学校 数学Ⅰ 1年国際英語科

数学Ａ 104 数研 数Ａ 328 改訂版 高等学校 数学Ａ 1年国際英語科

数学Ⅱ 104 数研 数Ⅱ 328 改訂版 高等学校 数学Ⅱ 1年国際英語科

数学Ｂ 104 数研 数Ｂ 325 改訂版 数学Ｂ 2年理数科

数学Ⅲ 104 数研 数Ⅲ 308 数学Ⅲ 2年理数科

数学Ｂ 104 数研 数Ｂ 326 改訂版 高等学校 数学Ｂ 2年国際英語科

数学Ⅲ 104 数研 数Ⅲ 309 高等学校 数学Ⅲ  3年国際英語科選択

物理基礎 2 東書 物基 311 改訂 物理基礎 1年理数科

物理基礎 2 東書 物基 312 改訂 新編 物理基礎 2年国英科選択

物理 2 東書 物理 308 改訂版 物理 1年理数科 3年国英科選択

化学基礎 104 数研 化基 319 改訂版 化学基礎 1年理数科 2年国英科選択

化学 104 数研 化学 313 改訂版 化学 1年理数科 3年国英科選択

生物基礎 104 数研 生基 316 改訂版 生物基礎 1年国英科 2年理数科

生物 104 数研 生物 310 改訂版 生物 2年理数 3年国英選択(理選・生物選択者)

地学基礎 61 啓林 地基 308 地学基礎 改訂版 2年理数科 2年国英科選択

地学 61 啓林 地学 303 地学　改訂版 3年選択

保体 保健体育 50 大修館 保体 305 最新高等 保健体育 改訂版 1年全員

芸術 音楽Ⅰ 27 教芸 音Ⅰ 310 MOUSAⅠ 1年全員

英語表現Ⅰ 61 啓林 コI 307 Vision Quest English Expressionl Advanced　 1年全員

コミュニケーション英語Ⅰ 2 東書 コI 330 PROMINENCE English CommunicationI 1年全員

コミュニケーション英語Ⅱ 2 東書 コI 328 PROMINENCE English CommunicationⅡ 1年全員　2年全員

英語表現Ⅱ 231 いいずな 英Ⅰ 332 be English Expression Ⅱ 2年全員

家庭 家庭基礎 183 第一 家基 320 高等学校 新版 家庭基礎 ともに生きる・持続未来をつくる 2年全員

情報 社会と情報 104 数研 社情/314 改訂版 高等学校 社会と情報 1年生全員

教科書名  使用学科及び学年

外
国
語

教
科

科目名
発行者

教科書の　　記号・番号

国
語

地
歴

公
民

数
学

理
科



２．副読本

理数 国英

最新国語便覧 浜島書店 ○ ○

入試頻出　センター古文単語４４０ 浜島書店 ○ ○

基礎から学ぶ　解析古典文法三訂版 桐原書店 ○ ○

基礎から学ぶ　解析古典文法三訂版　演習ノート 桐原書店 ○ ○

例文による　漢文の習得　三訂版 浜島書店 ○ ○

現代文読解　WORKS　レッスン1 尚文出版 ○ ○

改訂版　プログレス漢文総演習　基本編 いいずな書店 ○ ○

改訂版　プログレス古文総演習　基本編 いいずな書店 ○ ○

評論速読トレーニング１０００ 数研出版 ○ ○

明解世界史図説エスカリエ　九訂版 帝国書院 ○

最新世界史図説　タペストリー　十五訂版 帝国書院 ○

４STEP　数学Ⅰ+A(改訂版） 数研出版 ○ ○

４STEP　数学Ⅱ+B 数研出版 ○ ○

レッツトライノート物理基礎　力学編 東京書籍 ○ ○

レッツトライノート物理基礎　熱・波・電磁気編 東京書籍 ○ ○

四訂版　スクエア最新図説生物　neo 第一学習社 ○ ○

リードLightノート 生物基礎 数研出版 ○

三訂版　リードα　化学基礎＋化学 数研出版 ○

サイエンスビュー　化学総合資料 実教出版 ○

保体 最新高等保健体育ノート 大修館書店 ○ ○

情報 改訂版　社会と情報 サポートノート 数研出版 ○ ○

総合英語Evergreen いいずな書店 ○ ○

Evergreen 27　Grammar 27 Lessons いいずな書店 ○ ○

Evergreen English 　Grammar 27 Lessons　Workbook いいずな書店 ○ ○

夢をかなえるリスニング（０）基礎トレーニング編 アルク ○ ○

新ユメタン①　大学合格必須レベル アルク ○ ○

新ユメタン②　難関大学合格必須レベル アルク ○ ○

OKINAWA オキナワ - 島人の心 山口書店 ○ ○

Evergreen English Grammar 47 Lessons Workbook いいずな書店 ○ ○

「新版」１年生　コミュニケーション中国語 白水社 ○

EL　ESPANOL　MINIMO　（ミニマム・スペイン語） 第三書房 ○

語
学

地
歴

数
学

理
科

英
語

国
語

使用学科
１年生

教科 副　読　本　名 発　行　所



２．副読本
２年生

理数 国英

大学入試国語頻出問題１２００ いいずな書店 ○ ○

読解トレーニング古典の演習２二訂版　標準編 啓隆社 ○ ○

 現代文長文記述問題集２読解力養成編　改訂版 いいずな書店 ○ ○

評論速読トレーニング１５００ 数研出版 ○ ○

新詳　日本史 浜島書店 ○ ○

最新地理図表　ＧＥＯ　全面改訂 第一学習社 ○ ○

ウィニングコンパス　地理の整理と演習2017 とうほう ○ ○

新版　最新　現代社会資料集　201７ 第一学習社 ○

実践ノート型問題集ステップアップ現代社会 第一学習社 ○

倫理用語集　 山川出版社 ○ ○

最新図説　倫理（2017年度版） 浜島書店 ○ ○

新課程　４ステージ演習ノート倫理 数研出版 ○ ○

数学 ４STEP　数学Ⅲ 数研出版 ○ ○

レッツトライノート物理基礎　力学編 東京書籍 ○ ○

レッツトライノート物理基礎　熱・波・電磁気編 東京書籍 ○ ○

四訂版　スクエア最新図説生物　neo 第一学習社 ○ ○

リードα　ノート　生物 数研出版 ○

リードLightノート　化学基礎 数研出版 ○

ベストフィット　地学基礎 実教出版 ○ ○

四訂版　スクエア最新図説地学 第一学習社 ○ ○

ネオパルノート　地学基礎 第一学習社 ○ ○

英文法・語法問題　GRAMMARMASTER 「グラマスター」改訂版 Z-KAI ○ ○

 Listening Laboratory Standard β　冊子・解答バラ 数研出版 ○ ○

MEW Exercise Book Frontier 1600 世界をしるための英単語編 いいずな書店 ○ ○

  新訂版　入試長文読解シリーズ②Take Pleasure in Your English Reading 数研出版社 ○ ○

2017 進研「センター試験」直前演習英語 （筆記）40minutes x 14 ラーンズ ○

英
語

使用学科
教科 副　読　本　名 発行所

国
語

地
歴

公
民

理
科



２．副読本

３年生

理数 国英

アップリフト現代文　入試標準 Ｚ会出版 ○ ○

新版二訂　ニューエイジ古典　達成２+ 第一学習社 ○ ○

総合版センター試験国語過去問題　平成23年～28年（問題・本文解説書・解答と解説） 尚文出版 ○ ○

２０１８進研センター試験直前演習　国語８０分×７ ラーンズ ○ ○

実戦演習センター試験対策　オリジナル国語問題集　三訂版 京都書房 ○ ○

四訂版 大学入試センター試験対策問題集　マーク演習　現代文 数研出版 選択 選択

 四訂版 大学入試センター試験対策問題集マーク演習　古典 数研出版 選択 選択

世界史各国史（改訂新版） 啓隆社 ○

新版合格へのトライ世界史Bマスター問題集 山川出版社 ○

世界史用語集 山川出版社 ○

進研ウィンステップ日本史Ｂ ラーンズ ○ ○

地理統計　２０１７年版 帝国書院 ○ ○

用語集　現代社会＋政治経済　16-17年版 清水書院 ○

倫理用語集　 山川出版社 ○ ○

最新図説　倫理（2017年度版） 浜島書店 ○ ○

新課程　４ステージ演習ノート倫理 数研出版 ○ ○

新課程　４ステージ演習ノート政治経済 数研出版 ○ ○

新版　最新政治・経済資料集（改訂14版） 第一学習社 ○ ○

用語集　政治・経済　新訂第３版 清水書院 ○ ○

４STEP　数学Ⅲ 数研出版 ○ ○

 201８ センター試験実戦問題パックＶ（ファイブ）数学ⅠＡ 駿台文庫 ○ ○

 201８ センター試験実戦問題パックＶ（ファイブ）数学ⅡＢ 駿台文庫 ○ ○

 ベーシックマスターセンター対策分野別対策数学Ⅰ・A／Ⅱ・Ｂ Z会編集部 ○ ○

 進研WINSTEP数学Ⅰ・Ａ[新課程版] ラーンズ ○

 進研WINSTEP数学Ⅲ[新課程版] ラーンズ ○ ○

 新課程リンク数学演習Ⅰ・Ａ+Ⅱ・B受験編　challenge + development 数研出版 ○

リードLightノート　生物 数研出版 ○

つかむセンター　　生物基礎 浜島書店 ○

センター試験直前対策問題集　生物基礎 河合出版 ○ ○

センター試験直前対策問題集　生物 河合出版 ○ ○

チェック＆演習　生物 数研出版 ○ ○

2018大学入試センター試験実戦問題集　生物 駿台文庫 ○ ○

2018大学入試センター試験実戦問題集　生物基礎 駿台文庫 ○ ○

サイエンスビュー　化学総合資料 実教出版 ○

問題タイプ別　 大学入試センター試験対策　問題集　2018　化学 実教出版 ○

問題タイプ別　大学入試センター試験対策　問題集　2018　化学基礎 実教出版 ○

センサー地学 啓林館 ○ ○

平成30年用センター試験直前予想問題集　英語筆記 Z-KAI ○ ○

2017 進研「センター試験」直前演習　英語（筆記）80minutes×7 ラーンズ ○ ○

 2017 進研「センター試験」直前演習　英語（リスニング）30minutes×7 ラーンズ ○ ○

2017 進研「センター試験」直前演習　英語（リスニング）30minutes×7　生徒用ＣＤ3枚組 ラーンズ ○ ○

センター対策リスニング　Listening Box 30分 全8回 啓林館 ○ ○

 センター対策リスニング　Listening Box 30分全８回生徒用CD４枚組 啓林館 ○ ○

入試必携　英作文 Write to the Point 数研出版 ○ ○

SKYWARD Practice the skills for effective reading　最新入試英語長文２０選 桐原書店 ○ ○

副　読　本　名 発　行　所 使用学科
教科

英
語

国
語

地
歴

公
民

数
学

理
科



Ⅴ　生 徒 調 査
１．出身中学校別生徒数 (休学・留学含む）

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計
琉球大学附属中学校 5 12 17 13 12 25 2 13 15 20 37 57

与 勝 緑 が 丘 中 学 校 1 6 7 6 5 11 5 4 9 12 15 27

国 頭 中 学 校 1 1 1 1 1 1 1 2 3

羽 地 中 学 校 1 1 1 1 1 1 2

名 護 中 学 校 1 1 1 1 1 1 2

久 辺 中 学 校

大 宮 中 学 校 1 1 1 1 2 1 2 3

宜 野 座 中 学 校 3 3 1 1 1 1 5 5

金 武 中 学 校 1 3 4 1 1 2 3 5 3 7 10

安 富 祖 中 学 校 1 1 2 2 3 3

恩 納 中 学 校 1 1 2 2 3 3

仲 泊 中 学 校 1 1 1 1

山 田 中 学 校 1 1 1 1

石 川 中 学 校 3 3 2 2 2 2 2 5 7

伊 波 中 学 校 4 6 10 2 7 9 1 6 7 7 19 26

津 堅 中 学 校 1 1 1 1

与 勝 中 学 校 3 3 1 1 1 3 4

与 勝 第 二 中 学 校 1 1 2 1 1 1 2 3

あ げ な 中 学 校 3 1 4 1 2 3 2 4 6 6 7 13

具 志 川 中 学 校 7 8 15 4 4 3 7 10 10 19 29

高 江 洲 中 学 校 1 1 3 1 4 3 5 8 6 7 13

具 志 川 東 中 学 校 2 2 4 2 2 3 3 6 5 7 12

彩 橋 中 学 校 1 1 2 2 3 3

読 谷 中 学 校 2 10 12 4 4 8 1 5 6 7 19 26

古 堅 中 学 校 4 3 7 4 6 10 4 7 11 12 16 28

嘉 手 納 中 学 校 1 1 5 4 9 1 4 5 6 9 15

越 来 中 学 校 1 1 2 2 6 6 1 8 9

コ ザ 中 学 校 4 2 6 2 6 8 2 1 3 8 9 17

山 内 中 学 校 9 4 13 3 10 13 6 7 13 18 21 39

美 里 中 学 校 6 9 15 2 11 13 6 11 17 14 31 45

美 東 中 学 校 6 11 17 11 7 18 8 7 15 25 25 50

安 慶 田 中 学 校 1 3 4 1 6 7 2 3 5 4 12 16

宮 里 中 学 校 16 9 25 8 12 20 7 17 24 31 38 69

沖 縄 東 中 学 校 1 10 11 6 8 14 2 10 12 9 28 37

北 谷 中 学 校 6 15 21 12 13 25 9 18 27 27 46 73

桑 江 中 学 校 5 5 10 3 6 9 9 6 15 17 17 34

普 天 間 中 学 校 6 6 12 3 3 6 2 3 5 11 12 23

嘉 数 中 学 校 3 2 5 1 1 2 2 4 4 8

真 志 喜 中 学 校 5 6 11 2 5 7 3 5 8 10 16 26

宜 野 湾 中 学 校 8 8 16 6 10 16 2 10 12 16 28 44

北 中 城 中 学 校 4 3 7 3 11 14 6 5 11 13 19 32

中 城 中 学 校 2 1 3 2 2 1 1 2 3 4 7

西 原 東 中 学 校

仲 西 中 学 校 1 1 1 1

浦 西 中 学 校

久 米 島 西 中 学 校 1 1 1 1

南 大 東 中 学 校 1 1 1 1

伊 良 波 中 学 校 1 1 1 1

平 良 中 学 校 1 1 1 1

大 浜 中 学 校 1 1 1 1 2 2

沖 縄 ア ミ ー ク ス 1 1 2 4 6 3 4 7

興 南 中 学 校 1 1 1 1

そ の 他 1 1 1 1

総 計 120 159 279 110 170 280 96 187 283 326 516 842

合計1学年 2学年 3学年
出身中学校



２．通学方法別生徒数 (休学者・留学者除く）

方法
徒歩 バス 自家用車 自転車 その他 計

学年

中学 登校時 ４ ３ ３３ ０ ０ ４０

１ 下校時 ４ ２７ ９ ０ ０ ４０

中学 登校時 ３ ５ ３２ ０ ０ ４０

２ 下校時 ５ ９ ２６ ０ ０ ４０

中学 登校時 ４ ９ ２７ ０ ０ ４０

３ 下校時 ８ １５ １７ ０ ０ ４０

高校 登校時 １９ ５６ ２０１ ３ ０ ２７９

１ 下校時 ４５ １３９ ９３ ２ ０ ２７９

高校 登校時 ２２ ３２ ２１２ １０ １ ２７７

２ 下校時 ３８ ９８ １２９ １２ ０ ２７７

高校 登校時 ２２ ３０ ２２２ ３ ０ ２７７

３ 下校時 ４４ １０４ １２６ ３ ０ ２７７

３．通学所要時間 (休学者・留学者除く）

時間 30 分以上 60 分以上 90 分以上
30 分未満 120 分以上 計

学年 60 分未満 90 分未満 120 分未満
中学 登校時 ２０ ２０ ０ ０ ０ ４０

１年 下校時 １０ ２７ ３ ０ ０ ４０

中学 登校時 ３２ ７ １ ０ ０ ４０

２年 下校時 ２８ ９ ３ ０ ０ ４０

中学 登校時 ２６ １３ １ ０ ０ ４０

３年 下校時 ２０ １７ ３ ０ ０ ４０

高校 登校時 １８４ ９０ ５ ０ ０ ２７９

１年 下校時 １４９ １２１ ８ １ ０ ２７９

高校 登校時 ２２１ ５３ ３ ０ ０ ２７７

２年 下校時 １６４ ９４ １８ １ ０ ２７７

高校 登校時 ２２６ ５１ ０ ０ ０ ２７７

３年 下校時 １６６ ９９ １１ １ ０ ２７７

４．住居区分 (休学者・留学者除く）

時間
自 宅 下宿・間借り 兄弟宅・親戚宅 その他 計

学年

中学１年 ４０ ０ ０ ０ ４０

中学２年 ４０ ０ ０ ０ ４０

中学３年 ４０ ０ ０ ０ ４０

高校１年 ２７５ ３ １ ０ ２７９

高校２年 ２７１ ５ １ ０ ２７７

高校３年 ２７１ ３ ３ ０ ２７７



５．進路希望調査 (休学者・留学者除く）

国公立大学 私立大学 短期 専門 進学 就職 その他 進路

県内 県外 県内 県外 大学 学校等 未定 留学等 未定

１年生 104 114 2 7 0 1 0 0 6 45
２年生 86 156 2 12 0 0 0 0 5 16
３年生 119 111 4 21 1 5 0 2 7 8

６．年度別卒業者数

理 数 科 国際英語科 合 計

平成 ３ 年度( １ 期生) １５６ １６０ ３１６

平成 ４ 年度( ２ 期生) １６３ １７７ ３４０

平成 ５ 年度( ３ 期生) １５７ １７７ ３３４

平成 ６ 年度( ４ 期生) １５６ １７９ ３３５

平成 ７ 年度( ５ 期生) １５８ １７２ ３３０

平成 ８ 年度( ６ 期生) １５８ １６８ ３２６

平成 ９ 年度( ７ 期生) １５９ １７２ ３３１

平成１０年度( ８ 期生) １６１ １５１ ３１２

平成１１年度( ９ 期生) １５７ １６０ ３１７

平成１２年度(１０期生) １６１ １５０ ３１１

平成１３年度(１１期生) １５９ １５７ ３１６

平成１４年度(１２期生） １６１ １６５ ３２６

平成１５年度(１３期生） １５６ １５５ ３１１

平成１６年度(１４期生） １６１ １５７ ３１８

平成１７年度(１５期生） １５９ １６１ ３２０

平成１８年度(１６期生) １６２ １５１ ３１３

平成１９年度(１７期生） １６１ １５９ ３２０

平成２０年度(１８期生） １５６ １４６ ３０２

平成２１年度(１９期生) １６３ １７１ ３３４

平成２２年度(２０期生) １４１ １５０ ２９１

平成２３年度(２１期生) １５７ １４８ ３０５

平成２４年度(２２期生) １５８ １５６ ３１４

平成２５年度(２３期生) １５５ １４４ ２９９

平成２６年度(２４期生) １５７ １６４ ３２１

平成２７年度(２５期生) １５２ １５６ ３０８

平成２８年度(２６期生) １５７ １５６ ３１３

平成２９年度(２７期生) １６４ １５８ ３２１

合 計 ４２６５ ４３２０ ８５８５



短期大学

国公立 私立 国公立・私立

合計 合計 合計

92 / - 32 / - 31 / - 10 / - 165 / 0

92 32 31 10 165
104 / 67 29 / 44 32 / 17 12 / 3 177 / 131

171 73 49 15 308
110 / 87 31 / 106 22 / 21 5 / 9 168 / 223

197 137 43 14 391
113 / 112 25 / 19 25 / 19 5 / 1 168 / 151

225 44 44 6 319
115 / 103 58 / 137 15 / 16 4 / 3 192 / 259

218 195 31 7 451
120 / 106 50 / 94 11 / 9 5 / 7 186 / 216

226 144 20 12 402
147 / 86 68 / 103 13 / 10 5 / - 233 / 199

233 171 23 5 432
129 / 90 59 / 91 11 / 1 6 / 7 205 / 189

219 150 12 13 394
116 / 76 60 / 75 4 / 2 14 / 8 194 / 161

192 135 6 22 355
134 / 84 68 / 93 3 / 2 16 / 14 221 / 193

218 161 5 30 414
147 / 83 71 / 56 5 / 4 23 / 6 246 / 149

230 127 9 29 395
151 / 72 81 / 59 2 / 2 10 / 6 244 / 139

223 140 4 16 383
156 / 76 58 / 71 3 / 1 10 / 4 227 / 152

232 129 4 14 379
154 / 69 103 / 74 3 / 2 16 / 5 276 / 150

223 177 5 21 426
139 / 35 99 / 40 0 / 1 10 / 8 248 / 84

174 139 1 18 332
128 / 55 96 / 47 6 / 3 20 / 7 250 / 112

183 143 9 27 362
125 / 60 120 / 48 3 / 1 13 / 11 261 / 120

185 168 4 24 381
136 / 55 128 / 37 1 / - 14 / 7 279 / 99

191 165 1 21 378
161 / 38 171 / 38 3 / - 16 / 1 351 / 77

199 209 3 17 428
124 / 46 112 / 20 4 / 1 17 / 3 257 / 70

170 132 5 20 327
114 / 43 106 / 30 2 / 2 29 / 6 251 / 81

157 136 4 35 332
144 / 46 167 / 48 6 / - 21 / 2 338 / 96

190 215 6 23 434
120 / 41 135 / 37 4 / 0 19 / 2 278 / 80

161 172 4 21 358
157 / 45 123 / 63 6 / 0 25 / 3 311 / 111

202 186 6 28 422
163 / 33 116 / 44 4 / 0 20 / 2 303 / 79

196 160 4 22 382
144 / 38 126 / 9 7 / 0 38 / 2 315 / 49

182 135 7 40 364
143 / 26 152 / 13 9 / 0 34 / 0 338 / 39

182 135 7 40 364
平成２９年度
（２７期生）

平成２８年度
（２６期生）

７.　年度別合格者数

卒業年度

４年制大学 大学校
専門学校

留学・就職等
総合計

平成３年度
（１期生）

平成４年度
（２期生）

平成５年度
（３期生）

平成６年度
（４期生）

平成７年度
（５期生）

平成８年度
（６期生）

平成９年度
（７期生）

平成１０年度
（８期生）

平成１１年度
（９期生）

平成１２年度
（１０期生）

平成１３年度
（１１期生）

平成１４年度
（１２期生）

平成１５年度
（１３期生）

平成１６年度
（１４期生）

平成１７年度
（１５期生）

平成１８年度
（１６期生）

平成１９年度
（１７期生）

平成２０年度
（１８期生）

平成２１年度
（１９期生）

平成２２年度
（２０期生）

平成２７年度
（２５期生）

平成２３年度
（２１期生）

平成２４年度
（２２期生）

平成２５年度
（２３期生）

平成２６年度
（２４期生）



男 女 計 区分計 男 女 計 区分計

琉 球 大 学 33 46 79 5 4 9 88

県 外 国 公 立 大 学 24 26 50 4 12 16 66

沖 縄 県 立 看 護 大 学 9 9 0 9

沖 縄 県 立 芸 術 大 学 0 0 0

名 桜 大 学 1 4 5 1 1 6

沖 縄 国 際 大 学 23 29 52 0 52

沖 縄 ｷ ﾘ ｽ ﾄ 教 学 院 大 学 1 1 0 1

沖 縄 大 学 1 4 5 0 5

県 外 私 立 大 学 30 64 94 2 11 13 107

留 学 0 0 0 0 0 0

沖縄職業能力開発大学校 1 1 0 1

国 立 看 護 大 学 校 0 0 0

海 上 保 安 大 学 校 0 0 0

防 衛 大 学 校 0 0 0

沖 縄 女 子 短 期 大 学 2 2 0 2

沖 縄 キ リス ト教 短期 大学 1 1 0 1

県 外 公 立 短 期 大 学 0 0 0

県 外 私 立 短 期 大 学 6 6 0 6

県 内 専 門 学 校 等 4 19 23 0 23

県 外 専 門 学 校 等 1 5 6 0 6

県 内 就 職 4 4 0 4

県 外 就 職 0 0 0

合 計 118 220 338 338 11 28 39 39 377 377

0
短期
大学

9

165

国
公
立
大
学

1

13

01

※既卒生の数字は，学校で把握分のみ。
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Ⅵ 中学校要覧

１．校章・校訓・校歌

【校章】

周囲の円は球陽の球、地球の球を表し、円の上下の部分を開けたのは世界に羽ばたく

門を開き、中央のペンは大地に根をはり、向学の志に燃えて、すくすくと国際社会に

伸びる生徒の姿を象徴する。

デザイン 喜友名 朝紀

【校訓】

進 取：進んで物事に取り組む 好 学：学問を愛する 敬 愛：敬い愛する

【校歌】 作 詞 徳 山 潔
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２．学校沿革

【平成２６年】

１２月２４日 平成26年第16回沖縄県教育委員会会議において「併設型C中高一貫教育校（仮称）基本計画」を定める。１学年、１

学級、定員40名とする

【平成２７年】

１月２１日 平成27年第1回沖縄県教育委員会会議において「併設型C中高一貫教育校（仮称）」に係る中学校の校名候補を「沖縄

県立球陽中学校」に決定

１０月 １日 「沖縄県立高等学校等の設置に関する条例の一部を改正する条例」が施行され沖縄県立球陽中学校設置、併せて開校

準備室看板掲示

【平成２８年】

３月２５日 球陽中学校多目的教室・技術教室完成

４月 １日 校長 島仲利泰、教諭 眞方教亮、山里賢吾、漢那哲二、島袋訓子 着任

４月 ７日 開校式並びに第１回入学式

６月２６日 第6回体育祭実施

８月 ６日 第38回九州中学校陸上競技大会（鹿児島県）共通女子走幅跳 6位 徳田珠月

１０月 ８日 第11回琉球新報学校新聞コンクール、第18回沖縄県中学校社会科新聞コンクール

金賞：吉野未森・福仲愛理、銀賞3人、銅賞4人

１０月１７日 沖縄県選挙管理委員会主催明るい選挙啓発ポスターコンクール 佳作 吉野未森

１０月２９日 第47回ジュニアオリンピック陸上競技大会 横浜市日産スタジアム 1年女子 走幅跳 4位 徳田珠月

１０月３１日 第64回全琉小・中・高 図画・作文・書道コンクール 書道の部 優良賞 川畑朋慧、小橋川響平

１１月 ３日 第18回 識名園歌会 優良賞 宮城一平、入選 佐久川志歩

【平成２９年】

１月１１日 平成28年度JA共済全国小・中学生書道地区コンクール 半紙の部 優秀賞 川畑朋慧、条幅の部 優秀賞 川畑朋慧

１月１２日 沖縄市明るい選挙啓発ポスターコンクール 優秀賞 吉野 未森 他入選8名

２月１１日 第53回沖縄青少年読書感想文・感想画コンクール 感想文 最優秀 福仲愛莉

２月１２日 第55回全沖縄児童生徒書き初め展 銅賞 上地うらら、田仲紗弥、吉野未森、川畑朋慧

２月２４日 平成28年度 第3回英語検定 4級 糸洲柚杏、吉野未森、3級 田仲紗弥、仲眞鈴花

３月 ３日 平成28年度 第3回日本漢字能力検定 準2級 徳元陽菜 友利颯、4級4名、5級1名 合格

４月 ７日 第2回入学式

４月２７日 1学年宿泊学習 石川青少年の家泊、OIST訪問 (～28日まで)

2学年社会見学 沖縄市防災センター、MESHサポート沖縄 国際海洋開発センター

５月２１日 第39回 沖縄県中学校陸上競技選手権大会 2・3年女子走幅跳 優勝 徳田珠月

2・3年女子200m 2位 徳田珠月

６月 ２日 中頭地区中学校総合体育大会へ男女バドミントン部出場

６月１７日 球陽祭（～18日）

６月２０日 中頭地区中学校ストーリーテリングコンテスト 嘉手納町中央公民館 2年 川畑 朋慧 出場

７月 １日 第63回中学校通信陸上沖縄大会 1年男子100M 7位 宮城和人

2年女子走り幅跳 2位 2年 徳田珠月、2年100M 4位 徳田珠月

７月 ７日 平成29年度 第1回英語検定 準2級 田仲紗弥、棚原香澄

3級 奥平柊、糸洲柚杏、佐久川志歩、徳元陽菜、仲座沙希

4級 2名、5級7名合格

７月１１日 第32回沖縄市少年の主張大会 最優秀賞 2年 徳本陽菜

８月 ２日 第１回日本漢字能力検定 準2級 宮島諒、3級 姉崎陽海、福仲愛莉、玉城夏鈴、髙良憲和、仲眞鈴花

4級2名、５級5名合格

８月１７日 第72回 国民体育大会最終選考会 女子中学1・2年 走幅跳 優勝 徳田珠月



８月２６日 第48回全沖縄ジュニア陸上競技選手権大会 2位 2年徳田珠月

同 ジュニアドクター育成塾（主催 科学技術振興機構、実施 琉球大学）「美ら海・美ら島の未来を担う科学者養成プロ

グラム」へ参加（第１回講義）小橋川響平、徳元陽菜、仲眞鈴花、仲松日菜子

９月 ７日 実用数学技能検定 準2級 喜友名海、大浦晃生 （2次合格）

3級 崎濱聖也、高良憲和、仲座沙希、南さくら、糸洲柚杏(2次合格)

4級10名、5級8名合格

９月１０日 第54回中部地区児童生徒科学作品展 銅賞 徳元陽菜、入選 7名

９月１２日 平成29年度JA共済全国小・中学生書道地区コンクール 条幅の部 優秀賞 1年 平瀬敬韻

同 佳作 2年 田仲紗弥

半紙の部 佳作 2年 川畑朋慧

同 平成29年度 第2回日本漢字能力検定 3級 吉野未森、仲松日菜子、奥平柊、4級6名 合格

９月１９日 第44回中頭地区中学校陸上競技大会Ａブロック 共通女子走り幅飛び 優勝 徳田珠月、

共通女子200m 優勝 徳田珠月

1年男子100m 4位 宮城和人

１０月１３日 第12回琉球新報学校新聞コンクール・第19回県中学校社会科新聞コンクール

銀賞 徳元陽菜、福仲愛莉、徳田珠月、

銅賞 吉野未森、大浦晃生、南さくら、佐久川志歩、上地うらら、奥平柊、柴田芽依

同 第39回 沖縄小中学校童話・お話・意見発表大会沖縄市大会 男子の部 優秀賞 大浦晃生

女子の部 優秀賞 棚原香澄

１０月２１日 第59回 沖縄県中学校陸上競技大会 徳田珠月 女子共通 走幅跳 優勝、女子共通 200m 3位

１０月３０日 宜野湾市中学生英語ストーリーコンテスト 2位 新垣ほのか

１０月３１日 第65回全琉小・中・高図画・作文・書道コンクール 書道 佳作 比嘉拓貴、照屋光希、平瀬敬韻（1年）

佳作 吉野未森、川畑朋慧（2年）

１１月 ３日 沖縄県立博物館美術館10周年記念 第1回 アートコンクール 佳作 徳元陽菜、徳田珠月、吉野未森

１１月１０日 平成29年度 第２回英語検定 2級 上江洲安希、準2級 德元陽菜、3級 比嘉奏陽、南さくら、福地隆矢

4級11名、5級5名 合格

１１月２９日 平成29年度 第2回日本漢字能力検定 2級 時任純太郎、準２級 福仲愛莉、

3級 川畑朋慧、仲座沙希、

4級 6名、5級2名合格

１２月 １日 平成29年度中部地区読書感想文・画コンクール 優秀賞 感想画（指定） 柴田芽依、南さくら

感想画（自由） 大城和果

１２月 ６日 平成29年度 「心の和を広げる作文」 優秀賞 吉野未森

【平成３０年】

１月２９日 第56回全沖縄児童生徒書き初め展 銅賞 平瀬敬韻(1年) 吉野未森、柴田芽依、川畑朋慧（2年）

２月 ９日 実用数学技能検定 準2級 大浦晃生、徳元陽菜、時任純太郎、友寄隆一、 3級 仲眞鈴花、仲松日菜子

4級 8名、5級１名 合格

２月２３日 平成29年度 第3回英語検定 2級 棚原香澄、玻名城慶、

準2級 糸洲柚杏、仲座沙希、仲宗根亜希宗、仲眞鈴花、福仲愛莉

3級 熱田萌香 以下20名、4級 7名合格

４月 １日 教頭 伊波寿光、教諭 宮城聡子、波照間生子、兼島功一 着任

４月 ９日 第3 回入学式



３．学校経営の方向性

(1) 教育目標

高い知性と想像力、豊かな人間性を養い、県内外及び国際社会で活躍する次世代を担う人材を

育成します。

(2) 目指す生徒像

① 自ら学び、深く考え、ともに高めあう知性・創造性に富む生徒を育成します。

② 豊かな人間性と高い志を有し、自己の目標に向かって努力する生徒を育成します。

③ 未来を切り拓く強い意志を有し、社会に貢献できる生徒を育成します。

(3) 教育方針

① 中高一貫教育校という特性を踏まえ、ゆとりをもって生徒に自己の特性や進路を熟考させ、自

らの進路を主体的に選択できる力を育成します。

② 「自ら学ぶ意欲」と「自主的・自律的な学習態度」を育て、学力の充実・向上と個性の伸長を

目指します。

③ 全教育活動において体育・道徳教育の充実を図り、たくましい体と豊かな心を育成します。

④ 様々な体験活動を設定し、社会に貢献できる人材の育成を目指します。

⑤ 日々の授業において探究活動を取り入れる等、指導方法の工夫改善に努め、思考力・判断力・

表現力を育成します。

【本校 6カ年間の指導の流れ】

球磨期

－学びの基礎力養成期－

【中学 1・2年】
6 年間の学習の基礎となる「自

ら学び、熟考し、実践する力」を

育成すための学習方法を学ぶ。

・7 時間授業（週 3 日）の実施に
よる基礎、基本の確実な定着と

徹底した理解。

・英検、数検等への取り組み。

・職場体験学習などの豊かな体

験、経験。

・各教科における探求的な学習に

係る技能向上。

陽輝期

－学びの充実期－

【中学 3年・高校 1年】
球陽高校理数科への円滑な接続

に向けた学習の充実を図る。

・中学 3年次における、高校の指
導内容の先取り学習。

・既習事項を活用したさらなる発

展的な学習への取り組み。

・コミュニケーション能力、プレ

ゼンテーション能力向上を意識

した日々の取り組み。

・県外研修旅行を利用した大学訪

問等、意欲喚起の取り組み。

・SSHⅠ(科学探究)(高 1)

生伸期

－学びの伸長・発展期－

【高校 2・3年】
自己の進むべき進路に沿った学

習内容の知識・理解、技能の深化、

伸長発展を図る。

・進路に応じた幅広い選択科目

の設定。

・きめ細やかな進路情報の提供。

・入試科目に合わせた講座や放

課後講座の設定。

・SSH Ⅱ・Ⅲ(科学探究)(高 2・
3)。



(4) 学校経営方針

① 中高一貫教育の利点を最大限に生かした取り組みを充実し、生徒一人ひとりの学力・個性の伸

長を図ることができる教育実践を目指します。

② 中高一体となった組織運営を確立し、魅力ある中高一貫教育校づくりを推進します。

③ 一人ひとりの生徒を受容しその特性を十分に理解した上で、適切な生活指導・進路指導を実践

します。

④ 本校理数科への進学を見据えた、特色ある教育課程を編成します。

⑤ 体験的な活動を積極的に取り入れることを通して視野を広げると共に、社会性を身につける指

導の充実を図ります。

⑥ 生徒・保護者・教師が三位一体となって、「進取・好学・敬愛」の校風樹立を図り、地域社会

に信頼される学校づくりのための教育実践を目指します。

⑦ 生徒が望ましい人間関係を構築し、学校生活の充実が図れるよう、一人ひとりを大切にした教

育活動を推進します。

４．努力目標及び学年経営方針

(1) 努力目標

① 基本的な生活習慣の確立

ア あいさつや礼儀等、中学生としてふさわしい態度やマナーを有する生徒を育成します。

イ 中学生として、規則正しい生活習慣や望ましい学習姿勢を身に付け、心身共に健康な生徒を

育成します。

ウ 中学生として、責任感と自覚をもって行動できる生徒を育成します。

② 学習指導の充実

ア 自己の将来についてしっかりと考えさせることで、学習意欲の喚起を図り、学力の充実・向

上を目指します。

イ 中高一貫教育校としての特色を踏まえた教育実践の充実を図ります。特に、第一学年及び第

二学年では、基礎的な知識の定着を図り、学びの基礎を育成します。また、日々の学習の取

り組みが充実するために、望ましい学習スキルを身に付けさせます。第３学年では、高校で

の接続を意識した学習内容に取り組み、なお一層の学力の伸長を図ります。

ウ 「自ら学ぶ意欲」と「自主的・自律的な学習態度」を育て 問題解決的な学習や、発展的な

学習並びに探究的な学習の充実を図ります。

③ 豊かな人間関係の構築

ア 全教育活動において心の教育を充実させ、優しさと思いやりの心をもった生徒を育成します。

イ 豊かな体験活動を通して、心情豊かな生徒を育成します。

ウ 友人たちや先生方と、より良き人間関係を築き、充実した学校生活を過ごせるよう、支援や

相談体制を充実させます。

エ これまで培った友情の下、信頼できる人間関係が一層深まるよう、支援の充実を図ります。

オ お互いの良さを理解し、認めることを通して、主体性を持って多様な人々と協働して学ぶ態

度（主体性･多様性･協働性）が養えるよう支援の充実を図ります。

オ 仲間と共に、より良き伝統を築くために努力する心構えを養います。



(2) 中学部経営方針

① 生徒の実態を適切に把握し、各教科領域において生徒の自主性を育て、個性の伸長を図ります。

② 中高一貫教育校として、中高の連携を密に行い、特色ある教育活動の推進及び実践を図ります。

③ 生徒一人ひとりの特性を十分に理解、把握し、生徒指導並びに進路指導の充実を図ります。

④ 体験的な活動を積極的に取り入れ、豊かな人間性を育むのと同時に、社会性を身に付ける指導

の充実を図ります。

⑤ 自己の生き方やあり方について熟考させ、早めに将来の目標を設定することで、学校生活が充

実したものとなるような指導・支援体制の確立に努めます。そのために、キャリア教育を一層

充実させます。

５．各教科指導目標

【国語】

(1) 国語に親しむ態度を養い、「話す・聞く・読む・書く」能力を高め、豊かな人間性を育成します。

① 優れた文章を通して、文字・発音・単語・文法といった日本語の基本的な知識を習得させます。

② 文章に盛り込まれている豊かな思想や感情を理解する能力を育成します。

③ 論理的なものの見方や考え方、感受性を磨き、自分の考えを的確に表現できる能力を育成しま

す。

④授業での学びを深めるため、積極的に副読本や諸資料等を活用する態度や技術を育成します。

(2) 身につけた国語力を発揮できる生徒の育成を目指します。

他教科と連携してプレゼンテーション等に学習の成果を活かします。

【社会】

諸資料に基づいて多面的・多角的に考察し、広い視野に立って社会に対する関心を持ち、事実を

正確に捉え、公正に判断できる生徒を育成します。

(1) 地理的分野においては、日本や世界の諸地域について、それぞれの特色を理解し、地理的な見

方や考え方を培い、人間の営み等と関連付けて比較・考察・検証します。

(2) 歴史的分野においては、歴史的事象に対する関心を高め、各時代の特色を踏まえ、国際関係や

文化交流のあらましを理解し、他民族の文化、生活などに関心をもたせ、国際協調・異文化理解

の精神を養います。

(3) 公民的分野においては、個人の尊厳と人権の尊重の意義を広い視野から正しく認識させ、民主

主義に関する理解を深めます。国民の生活の向上と経済活動との関わり及び現代社会についての

見方や考え方の基礎も養うとともに、社会の諸問題に着目させ、自ら考えようとする態度を育て

ます。

【数学】

数学的活動を通して、数量や図形などに関する基礎的な概念や原理・法則についての理解を深め、

数学的な表現や処理の仕方を習得し、事象を数理的に考察し表現する能力を高めるとともに、数学

的活動の楽しさや数学のよさを実感し、それらを活用して考えたり判断したりしようとする態度を

育成します。

(1) 第一学年目標

① 数を正の数と負の数まで拡張し、数の概念についての理解を深めます。また、文字を用いるこ

とや方程式の必要性と意味を理解するとともに、数量の関係や法則などを一般的にかつ簡潔に

表現して処理したり、一元一次方程式・二元一次方程式を用いたりする能力を育成します。

② 平面図形や空間図形についての観察、操作や実験などの活動を通して、図形に対する直観的な

見方や考え方を深めるとともに、論理的に考察し表現する能力を育成します。



③ 具体的な事象を調べることを通して、比例、反比例、一次関数についての理解を深めるととも

に、関数関係を見いだし表現し考察する能力を育成します。

④ 目的に応じて資料を収集して整理し、その資料の傾向を読み取る能力を育成します。

(2) 第二学年目標

① 数の平方根について理解し、数の概念についての理解を深めます。また、目的に応じて計算し

たり式を変形したりする能力を伸ばすとともに、二次方程式について理解し用いる能力を培い

ます。

② 図形の合同、相似、円周角と中心角の関係や三平方の定理について、観察、操作や実験などの

活動を通して理解し、それらを図形の性質の考察や計量に用いる能力を伸ばすとともに、図形

について見通しを持って論理的に考察し表現する能力を伸ばします。

③ 具体的な事象を調べることを通して、関数ｙ＝ａχ２について理解するとともに、関数関係を

見いだし表現し考察する能力を育成します。

④ 不確定な事象を調べることを通して、確率について理解し用いる能力を培います。また、母集

団から標本を取り出し、その傾向を調べることで、母集団の傾向を読み取る能力を培います。

(３)第三学年目標

①中学数学で学習する基本的な概念や原理・法則の理解を深め、高校数学の繋ぎとして基礎的な

計算技能をしっかり定着させます。

②数Ⅰでは、数と式、図形と計量、二次関数及びデータの分析について理解させ、基礎的な知識

の習得と 20 技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を培い、数学のよさを認識できる
ようにするとともに、それらを活用する態度を育てます。

③数Ａでは、場合の数と確率、整数の性質又は図形の性質について理解させ、基礎的な知識の習

得と技能の習熟を図り、事象を数学的に考察する能力を養い、数学のよさを認識できるように

するとともに、それらを活用する態度を育てます。

【理科】

(1) 自然について、理解を深める力と科学的な見方や考え方を育てます。

① 予習・復習に取り組ませ、基礎的・基本的事項の定着を目指します。

② 説明を求める発問を行い、科学的な考え方を育てる指導に努めます。

(2) 自然の事物・現象について、科学的に探究する能力の基礎と態度を育てます。

① 観察、実験などを行う際に、目的意識をもたせます。

② 観察・実験に積極的に取り組み、しっかりと考察させるように努めます。

【音楽】

(1) 音楽活動の楽しさを体験することを通して、音や音楽への興味・関心を養い、音楽によって生活

を明るく豊かなものにする態度を育てます。

(2) 多様な音楽表現の豊かさや美しさを感じ取り、基礎的な表現の技能を身に付け、創意工夫して表

現する能力を育てます。

(3) 多様な音楽のよさや美しさを味わい、幅広く主体的に鑑賞する能力を育てます。

(4) さまざまな音楽活動を体験することを通して、 コミュニケーション能力を育て、創造性や感性

を高めます。

【美術】

美術の諸活動を通して、美術の基礎的な能力を伸ばし、創造活動の喜びを味わい美術を愛好する

心情を育てるとともに、豊かな感性を養います。

(1) 美術を愛好する心情を養い、心豊かな生活を創造していく意欲と態度を育てます。

(2) 豊かに発想し構想する能力や表現の技能を身に付け、生徒一人ひとりが意図に応じ創意工夫し



美しく表現する能力を育てます。

(3) 美術文化に対する関心を高め、作品の良さや美しさなどを味わう鑑賞の能力を育てます。

【保健体育】

(1) 体育分野

中高一貫教育校としての特性を活かしながら、以下の項目の充実を目指します。

① 運動の合理的な実践を通して、運動の楽しさや喜びを味わうことができるようにするとともに、

知識や技能を身に付け、運動を豊かに実践することができるようにします。

② 運動を適切に行うことによって、体力を高め、心身の調和的発達を図ります。

③ 運動における競争や協同の経験を通して、公正に取り組む、互いに協力する、自己の役割を果

たすなどの意欲を育てるとともに、健康・安全に留意し、自己の最善を尽くして運動をする態

度を育てます。

(2) 保健分野

個人生活における健康・安全に関する理解を通して、生涯を通じて自らの健康を適切に管理し、

改善していく資質や能力を育てます。

【技術】

ものづくりなどの実践的・体験的な学習活動を通して、材料と加工、エネルギー変換、生物育成

及び情報に関する基礎的・基本的な知識及び技術を習得するとともに、技術と社会や環境とのかか

わりについて理解を深め、技術を適切に評価し活用する能力と態度を育てます。

【家庭科】

衣食住などに関する実践的・体験的な学習活動を通して、生活の自立に必要な基礎的・基本的な

知識及び技術を習得するとともに、家庭の機能について理解を深め、これからの生活を展望して、

課題をもって生活をよりよくしようとする能力と態度を育てます。

【英語】

中学校三カ年間で、外国語を通じて、言語や文化に対する理解を深め、積極的にコミュニケーシ

ョンを図ろうとする態度の育成を図り、聞くこと、話すこと、読むこと、書くことなどのコミュニ

ケーション能力の育成の基礎を養うことを目標とします。

中学校一年生では、小学校での初歩的な英語を用いて、身近な話題についてコミュニケーション

を図ることができる力を育てることを目標とします。

中学校二年生では、一年生までの学習を基礎として、自分の考えや気持ちに理由を添え、順序立

てて書いたり、話したりしてコミュニケーションできる力を育てることを目標とします。

(1) 小学校で育成されたコミュニケーションの素地を生かし、文字と音の関係を理解させることを

目標とします。

(2) 毎時間宿題を課し、自学できる生徒を育てることを目標とします。また、各種小テストで学習

の定着を適宜確認します。

(3) 話し合い活動を取り入れた学習形態の工夫を行い、学び合う姿勢や論理的思考の素地を育てる

ことを目標とします。

(4) 音読指導と暗写指導を通じて、基礎基本の定着や表現の素地を育成することを目標とします。



６．各教科年間授業時数

１年 ２年 ３年

授業時数 週時数 標準時数 授業時数 週時数 標準時数 授業時数 週時数 標準時数

国語 175 5 140 175 5 140 140 4 105

社会 105 3 105 105 3 105 140 4 140

数学 175 5 140 140 4 105 175 5 140

理科 140 4 105 175 5 140 175 5 140

音楽 45 1.3 45 35 1 35 35 1 35

美術 45 1.3 45 35 1 35 35 1 35

保健体育 105 3 105 105 3 105 105 3 105

技術・家庭 70 2 70 70 2 70 35 1 35

外国語 175 5 140 175 5 140 175 5 140

道徳 35 1 35 35 1 35 35 1 35

特別活動 35 1 35 35 1 35 35 1 35

総合的な学習 50 1.4 50 70 2 70 70 2 70

の時間

総授業時数 1155 33 1015 1155 33 1015 1155 33 1015

※１単位の授業時間は50分です。

７．中学校関係職員

職 名 氏 名 校務分掌 職 名 氏 名 校務分掌

校 長 教 保 健 高１担任

教 頭 体 育 生徒指導部

事務長 （高校 生徒指導部

教 国語 １年担任 諭 所属） 教育相談

理科 １学年主任 家庭科 教育相談

数学 教 務 主 任 技術科 非常勤職員

数学 進路指導主任 ALT

理科 ２学年主任 FLT

英語 ３学年主任 養護教諭 (高校) 保健教育相談部

英語 ２年担任 学 校 医

諭 国語 環境美化 学校歯科医

社会 ３年担任 学校薬剤師

体育 生徒指導主任

美術 非常勤職員



８．校務分掌表

球陽中学 平成30年度 校務分掌表

部 職員名 職 務 内 容 兼務

教 ①高校との連携

務 ②教育課程全般

部 ③年間行事計画及び月間行事計画の企画・立案・調整

） ④月別授業時数・年間授業時数の調査と調整

教 ⑤日々の日程と授業計画の調整･伝達

務 ⑥儀式的行事の企画・運営

主 ⑦卒業式要覧・入学式要覧の作成

任 ⑧学校行事(球陽祭・体育祭等)企画・調整・運営

）

⑨諸行事の点検・評価

⑩スタッフ会議・運営委員会での連絡・調整

⑪中学部会の準備・運営

⑫週報の作成

⑬月間行事計画の板書

⑭授業時間割の編成

⑮時間割の変更に伴う調整

⑯非常勤講師の時数の調整・確保

⑰ＰＴＡ評議委員会等ＰＴＡに関すること

⑱諸表彰の集約

⑲三者面談・夏休みのしおり等の全体に関わる資料の作成

進 ＜進路＞ 学推担当

路 ①高校との連携 校内研修

部 ②諸講座（土曜・早朝）・朝読書・模試の基本計画作成 教科書・副読

） ③模試結果・各種調査結果の報告 本

進 ④中学の考査時間割の作成（高校と調整）

路 ⑤校内実力テスト・学力推移調査の上位者の発表・個表作成

担 ⑥進路年間計画・キャリア教育の計画作成

当 ⑦進路講話の企画・運営

）

⑧進路だよりの計画的な発行

⑨進路関連出版物の購入計画

⑩進路部の予算作成

⑪総合的な学習の時間の全体把握

＜学推担当＞

①県到達度調査に関すること

②全国学力実態調査に関すること



部 職員名 職 務 内 容 兼務

生 ＜生徒指導＞

徒 ①高校との連携 勤怠・ＨＲ係

指 ②年間生徒指導計画等生徒指導に関する企画・立案

導 ③服装・容儀指導

部 ④校内及び校外規律指導

） ⑤勤怠指導(早朝講座・遅刻・欠課・欠席・長欠等)

生 ⑥行事に関する資料の作成(入学式・ｵﾘｴﾝﾃｰｼｮﾝ・休暇心得等)

徒 ⑦生徒指導に関する調査・統計

指 ⑧平和・人権教育・安全指導の計画と実施・講演会等の企画

導 ⑨生徒身分証明証の発行

主 ⑩制服業者選定委員会の計画・実施

任 ⑪全体集会等の指導

生 ＜生徒会関係＞

徒 ①高校との連携

会 ②生徒会全般の企画・運営

担 ③生徒会の諸行事指導

当 ④生徒会予算編成

・ ⑤写真台帳の作成

体 ⑥ＨＲ役員認証に関すること

育 ⑦中学朝会の企画・指導

主 ＜体育主任＞

任 ①体育的行事（体育祭等）の企画・運営

）

②部活動の編成及び指導

③長期休業中の部活動に関する指導

④地区総体に関する指導

＜高校部：勤怠・ＨＲ係＞

①勤怠指導（早朝講座・遅刻・欠課・欠席・長欠等）

②勤怠指導の調査統計の整理・保管

③早朝講座の遅刻指導に関する計画立案

④ＨＲ活動年間計画

⑤ＬＨＲの体育館等施設の利用計画

保 ①高校との連携 ３学年主任

健 ②学校保健年間計画の立案

教 ③薬物乱用防止教室に関する事

育 ④性教育講演会・心の講演会の運営に関する事

相 ⑤エイズ予防デーの特設授業に関する事

談 ⑥学校保健委員会に関する事

部 ⑦教育相談・生徒対象カウンセリング調整

⑧ＱＵ検査に関すること

⑨特別支援教育に関すること

⑩食育全般に関すること



部 職員名 職 務 内 容 兼務

保 ＜３学年主任＞

健 ①学年会の運営全般に関すること

教 ②学年の生活指導、進路指導、安全指導に関すること

育 ③学年ＰＴＡに関すること

相 ④学校行事・学年行事の企画・調整

談 ⑤県外研修に関すること（３学年主任）

部 ⑥卒業アルバムに関すること（３学年主任）

⑦各学年における総合的な学習の時間の企画・調整

⑧学級編成に関する事務

⑨氏名票準備

⑩年休等の補欠計画・授業調整

図 ①高校との連携 ２学年主任

書 ②定期テスト結果集計・席次

視 ③学期末処理・成績判定資料作成支援

聴 ④通知票・指導要録・調査書作成支援

覚 ⑤個人面談カルテの作成

情 ⑥掲示教育

報 ⑦校内放送機器の整備・管理と使用時の補佐

部 ⑧学校ホーム－ページの作成・更新

⑨校務支援システムの検討

＜２学年主任＞

①学年会の運営全般に関すること

②学年の生活指導、進路指導、安全指導に関すること

③学年ＰＴＡに関すること

④学校行事・学年行事の企画・調整

⑤社会見学に関すること（２学年主任）

⑥職場体験学習の計画・調整（２学年主任）

⑦各学年における総合的な学習の時間の企画・調整

⑧学級編成に関する事務

⑨氏名票準備

⑩年休等の補欠計画・授業調整

環 ①高校との連携

境 ②学校美化に関する方針と年間指導計画

整 ③校内清掃計画と指導 中学入試業務

備 ④学校環境全般にわたる整備計画

部 ⑤作業用具の点検修理

⑥破損報告書作成、修理の方法検討

⑦清掃分担区域決定と職員及び生徒の配置

⑧環境美化作業の計画と指導

⑨清掃用具の配備と点検・補充

⑩散水、プランターの管理

⑪勤労生産・奉仕的行事に関すること



部 職員名 職 務 内 容 兼 務

＜入試担当＞

①入学者選抜に関する事務の企画

・要項、執務資料の作成

・各分掌の割当てと各分掌との連携

・判定資料の作成、判定会議の運営

②学校説明会の企画

③学校案内・パンフレットの作成

④新入生オリエンテーションの企画

⑤入試関係文書の処理（県への報告等）

Ｓ ＜ＳＳＨ＞ １学年主任

Ｓ ①高校との連携

Ｈ ②ＳＳＨクラブの指導

部 ③ジュニアドクターの連絡調整

④外部機関・大学との連携

＜１学年主任＞

①学年会の運営全般に関すること

②学年の生活指導、進路指導、安全指導に関すること

③学年ＰＴＡに関すること

④学校行事・学年行事の企画・調整

⑤証明写真・修了写真に関すること（１学年主任）

⑥宿泊研修に関すること（１学年主任）

⑦各学年における総合的な学習の時間の企画・調整

⑧学級編成に関する事務

⑨氏名票準備

⑩年休等の補欠計画・授業調整

９．在籍数、学級担任

年 組 男子 女子 計 担 任 副担任

１ Ａ 22 18 40

２ Ａ 22 18 40

３ Ａ 18 22 40



１０．出身小学校別生徒数

学 校 名 一学年 二学年 三学年 学 校 名 一学年 二学年 三学年

男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計 男 女 計

兼 次 0 0 0 0 1 1 0 0 0 宮 里 2 0 2 0 0 0 1 2 3

中 川 0 0 0 0 0 0 1 0 1 高 原 0 1 1 0 1 1 0 0 0

安 富 祖 0 0 0 0 0 0 0 1 1 室 川 1 0 1 0 1 1 1 0 1

恩 納 0 1 1 0 0 0 0 0 0 美 原 2 1 3 1 0 1 1 0 1

仲 泊 0 0 0 0 0 0 1 0 1 泡 瀬 0 1 1 0 0 0 0 1 1

宮 森 0 0 0 0 1 1 0 0 0 比 屋 根 0 0 0 0 0 0 1 0 1

伊 波 1 0 1 0 0 0 0 2 2 北 谷 0 0 0 1 0 1 0 1 1

天 願 0 1 1 0 1 1 0 0 0 北 玉 0 1 1 0 0 0 0 0 0

田 場 1 0 1 0 1 1 0 0 0 浜 川 1 1 2 0 1 1 3 1 4

兼 原 0 2 2 0 0 0 0 1 1 北谷第二 0 0 0 0 1 1 0 0 0

高 江 洲 0 0 0 0 0 0 0 3 3 普 天 間 1 0 1 0 0 0 0 0 0

中 原 1 1 2 0 1 1 1 2 3 普天間第二 1 2 3 1 0 1 0 0 0

赤 道 1 0 1 0 0 0 1 0 1 大 山 0 0 0 1 0 1 0 0 0

渡 慶 次 0 0 0 0 1 1 0 0 0 宜 野 湾 0 1 1 2 0 2 0 0 0

読 谷 3 0 3 2 0 2 1 0 1 大 謝 名 0 0 0 1 0 1 0 0 0

古 堅 0 0 0 0 1 1 0 0 0 北 中 城 0 0 0 1 0 1 0 1 1

嘉 手 納 1 1 2 1 0 1 2 0 2 島 袋 0 0 0 0 1 1 0 2 2

越 来 0 0 0 1 1 2 0 1 1 中 城 南 1 0 1 2 0 2 0 0 0

コ ザ 0 0 0 0 1 1 0 0 0 浦 城 0 1 1 0 0 0 0 0 0

中 の 町 1 0 1 2 0 2 0 0 0 牧 港 0 0 0 1 0 1 0 0 0

諸 見 3 1 4 0 2 2 0 0 0 鏡 原 0 0 0 0 0 0 0 1 1

島 袋 0 0 0 1 0 1 0 0 0 沖縄ｶﾄﾘｯｸ 0 1 1 2 0 2 1 0 1

山 内 0 0 0 0 1 1 2 2 4 沖縄三育 0 0 0 0 0 0 1 0 1

美 里 0 1 1 0 0 0 0 0 0 沖縄ｱﾐｰｸｽ 0 0 0 1 0 1 0 0 0

ｲﾝﾀｰﾅｼｮﾅﾙ

美 東 1 0 1 1 1 2 0 1 1

計 13 8 21 8 13 21 9 13 22 計 9 10 19 14 5 19 9 9 18



１１．校時表（日課表）

普 通 日 課 水・金 曜 日 課 備考

登校時刻 7:55（第二学年）8:20（第一学年）

朝 の 会 8：45～ 8：55 ① 第一学年の出席点検は8:45に行い

１ 校 時 9：05～ 9：55 ます。早登校として8:20までの登校

２ 校 時 10：05～10：55 と、登校後の朝読書を奨励します。

３ 校 時 11：05～11：55

４ 校 時 12：05～12：55 ② 第二学年は、7:55に登校し、8:20

昼 食 12：55～13：40 まで朝読書を行います。

５ 校 時 13：40～14：30

６ 校 時 14：40～15：30 ② 昼食は、教室にて、全員で揃って

清 掃 15：35～15：45 頂きます。

７ 校 時 15：50～16：40

帰りの会 16：45～16：55 15：50～16:00

下 校 17：00 16：00

１２．中学校時間割表

(1)１年Ａ組

月 火 水 木 金

１ 英／理 社／英 英／理 英／理 理／英

２ 体 数／国 音 美 数／国

３ 国／数 技家 数／国 音／美 国／数

４ 理／社 技家 国／数 総 英／理

５ 数／国 体 社／英 理／数 体

６ 社／英 国／数 理／社 数／国 学

７ 道 英／社 国／英

(2)２年Ａ組

月 火 水 木 金

１ 国／数 国／数 社 美 国／数

２ 体 理／英 英／理 総 理／英

３ 社 技家 音 数／国 英／理

４ 数／国 技家 理／英 社 数／国

５ 英／理 体 国／数 英／理 体

６ 理／英 英／理 数／国 理／英 学

７ 道 数／国 国／数

(３)３年Ａ組

月 火 水 木 金

１ 社 理 国 理 社

２ 理 技家 数 英 英

３ 体 数 社 理 数

４ 数 音 体 美 体

５ 英 英 理 総 国

６ 国 社 英 総 学

７ 道 国 数



１３．使用教科書

種目 発行者

国 語 三省堂

書 写 東京書籍

社会（地理的分野） 帝国書院

社会（歴史的分野） 帝国書院

社会（公民的分野） ※今年度選定

地 図 帝国書院

数 学 数研出版

理 科 東京書籍

音楽（一般） 教育芸術社

音楽（器楽） 教育芸術社

美 術 日本文教出版

保健体育 学研教育みらい

技術分野 東京書籍

家庭分野 東京書籍

英 語 開隆堂出版



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

0 1

0 1

0 1

／ ／ ／ ／ 行 行 Ｌ ／

／ 行 Ｌ 行 行 ／ ／ ／

／ 行 Ｌ 行 行 ／ ／ ／

● Ｌ 行 行 ○ ○ ○ Ｌ 5 2

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 7 2

● 行 ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 2

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 3

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 3

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 3

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 4

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 4

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 4

● ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 5 5

● ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 5 5

● ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 5 5

■ ■ ■ ■ 0 6

■ ■ ■ ■ 0 6

■ ■ ■ ■ 0 6

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 1

● ※ ※ ○ ○ ○ ○ ○ 7 1

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 1

● ※ ※ ※ ※ ○ ○ ○ 7 7

● ※ ※ ※ ※ ※ ※ 総 7 7

● ※ ※ ※ ※ ※ ※ ○ 7 7

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 8

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 8

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 8

● ○ ○ ○ ○ (行) (行) (行) 7 9

● ○ ○ ○ ○ (行) (行) (行) 7 9

● ○ ○ ○ ○ (行) (行) (行) 7 9

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 10

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 10

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 10

■ ■ ■ ■ 0 11

■ ■ ■ ■ 0 11

■ ■ ■ ■ 0 11

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 行 12

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 行 12

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 行 12

● ○ ○ ○ (行) (行) (行) (行) 7 13

● ○ ○ ○ (行) (行) (行) (行) 7 13

● ○ ○ ○ (行) (行) (行) (行) 7 13

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 14

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 14

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 14

● 総 総 総 総 総 総 総 7 15

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 15

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 15

／ 総 総 総 総 総 総 総 7 16

／ 行 行 行 行 行 行 0 16

／ 行 行 行 行 行 行 0 16

月
累計

月
累計

85 84

90 85 84

備考

２年 ３年

 授業日数
16 16 16

16 16 16

１年

 授業時数
90

30 月 振替休日

29 日 昭和の日

28 土

27 金 1学年宿泊学習（2日目）、遠足（2年：こどもの国、3年：サンセットビーチ）

26 木 1学年宿泊学習(初日）、１学年SSHアンケート、3年内科検診

25 水 金012345Ｌ、1学年朝会

24 火 火0123、新体力テスト、大学予約奨学金説明会（３年国英科）

23 月
１年：月012345総行、2・3年：月0123456行、1学年宿泊研修説明会（6校時）、防災訓練（7校
時）、大学予約奨学金説明会（３年理数科）

22 日

21 土
土曜講座②、R-CAP（１年）、学部・学科適性試験（２年）、総合学力記述模試（３年）、ＰＴＡ主
催奨学金説明会（3年保護者対象）

20 金

19 木 木01234、身体測定・歯科検診（全学年）、2年内科検診

18 水 2学年朝会、美化委員会、Ｘ線・心電図

17 火
第１回実力テスト（1年：火0テ567、2・3年：火0テ7）、スタ場１開講式（２・３年）、前期放課後講
座開始（２・３年）

16 月 達成度テスト（2年）

15 日

14 土 土曜講座①、第１回スタディーサポート（全学年）

13 金 金01245、対面式・部紹介、1年顔写真撮影

12 木 水0123456、尿検査（～13日）、3学年朝会

11 水 火01234567、1年内科検診、美化委員会発足

10 火
木0123567Ｌ、LHR(新歓と対面式の話し合い)、1校時(1年：LHR、3年：学年集会)、2・3校時(1
年：学校オリテ)

9 月 就任式・始業式・全体清掃、入学式

8 日

7 土

6 金

5 木

4 水

3 火

2 月 新入生教科書・副読本・体育着販売

1 日

平成３０年度　年間行事計画　４月
［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 17

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 17

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 17

● 行 行 行 行 行 行 0 18

● 行 行 行 行 行 行 0 18

● 行 行 行 行 行 行 0 18

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 19

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 20

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 20

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 20

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 21

● ※ ※ 総 ／ ／ ／ 3 21

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 21

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ ／ 2 22

● ※ ※ 行 ／ ／ ／ ／ 2 22

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ ／ 2 22

● ※ ※ 行 ／ ／ ／ 2 23

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 23

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 23

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 24

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 24

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 24

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 25

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 ／ 6 25

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 25

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 26

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 26

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 26

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 27

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 27

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 27

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 28

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 28

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 28

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 29

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 29

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 29

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 30

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 ／ 6 30

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 30

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 31

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 31

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 31

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 32

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 32

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 32

● 行 ○ ○ ○ ○ ○ 5 33

● 行 ○ ○ ○ ○ ○ 5 33

● 行 ○ ○ ○ ○ ○ 5 33

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 34

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 34

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 34

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 35

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 35

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 35

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 36

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 36

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 36

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 37

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 37

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 37

月
累計

月
累計

111 110

200 196 194

備考 OIST科学英語講演会（希望者：放課後）

２年 ３年

 授業日数
21 21 21

37 37 37

１年

 授業時数
110

31 木 推薦入試受験希望者説明会（３年理数科：放課後）、美化委員会

30 水 高校総体⑤、1学年朝会、AO入試受験希望者説明会（３年：放課後）

29 火 高校総体④

28 月 高校総体③

27 日 高校総体②

26 土 高校総体①

25 金 金0行12345、個人面談⑧、高校総体開会式、高校総体推戴式（行）

24 木 木0123457、個人面談⑦

23 水 2学年朝会、個人面談⑥

22 火 火0123457、個人面談⑤

21 月 月0123457、個人面談④

20 日

19 土 土曜講座③、GPS－Academic（１年）

18 金 進路統一LHR（１・２年：選択科目決定に向けて）

17 木 木0234567、個人面談③

16 水 個人面談②、3学年朝会、琉球大学校内説明会

15 火 火0123467、個人面談①、スタ場１開講式（１年）、身なり指導週間

14 月 代休

13 日 月0167、授業参観（PTA総会）

12 土

11 金 中間考査③、選択科目説明会③（１年生全員）

10 木 中間考査②、選択科目説明会②（2年生理数科）

9 水 中間考査①、選択科目説明会①（2年生国際英語科）

8 火 木01234567

7 月

6 日

5 土 こどもの日

4 金 みどりの日

3 木 憲法記念日

2 水 新入生歓迎球技大会

1 火

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　５月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 38

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 38

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 38

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 39

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 39

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 39

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 40

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 40

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 40

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 41

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 41

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 41

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 42

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 42

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 42

● ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 5 43

● ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 5 43

● ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 5 43

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 44

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 44

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 44

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 45

● ○ ○ ○ ○ 総 ／ ／ 5 45

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 45

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 46

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 46

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 46

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 47

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 47

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 47

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 48

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 48

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 48

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 49

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 49

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 49

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 50

● ○ ○ ○ ○ 総 ／ ／ 5 50

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 50

／ 行 行 行 行 行 行 0 51

／ 行 行 行 行 行 行 0 51

／ 行 行 行 行 行 行 0 51

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 52

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 52

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 52

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 53

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 53

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 53

／ (行) (行) (行) (行) (行) (行) (行) 7 54

／ (行) (行) (行) (行) (行) (行) (行) 7 54

／ (行) (行) (行) (行) (行) (行) (行) 7 54

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 55

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 55

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 55

● ○ ○ ○ ○ ○ 行 5 56

● ○ ○ ○ ○ ○ 行 5 56

● ○ ○ ○ ○ ○ 行 5 56

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 57

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 57

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 57

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 58

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 58

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 58

月
累計

月
累計

117 117

317 313 311

備考 サイエンスダイアログ（2年国際英語科総学実施時期変更）

２年 ３年

 授業日数
21 21 21

58 58 58

１年

 授業時数
117

30 土

29 金 体育祭予備日

28 木

27 水 水023456行、１学年朝会、体育祭後夜祭（行）

26 火 身なり指導週間

25 月 代休

24 日 第７回体育祭

23 土 慰霊の日

22 金 金012345、体育祭練習⑬

21 木 木012356、体育祭練習⑪⑫

20 水 体育祭予行演習

19 火 火034567、体育祭練習⑨⑩

18 月 月023456、体育祭練習⑦⑧

17 日

16 土

15 金 水013456、体育祭練習⑥、2学年朝会

14 木 木014567、体育祭練習④⑤、2学年朝会

13 水 水023456、体育祭練習③、美化委員会

12 火 火012567、体育祭練習①②

11 月

10 日

9 土 土曜講座⑤、第１回小論文模試（３年希望者）

8 金 金01345行Ｌ、野球部推戴式・高校総体表彰式（行）、教育実習生との懇談会（放課後）

7 木

6 水 3学年朝会、学年弁論大会

5 火

4 月 教育実習開始

3 日 第1回英検1次

2 土 土曜講座④、第１回小論文模試 （１・２年）、総合学力マーク模試 （３年）

1 金 推薦入試受験希望者説明会（３年国英科：放課後）、進路統一LHR（全学年：合格体験記）

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　６月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 59

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 59

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 59

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ ／ 2 60

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ ／ 2 60

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ ／ 2 60

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ 3 61

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ 3 61

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ 3 61

● ※ △ △ △ ○ ○ ○ 7 62

● ※ △ △ △ ○ ○ ○ 7 62

● ※ △ △ △ ○ ○ ○ 7 62

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 63

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 63

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 63

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 64

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 64

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 64

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 65

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 65

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 65

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 66

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 66

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 66

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ (行) 7 67

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ (行) 7 67

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ (行) 7 67

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 68

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 68

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 68

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 69

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 69

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 69

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 70

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 70

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 70

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ (行) 7 71

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ (行) 7 71

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ (行) 7 71

／ (行) (行) (行) (行) (行) (行) 6 72

／ (行) (行) (行) (行) (行) (行) 6 72

／ (行) (行) (行) (行) (行) (行) 6 72

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 73

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 73

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 73

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 74

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 74

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 74

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ 3 75

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ 3 75

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ 3 75

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 76

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 76

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 76

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ 3 77

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ 3 77

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ 3 77

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 78

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 78

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 78

● ○ ○ 行 Ｌ ／ ／ ／ 3 79

● ○ ○ 行 Ｌ ／ ／ ／ 3 79

● ○ ○ 行 Ｌ ／ ／ ／ 3 79

月
累計

月
累計

101 101

418 414 412

備考
サイエンスイングリッシュラボ（希望者：三者面談期間中の午後）、卒業アルバム写真撮影、安
全講話

２年 ３年

 授業日数
21 21 21

79 79 79

１年

 授業時数
101

31 火 火012行Ｌ、1学期終業式（行）、第２回推薦入試受験希望者説明会（３年：放課後）

30 月
月0567、三者面談⑥、夏期集中特別講座⑥、第２回AO推薦入試受験希望者説明会（３年放
課後）

29 日

28 土

27 金 金0345、三者面談⑤、夏期集中特別講座⑤

26 木 木0567、三者面談④、夏期集中特別講座④

25 水 水0123、三者面談③、夏期集中特別講座③、1学年朝会

24 火 火0456、三者面談②、夏期集中特別講座②

23 月 月0124、三者面談①、夏期集中特別講座①

22 日

21 土 土曜講座⑦、第２回小論文模試（３年希望者）

20 金 校内弁論大会(国語・英語)

19 木 木0123457行、生徒総会（行）

18 水 2学年朝会

17 火 月01234567

16 月 海の日

15 日 GTEC-CBT （希望者）

14 土

13 金 進路統一LHR（全学年：第１回進路調査）、第1回難関大学志望者の集い（放課後）

12 木 木0123467行、生徒会役員選挙（行）

11 水 3学年朝会

10 火

9 月 身なり指導週間

8 日

7 土 土曜講座⑥、総合学力テスト （１・２年）、総合学力記述模試 （３年）

6 金 進路統一LHR（3年：進路講演会）、2学期HR役員選出（1・2学年）

5 木 木0テ123456、期末考査④、45分授業(２～４校時)

4 水 期末考査③

3 火 期末考査②

2 月 期末考査①

1 日 第1回英検2次

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　７月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

／ 行 ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 80

／ 行 ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 80

／ 行 ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 80

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 81

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 ／ 6 81

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 81

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 6 82

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 82

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 82

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 83

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 83

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 83

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 84

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 84

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 84

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 85

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 85

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 85

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 6 86

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 86

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 86

● ※ ※ ※ ※ ※ ○ ○ 7 87

● ※ ※ ※ ※ ※ ○ ○ 7 87

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 87

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 88

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 88

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 88

月
累計

月
累計

56 56

474 470 468

備考 SSH生徒研究発表会、沖縄科学技術シンポジウム（OASES）

２年 ３年

 授業日数
9 9 9

88 88 88

１年

 授業時数
56

31 金

30 木 木01234567、第2回実力テスト（1・2年）

29 水 水0134562、3学年朝会、1年生インターンシップ事業所マッチング（6校時）

28 火

27 月

26 日

25 土 旧盆（ウークイ）

24 金 旧盆（ナカヌヒ）

23 木 金012345Ｌ、旧盆（ウンケー）、進路統一LHR（１・２年：進路講演会）

22 水 水0234561、小論文ガイダンス（職員・生徒）、１年生インターンシップガイダンス（6校時）

21 火 火0123467、推薦出願セット提出〆切１７：００（３年）、中期放課後講座開始

20 月 月行23456、2学期始業式・HR役員認証式、スタ場２開講式

19 日

18 土 第２回河合全統記述模試 （３年希望者）

17 金

16 木

15 水

14 火

13 月

12 日

11 土 山の日

10 金

9 木

8 水

7 火

6 月

5 日 大学別模試 （３年希望者）

4 土 第２回河合全統マーク模試 （３年希望者）、河合全統高１・高２模試 （１・２年希望者）

3 金

2 木

1 水

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　８月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 89

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 89

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 89

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 90

● ○ ○ ○ ○ 総 総 総 7 90

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 90

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 91

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 91

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 91

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 92

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 92

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 92

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 93

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 93

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 93

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 94

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 94

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 94

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 95

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 95

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 95

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 96

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 96

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 96

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 97

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 97

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 97

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 98

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 98

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 98

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 99

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 99

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 99

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 6 100

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 100

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 100

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 101

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 101

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 101

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 102

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 102

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 102

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 103

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 103

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 103

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 104

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 104

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 104

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ ／ 2 105

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ ／ 2 105

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ ／ 2 105

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 106

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 106

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 106

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

月
累計

月
累計

105 105

579 575 573

備考 球陽SSH講座、SSH探究Ⅱ中間発表

２年 ３年

 授業日数
18 18 18

106 106 106

１年

 授業時数
105

30 日

29 土 土曜講座⑩、第３回小論文模試（３年希望者）、３年土曜講座終了

28 金 中間考査③

27 木 中間考査②

26 水 中間考査①

25 火 木01234567

24 月 振替休日

23 日 秋分の日

22 土

21 金 1学年インターンシップ事前アンケート（6校時）

20 木

19 水
水0124563、1学年朝会、第２回推薦出願セット提出〆切１７：００（３年）、１年生ビジネスマ
ナー講座（6校時）

18 火

17 月 敬老の日

16 日

15 土

14 金

13 木

12 水 2学年朝会

11 火

10 月 第2回推薦再募集（３年希望者）

9 日

8 土 土曜講座⑨、第１回ベネッセ・駿台マーク模試 （３年）

7 金 進路統一LHR（３年：センター願書配布説明）

6 木

5 水 3学年朝会（センター願書説明会）

4 火 国際英語科2年県立博物館見学（5～7校時）

3 月 身なり指導週間

2 日

1 土 土曜講座⑧、第２回スタディーサポート （１・２年）

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　９月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 107

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 107

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 107

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 108

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 108

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 108

● 総 総 総 総 総 総 総 7 109

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 109

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 109

● 総 総 総 総 総 総 総 7 110

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 110

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 110

● 総 総 総 総 総 総 総 7 111

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 111

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 111

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 112

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 112

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 112

● ○ ○ ○ (行) (行) (行) 6 113

● ○ ○ ○ (行) (行) (行) 6 113

● ○ ○ ○ (行) (行) (行) 6 113

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 114

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 114

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 114

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 115

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 115

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 115

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ 行 行 ／ 4 116

● ○ ○ ○ ○ 行 行 ／ 4 116

● ○ ○ ○ ○ 行 行 ／ 4 116

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 117

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 117

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 117

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 118

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 118

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 118

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 119

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 119

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 119

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 120

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 120

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 120

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 121

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 121

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 121

● (行) (行) (行) (行) (行) (行) (行) 7 122

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 122

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 122

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 123

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 123

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 123

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 124

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 124

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 124

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 125

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 125

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 125

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 126

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 126

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 126

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 127

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 127

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 127

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 128

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 128

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 128

月
累計

月
累計

142 142

723 717 715

備考 球陽SSH講座、JICA交流授業（1年理数科探究Ⅰ授業実施時期変更）、証明写真撮影（3年）

２年 ３年

 授業日数
22 22 22

128 128 128

１年

 授業時数
144

31 水

30 火 新人大会④

29 月 新人大会③

28 日 新人大会②

27 土 新人大会①、河合全統医進模試 （３年希）、北予備大学別模試 （３年希）

26 金 中期放課後講座終了

25 木

24 水 1学年朝会

23 火 理科野外実習（1年）

22 月

21 日

20 土 第３回河合全統マーク模試 （３年希）、大学別模試 （３年希）

19 金 新人大会推戴式

18 木

17 水 2学年朝会

16 火

15 月 代休

14 日 月01234、創立３０周年記念式典（予定）

13 土 土曜講座⑪、第2回ベネッセ・駿台記述模試 （３年）、駿台全国模試 （１・２年希）（放課後）

12 金 センター試験100日前集会

11 木

10 水 水0126、芸術鑑賞

9 火 代休

8 月 体育の日

7 日 第2回英検1次、大学別模試 （３年希）、第３回河合全統記述模試 （３年希）

6 土 木01234567、つくば・海外研修説明会、学校説明会

5 金 インターンシップ③（１年）、2学年球技大会②（放課後）

4 木 月01234567、インターンシップ②（１年）、2学年球技大会①（放課後）

3 水 インターンシップ①（１年）、3学年朝会

2 火

1 月 身なり指導週間

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　１０月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 129

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 129

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 129

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 130

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 130

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 130

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 131

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 131

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 131

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 132

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 132

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 132

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 133

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 133

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 133

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 134

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 134

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 134

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 135

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 135

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 135

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 136

／ 総 総 総 総 総 総 総 7 136

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 136

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 137

／ 総 総 総 総 総 総 総 7 137

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 137

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 138

／ 総 総 総 総 総 総 総 7 138

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 138

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 139

／ 総 総 総 総 総 総 総 7 139

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 139

● ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 5 140

／ 総 総 総 総 総 総 総 7 140

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 140

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 141

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 141

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 141

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 142

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 142

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 142

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 143

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 143

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 143

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 144

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 144

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 144

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 145

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 145

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 145

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 146

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 146

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 146

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 147

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 147

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 147

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 148

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 148

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 148

● ※ △ △ △ ○ Ｌ 6 149

● ※ △ △ △ ○ Ｌ 6 149

● ※ △ △ △ ○ Ｌ 6 149

月
累計

月
累計

129 127

849 846 842

備考 SSHアンケート（全学年：期末テスト）、受験生激励会（3年）

２年 ３年

 授業日数
21 21 21

149 149 149

１年

 授業時数
126

30 金
金0テ2345Ｌ、期末考査④、45分授業（2～4校時)、進路統一LHR（２年：進路講演会）、１年美
化作業（卒業式に向けて）、PTA主催受験生激励会（ぜんざい作り）

29 木 期末考査③

28 水 期末考査②

27 火 期末考査①

26 月

25 日

24 土

23 金 勤労感謝の日

22 木

21 水 2学年朝会、美化委員会（1･2年生：鉢の植え替えについて）

20 火

19 月 身なり指導週間

18 日

17 土 大学別模試 （３年希）、駿台センタープレ （３年希）

16 金 第18回合唱コンクール（1年：行事・LHR）、進路統一LHR（３年：検討会ワークシート記入②）

15 木

14 水 1学年朝会、1学年球技大会③（放課後）

13 火 1学年球技大会②（放課後）

12 月 2学年海外・つくば研修（16日まで）、1学年球技大会①（放課後）

11 日

10 土 土曜講座⑬（1年）、大学入試共通プレテスト（2年）

9 金 進路統一LHR（３年：検討会ワークシート記入①）

8 木

7 水 3学年朝会

6 火

5 月

4 日 第2回英検2次

3 土 文化の日、土曜講座⑫、総合学力テスト （１・２年）　第３回ベネッセ駿台マーク （３年）

2 金 心の健康講話（6校時）

1 木 後期放課後講座開始

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　１１月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 150

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 150

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 150

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 151

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 151

● ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ 4 151

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 152

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 152

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 152

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 153

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 153

● ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ 4 153

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 154

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 154

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 154

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 155

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 155

● ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ 4 155

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 156

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 156

● ○ ○ ○ ○ ／ ／ ／ 4 156

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 157

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 157

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 157

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 158

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 158

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ ／ 5 158

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 159

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 159

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 159

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 160

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 160

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 160

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 161

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 161

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 161

● ○ ○ ○ ○ ／ ／ 4 162

● ○ ○ ○ 総 ／ ／ 4 162

● ○ ○ ○ ○ ／ ／ 4 162

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 163

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 163

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 163

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 164

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 164

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 164

● ○ ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 6 165

● ○ ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 6 165

● ○ ○ ○ ○ ○ 行 Ｌ 6 165

月
累計

月
累計

102 88

951 948 930

備考

２年 ３年

 授業日数
16 16 16

165 165 165

１年

 授業時数
102

31 月

30 日

29 土

28 金

27 木

26 水

25 火 火012345行Ｌ、2学期終業式

24 月 振替休日

23 日 天皇誕生日、北予備センターファイナル② （３年希）（琉大にて）

22 土 北予備センターファイナル① （３年希）（琉大にて）

21 金 進路統一LHR(１・２年：第２回進路調査）

20 木

19 水 火04567、1学年朝会

18 火 水0123456、SSHⅡ校内発表会、２年生対象推薦入試説明会（放課後）

17 月

16 日

15 土 土曜講座⑮、第２回小論文模試（１・２年）

14 金 学級懇談会

13 木 3学年三者二者面談⑬⑭

12 水 2学年朝会

11 火 3学年三者二者面談⑩⑪⑫

10 月 身なり指導週間、3学年三者二者面談⑦⑧⑨

9 日

8 土

7 金 3学期HR役員選出

6 木 3学年三者二者面談④⑤⑥

5 水 3学年朝会

4 火 3学年三者二者面談①②③

3 月 2年美化作業(卒業式に向けて)

2 日

1 土 土曜講座⑭、河合センタープレ （３年）、GPS-Academic  (２年）

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　１２月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

／ 行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 166

／ 行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 166

／ 行 ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 166

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 167

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 167

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 167

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 168

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 168

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 168

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 169

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 169

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 169

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 170

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 170

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 170

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 171

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 171

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 171

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 172

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 172

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 172

● ○ ○ ○ 行 ／ ／ ／ 3 173

● ○ ○ ○ 行 ／ ／ ／ 3 173

● ○ ○ Ｌ 行 ／ ／ ／ 3 173

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 174

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 174

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 174

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 175

● ※ ※ ※ ※ ※ ※ ※ 7 175

● 行 行 行 行 ／ ／ ／ 0 175

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 176

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 ／ 6 176

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 176

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 177

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 177

● ○ ○ ○ ○ ○ ／ 5 177

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 178

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 178

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 178

● ○ ○ ○ Ｌ 行 Ｌ 5 179

● ○ ○ ○ Ｌ 行 Ｌ 5 179

● ○ ○ ○ Ｌ 行 Ｌ 5 179

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 180

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 180

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 180

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 181

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 181

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 181

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 182

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 182

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 182

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 183

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 183

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 183

月
累計

月
累計

94 85

1045 1042 1015

備考 SSH台湾サイエンス海外研修（1月8日～11日）

２年 ３年

 授業日数
18 18 18

183 183 183

１年

 授業時数
94

31 木 美化委員会

30 水 火0123456、小論文ガイダンス（２年・放課後）

29 火 休校

28 月 月0567、3学年三者二者面談（午後）

27 日 球陽中学選抜入試

26 土 駿台全国模試 （１・２年希）

25 金 金0123Ｌ行Ｌ、中学入試会場設営（LHR)、予餞会（行・ＬＨＲ）、校舎退出（17時）

24 木

23 水 水012345、1学年朝会

22 火 火0123567

21 月
リアルチャレンジセンター模試(2年)、センター試験自己採点(3年)、PTA主催2学年激励会（カ
レー作り）

20 日 センター試験最終日

19 土 センター試験初日、土曜講座⑯、総合学力記述模試 （１・２年）

18 金 推薦入試（生徒休校、15時以降登校可）

17 木 1･2年：木0567、3年：木056Ｌ、推薦入試会場作成、センター試験直前集会（3年：3校時）

16 水 月0123467、2学年朝会、後期放課後講座終了（３年）

15 火

14 月 成人の日

13 日

12 土

11 金
進路統一LHR（１年：進路探究レポート、２年：第一志望届の取り組み、３年：センター受験上
の注意）、第４回小論文模試（３年希望者）

10 木

9 水 3学年朝会

8 火

7 月 月行123567、3学期始業式、3学期HR役員認証式、スタ場３開講式（１・２年）

6 日

5 土

4 金

3 木

2 水

1 火 元日

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　１月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 184

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 184

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 184

● 行 行 行 行 行 行 行 0 185

● (行) (行) (行) (行) (行) (行) (行) 7 185

● ○ ○ ○ ／ ／ ／ ／ 3 185

● 行 行 行 行 行 行 行 0 186

● (行) (行) (行) (行) (行) (行) (行) 7 186

● 行 行 行 行 行 行 行 0 186

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 187

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 187

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 187

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 188

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 188

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 188

● ○ ○ ○ ○ ／ ／ 4 189

● ○ ○ ○ ○ ／ ／ 4 189

● ○ ○ ○ 行 ／ ／ 3 189

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 190

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 190

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 190

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 191

● ※ ※ ／ ／ ／ ／ 2 191

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 191

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 192

● ※ ※ ※ ／ ／ ／ ／ 3 192

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 192

● ※ △ △ △ ○ Ｌ 6 193

● ※ △ △ △ ○ Ｌ 6 193

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 193

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 194

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 194

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 194

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 195

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 195

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 195

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 196

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 196

／ Ｌ 行 行 ／ ／ ／ 1 196

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 197

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 197

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 197

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 198

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 198

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 198

■ ■ ■ ■

■ ■ ■ ■

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 199

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 199

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 199

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 7 200

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 総 7 200

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 200

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 201

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 201

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 201

● Ｌ Ｌ 行 行 行 行 行 2 202

● Ｌ Ｌ 行 行 行 行 行 2 202

／ Ｌ Ｌ 行 行 行 行 行 2 202

月
累計

月
累計

106 27

1137 1148 1042

備考 サイエンスダイアログ（2年理数科探究Ⅱ）

２年 ３年

 授業日数
19 19 19

202 202 202

１年

 授業時数
92

28 木 木0LＬ行、卒業式準備

27 水

26 火

25 月

24 日 第3回英検2次

23 土 土曜講座⑱

22 金 後期放課後講座終了（１・２年）

21 木

20 水 3学年出校日、1学年朝会

19 火

18 月 身なり指導週間

17 日

16 土

15 金 金0テ1245Ｌ、期末考査④、45分授業（2～4校時）、進路統一LHR（１年：進路講演会）

14 木 期末考査③

13 水 期末考査②

12 火 期末考査①、3学年進学就職準備期間(～27日)、3学年出校日

11 月 建国記念の日

10 日

9 土 土曜講座⑰、センター試験早期対策模試 （２年）

8 金 1･2年：木01234、3年：木0123行、3学年授業最終日、3学年集会（行）

7 木 火01234567、県立高校一般入試受け付け最終日

6 水 2学年朝会、第２回難関大志望者の集い（放課後）

5 火 ワックス作業

4 月 代休

3 日

2 土 SSH生徒研究発表会、3年（月の特別編成授業）

1 金 ポリッシャー講習会

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　２月



0 1 2 3 4 5 6 7 計 日数

／ 行 行 行 行 行 行 0 203

／ 行 行 行 行 行 行 0 203

／ 行 行 行 行 行 行 0 203

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 204

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 204

● ○ ○ ○ Ｌ ／ ／ ／ 4 205

● ○ ○ ○ Ｌ ／ ／ ／ 4 205

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 206

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 206

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 207

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 207

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 208

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 208

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 209

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 209

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 210

／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ ／ 0 210

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 211

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 211

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 212

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 212

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 213

● ○ ○ ○ ○ ○ Ｌ 6 213

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 214

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 214

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ ／ 6 215

● ○ ○ ○ ○ ○ 総 ／ 6 215

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 216

● ○ ○ ○ ○ ○ ○ 6 216

● 行 行 行 Ｌ ／ ／ 1 217

● 行 行 行 Ｌ ／ ／ 1 217

月
累計

月
累計 1201 1042

２年 ３年

 授業日数
-202 -202 1

0 0 203

53 0

備考 県外SSH校交流研修、海外サイエンス体験短期研修

１年

 授業時数
53

1190

31 日

30 土

29 金

28 木

27 水

26 火

25 月

24 日

23 土

22 金 修了式

21 木 春分の日

20 水 1学年朝会

19 火 火0234567、美化作業②

18 月 月0123467、美化作業①

17 日

16 土

15 金 進路統一LHR(１・２年：合格者との懇談会）

14 木 木0123456

13 水 2学年朝会

12 火

11 月 月0123567

10 日

9 土

8 金 入試処理

7 木 県立高校入学選抜学力検査最終日

6 水 県立高校入学選抜学力検査初日

5 火 火0456Ｌ、入試会場設営、全体清掃

4 月 月0123457、美化委員会（入試に向けて）

3 日

2 土

1 金 卒業式

［球陽］高等学校［全日制］課程

日 曜 行事名（高校）
授業実施計画

平成３０年度　年間行事計画　３月



1学年 ２学年 ３学年 体育館 グラウンド

9 月 就任式・始業式・入学式 １学期のＨＲ役員選出 １学期のＨＲ役員選出

１校時　１学期のＨＲ役員選出

７校時　新歓球技・対面式について　　 ７校時　新歓球技・対面式について　　 ７校時　学年集会　　

13 金 対面式・部紹介 対面式・部紹介 対面式・部紹介 対面式・部紹介

20 金 1学年宿泊学習、２・３年遠足 1学年宿泊学習について 遠足について 遠足について

25 水 進路統一LHR（１年） ポートフォリオ説明会 学級レク ３-１２ ３-３４

5 18 金 進路統一LHR（１・２年） 進路統一LHR（選択科目） 進路統一LHR（選択科目） 進路関連 ３-５６
３-７
２-７

1 金 進路統一LHR（合格体験記） 進路統一LHR（合格体験記） 進路統一LHR（合格体験記） 進路統一LHR（合格体験記）

8 金 進路関連
予備(体育

祭)
予備（体
育祭）

29 金 体育祭予備日 進路関連 ３-３４ ３-１２

6 金
進路統一LHR（3年進路講演
会）

２学期ＨＲ役員選出 ２学期ＨＲ役員選出
進路統一LHR（3年進路講
演会）

13 金
進路統一LHR（第1回進路調
査）

進路統一LHR（第1回進路
調査）

進路統一LHR（第1回進路
調査）

進路統一LHR（第1回進路
調査）

31 火 １学期終業式　全体清掃 １学期終業式　全体清掃 １学期終業式　全体清掃 １学期終業式　全体清掃

23 木 進路統一ＬＨＲ（進路講演会） 進路講演会 進路講演会 進路調査

31 金 実力テスト 進路関連
３-７
２-７

３-５６

7 金 進路統一ＬＨＲ（３年） 学級レク センター願書配布説明 ２-５６ ２-１２

14 金 学級レク 進路関連 ２-１２ ２-３４

21 金
1学年インターンシップ事前
アンケート

学級レク 進路関連 ２-３４ ２-５６

5 金 インターンシップ③ 2年生球技大会（放課後） 進路関連 ２学年 予備

12 金
センター試験100日前集会（体
育館）

センター試験100日前集会
（体育館）

センター試験100日前集会
（体育館）

センター試験100日前集会
（体育館）

19 金 新人大会推戴式 新人大会推戴式 新人大会推戴式 新人大会推戴式

26 金 学級レク 進路関連 １-１２ １-３４

2 金 心の健康講話 心の健康講話 心の健康講話 心の健康講話

9 金 進路統一ＬＨＲ（３年） 1年生球技大会（放課後） 検討会ワークシート記入① １学年 予備

16 金 進路統一ＬＨＲ（３年） 校内合唱コンクール つくば研修 検討会ワークシート記入②

30 金 進路統一ＬＨＲ（１・２年） 美化作業 進路講演会 進路関連 予備

7 金 3学期ＨＲ役員選出 3学期ＨＲ役員選出 3学期ＨＲ役員選出

14 金 学級懇談会 学級レク 進路関連 １-５６ １-１２

21 金 進路統一ＬＨＲ（１・２年） 第2回進路調査 第2回進路調査 進路関連

25 火 ２学期終業式　全体清掃 ２学期終業式　全体清掃 ２学期終業式　全体清掃 ２学期終業式　全体清掃

11 金 進路統一ＬＨＲ 進路探求レポート 第一志望届の取り組み センター受験上の注意

17 木 ３年生ＬＨＲ 学級レク センター試験直前集会 １-５６

25 金 中学入試会場設営・予餞会 中学入試会場設営・予餞会 中学入試会場設営・予餞会 中学入試会場設営・予餞会

1 金 学級レク 三年間をふり返って １-３４ １-７

15 金 進路統一ＬＨＲ（１年）
進路統一ＬＨＲ
（進路講演会）

予備

22 金 学級レク １-７ 予備

28 水 卒業式準備

5 金 高校入試会場設営

15 月 進路統一ＬＨＲ（１・２年） 合格者との懇談会 合格者との懇談会 予備 予備

22 金 修了式 修了式 修了式

平成30年度　ロングホームルーム年間計画表

月 日
曜
日

目　　　　　　　　　　標

1

火

10

10

3

7

2

12

「予備」は、行事の変更や雨天中止などの理由で体育館・グラウンドを使用できなかったクラスが代替日として優先使用できる日とします。
３年生から優先して組んでいく、２学期前半で３年生の割り当てが終えられるように。

１年生オリエンテーション

（全体）生徒自らの力で選択し、行動するという自己決定の場を数多く与え、その行為に責任を持つという経験を通して自己指
　　　　 導能力を育成する。ホームルーム活動を通して集団生活における人間関係のあり方、自己理解と生き方について深く
　　　　 考え、意識を高めるよう継続的な指導を行う。
１学年（ホームルームや学校生活への適応を図るとともに、生徒理解を深め、ホームルームの融和を図る。）
２学年（集団の一員としての自覚を深め、社会の一員として責任ある行動ができるようにする。）
３学年（集団や社会の一員としてよりよい生活や人間関係を築こうとする自主的、実践的な態度を育む。）

主な行事

4

6

8

9

11



Ⅷ 防 災 計 画 （学校要覧掲載用）

１．火災取締責任者 責任者

棟 教 室 火災取締責任者 棟 教 室 火災取締責任者

事 務 室 コモンスペース

校 長 室 職員室(中学部)

保 健 室 図 書 準備室

管 公 仕 室 図 書 閲覧室

教 育 相 談 室 中 国 際 教養室

進 路 室 Ｌ Ｌ 準備室

理 職 員 室 Ｌ Ｌ 教室１

会 議 室 Ｌ Ｌ 教室２

生 徒 指 導 室 央 講義室 １・２

棟 印 刷 室 数 学 演習室

教 材 室 ＣＡＩ 準備室

更 衣 室 ( 男 ) ＣＡＩ 教 室

更 衣 室 ( 女 ) 棟 社会科 準備室

１ － Ａ 社会科 教 室

２ － Ａ 視聴覚 準備室

３ － Ａ 視聴覚 教 室

１ － １ 音 楽 準備室

１ － ２ 音 楽 教 室

１ － ３ 被 服 準備室

１ － ４ 被 服 教 室

１ － ５ 調 理 準備室

普 １ － ６ 調 理 教 室

１ － ７ 特 作 法 室

１ 年 職 員 室 美 術 準備室

２ － １ 美 術 教 室

通 ２ － ２ 物 理 準備室

２ － ３ 物 理 教 室

２ － ４ 別 理 科 職員室

２ － ５ 化 学 薬品庫

教 ２ － ６ 化 学 準備室

２ － ７ 化 学 教 室

２ 年 職 員 室 生 物 教 室

３ － １ 教 生 物 準備室

室 ３ － ２ 理 科 講 義 室 １

３ － ３ 理 科 講 義 室 ２

３ － ４ 地 学 準備室

３ － ５ 地 学 教 室

３ － ６ 室 Ｓ Ｓ ラ ボ 室 Ⅰ

３ － ７ Ｓ Ｓ ラ ボ 室 Ⅱ

３ 年 職 員 室 教官室・更衣室

部 室 プール・機械室

セミナーハウス 体 育 館

多 目 的 室 武 道 場

生 徒 会 室 体 育 倉 庫

技 術 教 室



２．消防の組織・任務

(1) 組織及び任務
平常時の分担 災害時の分担

渉 ＊災害対策担当部局、自治体、ＰＴＡ、消防署等の関係機関や諸団
外 体と防災について連携する。

自衛消防隊長 係 （教頭、事務長、教務主任)
校 長

＊災害状況の把握と生徒、教職員等
通 ＊通報に必要な施設器具の整 への通報連絡(避難指示等)
報 備管理(放送設備が不能にな (教頭・事務施設営繕係)
連 った場合にも備える。） ＊教育委員会、消防署等への通報

自衛消防副隊長 絡 (事務施設営繕係) （教頭・事務長）
教 頭 係 ＊学校医他関係機関との連携

（教頭・養護教諭）

＊防災計画に基づく本部の指示によ
＊避難経路や避難場所の確 り、災害に応じた適切な方法によっ

避 認、仮出席簿等の準備 た安全な避難誘導を行う
学年の掌握 難 ＊(授業中)状況の把握と避難方法・
(学年主任) 誘 場所を確認する。生徒等を把握し人

○学年在籍○名、 導 員を確認して避難誘導に当たる。
欠席○名、現在 係 ＊(休憩時間等)散在する生徒の把握
○名、異常の有 に努め、安全な場所に集結させる。
無 必要に応じ避難場所に誘導する。

（各学年主任・全職員）
※学年主任と各担任その他職員は誰がどこに立ち、どういう方法で
安否の確認をするか事前に話し合っておく。

ＨＲの掌握
巡視・

＊救助用具の点検整備、 ＊校舎内に残っている生徒等の捜索
(ＨＲ担任)

防護措
防災避難状の施設・設備 ＊要救助者の救出

○組在籍○名、
置係

の点検整備 ＊防災扉の開閉
欠席○名、現在 (生徒指導部)
○名、異常の有 ※生徒を誘導する時の声かけ方を事前に確認し、避難誘導係とどこで
無 生徒の安否の確認をするか事前に打ち合わせておく。

救 ＊生徒等の応急手当

護
＊救護器具、緊急用品等の整 ＊必要に応じた学校医、救急隊と連

係 備保管と災害発生時の準備 携
(保健教育相談部)

消
＊被害を最小限に止めるための各種

火
＊消火器、防災用具の管理保 災害への対応

係
管、使用方法の習熟 ＊火災時の初期消火

(理科職員・進路指導部)

搬
＊本部の指示により、搬出準備及び

出
＊「非常持ち出し」の表示 搬出

係
＊搬出体制の確立 ＊搬出物の管理・保管

(教務・事務・図書情報部)

消防車の ＊消防車の誘導
誘導係 障害物の除去等 (用務)

(2) 防災教育及び訓練
① 防災教育
ア 職員に対する年１回以上の教育
イ 消防計画の周知徹底
ウ その他火災予防上必要な事項

② 防災訓練
通報、消火、避難、誘導の各々の訓練を定期的に行う。

(3) その他
災害発見と同時に事務室または本職員室に連絡し、適切な行動をとり、物的被害を最小限度

にとどめる。連絡を受けた職員は直ちに職員生徒に適切な指令を発し、すみやかに活動を開始
すること。


